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被災地支援ボランティアで得る 
生きた学び

法学部法律学科2年　手塚 文裕
被災地支援学生団体　はまらいんや　代表

　大学ではじめた被災地
支援ボランティアは、私
に多くの学びを与えてく
れています。
　私が被災地支援ボラン
ティアを大学で始めよう
と思ったきっかけは、ボ
ランティア説明会に参加
したことでした。私はも
ともと、生まれが宮城県
仙台市です。小学6年生
まで仙台で暮らしてお
り、祖父母も同居してい
ました。東日本大震災が
あった日は、祖父母や小
学校時代の友人の安否を
確認しつつ、落ち着かな
い1日を過ごしました。報道では、仙台にいた頃の記憶にある場所のいくつかが、変わり果て
た姿で映し出されました。自分も何か復興のために手伝いたいと思いつつも、あまりの被害の
大きさと、当時高校1年生だったことから、初動期の被災地に行くのが躊

た め ら

躇われ、結局現地に
は行きませんでした。
　2013年4月、大学に入学し「被災地支援ボランティア」の説明会に参加しました。説明会で
は、様々な団体が活動紹介を行っていました。それらを見ているうちに、自分も高校のときに
やらなかったことを大学生活の中で再びやってみたいという思いが湧き、ボランティアをはじ
めることにしました。
　活動に参加して2年間、逆境の中で日々を懸命に生ききられている被災地の方々に寄り添わ
せていただきました。仮設住宅に住む方々の暮らしの中に少しずつ入らせていただく過程で、
私は被災された方々の生活再建に大きく関係する生活保障や社会保障について興味を持ち、ま
た、ボランティアでお世話になった先輩方の影響もあり、今は行政官として将来仕事がしたい
と考えています。被災地支援ボランティアは、自分のキャリアデザインにおいても、大きな影
響を与えてくれました。
　ボランティア活動では、実際に被災した地域に足を運び続け、そこに暮らす人々と関わり続
けることで本当に多くの学びを得ました。活動を通して実社会での課題を目の当たりにし、大
学の中にいるだけでは学ぶことのできない生きた学びができたことは、自分にとって大きな財
産です。残りの大学生活でも活動を継続し、微力ながらも被災地の方々の力になり続けられた
らと思います。
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傾聴の大切さに気づかせてくれた 
ボランティア

法学部政治学科2年　佐藤 耕太
被災地支援学生団体　はまぎくのつぼみ　代表

　今までの人生で、野球
部の部長、体育大会の応
援団長、ボランティア団
体の代表、など様々な代
表職を経験してきまし
た。代表という立場上、
人前で発言をする機会に
恵まれていたため、意見
を述べるのに特に苦労は
しませんでした。むしろ
発言をするのがとても好
きになりました。しかし、
その反面、私は人の話を
聞くのが下手なのです。
人の話を聞くのが不得手
な代表はいかがなものか
と思いますが、実際にそ
うでした。
　被災地に初めて行って現地の方々と交流した時、私は困り果てました。被災した方々に対し
て、素人の大学生が出来るアドバイスなんて一つもないのです。意見を言うしか術のない私は、
あまり長く話を続けることができませんでした。活動が終わり東京に戻ってから、急いで傾聴
の本を読みました。傾聴の基本は相手に質問を投げかけることです。無理に自分の意見を述べ
ようとしなくていいのです。というのも人によって物事に対する見方は異なるので、自分の意
見が他人にあてはまることはまれだからです。また、質問をしようとする姿勢は、相手の意見
を注意深く聞くことにつながります。他にも、傾聴にはオウム返しなど様々なスキルがありま
す。
　自分の将来のために、ボランティアを通してスキルを磨くのは本末転倒だと思います。なぜ
なら、ボランティアはその活動の対象者の方々を第一に考えて行われるべきだからです。ただ、
会話を通して、被災した方々に少しでも楽な気持ちになっていただきたいという一心で学び始
めた「傾聴」という姿勢が、私にとってプラスになっていることは確かです。
　私の周りには、私の話や悩みを真摯に受け止めてくれる仲間がたくさんいます。だからこそ、
こんな私でも今までなんとか楽しく過ごすことができました。今度は、仲間にとって、私がそ
ういった存在になりたいです。ボランティア活動はもちろん、普段の生活でも、自分の意見を
押し付けるのではなく、相手の話を真正面から受け止めることができる人に私はなりたいです。
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大学生だからこそできる 
ボランティアを探して

法学部法律学科2年　黒川 涼香
ボランティアセンター学生スタッフ　チーム女川　代表

　宮城県牡鹿郡女川町を
初 め て 訪 問 し た の は、
2013年5月に行われたボ
ランティアセンター主催
の「被災地スタディーツ
アー」であった。祖父母
が阪神淡路大震災の被害
を大きく受けた兵庫県に
住んでいることもあり、
初めは自らの目で被災地
を見て学びたいという思
いが強く、訪れた先で見
たものは以前どんな町で
あったのか思い描けない
ほどの風景だった。そん
な中、外から来た私たち
に対して現地の方々があ
たたかく迎えてくださり、その気持ちがとても嬉しく、少しでも何かお礼がしたいという思い
から活動へとつながっていった。
　初めての訪問後、いざ行動を起こそうとするも、一大学生でしかない私に何ができるのかと
いう壁にぶつかった。答えは出ないまま、東京での物産展のお手伝いや、学習支援ボランティ
アとして現地を訪れる中で、それまで東北すら訪れたことのなかった自分がいつの間にか「女
川」という町を好きになっていることに気がついた。その後、ボランティアコーディネーター
の松本真理子さんの勧めもあり、スタディーツアーの企画に取り組み始めた。参加側から企画
側となることで気づくことや学ぶことは多く、プログラムを組む中で、被災地としての女川町
だけでなく、きれいな海や美味しい食べ物、あたたかい人々のつながりといった魅力あふれる
女川を知ってもらいたい、伝えていきたいと考えるようになった。「大学生だからこそできる」
情報発信の仕方があるのではないか、東北とは離れている東京に住んでいるからこそできる支
援の方法もあるのではないかと思い、現在も活動を続けている。
　女川町と女川町での活動で得たものは、一歩踏み出さなければ知り合うことのなかった方々
との出会いと、その関わりの中で広い視野を持つことの大切さに気づけたことである。当然の
ことではあるが、自分自身の視点や立ち位置を変えることで見えるものが違ってくる。その中
で、自分が正しいと思うことが相手や社会にとって本当に正しいのか問い続ける、そのような
姿勢を教えてくれた女川に感謝をし、復興を願い、今後も関わり続けることで自らも成長して
いけたらと思う。
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学生部長　平山 令二

　2冊目となる中央大学におけるボランティア活動の報告書をお届けいたします。前回は、「ボ
ランティアステーション報告書」となっていましたが、今回は「ボランティアセンター報告書」
となりました。「ボランティアステーション」が2014年4月から一般的な名称である「ボランティ
アセンター」に名称変更したためです。
　さて、是非とも触れておきたいことがあります。それは、中央大学におけるボランティア活動
に大きな刺激を与えていただき、また牽引していただいた黒田裕子さんが昨年の９月24日に逝
去されたことです。私も中央大学での黒田さんの講演を聞き、痩身に気魄をみなぎらせたお話
に心から感動しました。黒田さんは神戸で看護師をしていたときに、阪神・淡路大震災を体験し、
被災者の支援活動に全力を傾注され、それ以来、中越地震など各地の被災者の支援に生涯を捧
げてこられました。東日本大震災でも、被災者に寄り添った支援活動を指導し、中央大学のボ
ランティア学生を指導、励まし、またときに叱咤してくださいました。被災者に常に寄り添って
きた黒田さんの行動と言葉は、その謦咳に接した学生たちの心に残りつづけるものと信じます。
　昨年夏、私もゼミの学生を引率して気仙沼を訪ねました。現地の現状は復興にはほど遠く、
土地のかさあげ工事が行われているせいもあり、空き地が目立っています。夜は、被災時の避
難所となったホテルの社長のお話を聞かせていただきました。生々しい津波襲来時の模様や、
ホテルに避難してきた被災者への迅速な対応の話などが印象的でした。現状については、東京
オリンピックの準備により被災地が忘れられるのではないか、という深い憂慮が表明されまし
た。特に印象づけられたのは次の言葉です。「被災からしばらくして、被災時のことを話す機
会があったが、ホテルや自宅が無事だったせいもあり、初めは自分の経験を話すことに意味が
見いだせなかった。ところが、訪問者たちの前で語る機会が増えるうちに考えが変わった。す
なわち、被災をこの場所の過去の出来事と限定的に考えるのではなく、これから予想される首
都直下型地震や東南海地震なども含み、被害を少しでも減らすために今語り続ける必要がある」
と考え直したそうです。
　示唆に富む話です。被災地でボランティアを継続し、あるいは被災者の話を聞くことは、そ
のまま明日、いや今日あるかもしれない災害の備えとして有効です。被災地のボランティア活
動が震災から4年を経ても大切な理由のひとつがここにあります。幸い中央大学では、被災地
支援に関心を持ち続ける学生がいて学生団体もあり、被災地からの評価もいただいております。
また大学としても継続した支援体制を確認しています。
　2015年4月からは、ボランティアコーディネーターが2名体制になり、センターに事務員の
配属も決まりました。これまで以上に被災地支援を強化することができますし、さらに大学の
近隣地域でのボランティア活動にも一層取り組むことができます。これからも当センターにご
協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

■平山 令二 （法学部教授　専門分野／ドイツ語・ドイツ文学）
1951年新潟市生まれ。東京大学人文科学研究科博士課程（ドイツ文学専攻）中退。山形大学講師な
どを経て、1984年より中央大学法学部勤務（ドイツ語担当）。専攻はドイツ語・ドイツ文化。現在
の研究テーマは、レッシングやゲーテなどの18世紀ドイツ文学・思想。ドイツのユダヤ人文化。ホ
ロコーストからユダヤ人を救った人々も研究している。2013年4月1日より学生部長に就任。

刊行によせて
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学生部ボランティア担当委員（法学部教授）　中澤 秀雄

　中央大学ボランティアステーションが2014年4月に「センター」と改称されたあと初めての
事業報告書もまた、豊富な成果・実践・取り組みと学生の成長が収録されたものとなりました。
この成果は何よりも、勇敢な学生たちと激務を顧みない職員の奮闘によるもので、心より敬意
を表します。全学的には、学長、副学長、社会連携推進会議や学員会をはじめ多くの方々から
ご理解ご支援を頂くことにより、社会福祉セクションを持たない中央大学における新しい取り
組みを定着させることができました。また資金面でセンターと学生の活動を支援くださった学
員会・信行寺・電通育英財団・日本財団学生ボランティアセンター・住友商事の皆様には衷心
より御礼申し上げます。いつも学生たちがお世話になっている現場の皆様にもこの機会に深く
御礼申し上げます。
　東日本大震災から3年以上にわたり活動を継続してきた中大生に対して、東北社会は信頼を
寄せてくださっています。被災地支援を継続している4団体のうち「チーム次元」代表だった
安原元樹君は社会貢献分野で2013年度日本学生支援機構大賞を授与されました。「はまぎくの
つぼみ」は2014年11月に宮古市社会福祉大会で表彰され、佐藤耕太君が社会福祉協議会会長よ
り感謝状を受け取りました。「面瀬学習支援」共同代表である宮崎汐里さんは2013年度学員会
長賞をうけました。気仙沼のほとんどの世帯が閲読している『三陸新報』紙上では、6人の学
生がボランティア体験手記を連載しました。気仙沼には多くの大学がボランティアを送り込み
ましたが、このような特別扱いを受けたのは中央大学だけです。
　一方では、その気仙沼で中大生を仮設住宅に受け入れ、優しく厳しく指導してくださった黒
田裕子さんを失うという、我々にとって比べるもののない悲しい出来事が起きたのも2014年で
した。亡くなってから多くのメディアで特集が組まれ、彼女には「仮設住宅の天使」「日本の
マザー・テレサ」などの称号が捧げられています。多くの人の心に刻まれる偉大な指導者との
縁に恵まれたことに、学生とともに感謝しています。
　2015年4月からはボランティアコーディネーター2名体制に移行することが決まっています

（2015年度から採択された教育力向上推進事業費による）。さらに各学部教授会にご承認いただ
ければ「運営委員会」の統括のもとに、ようやく中央大学諸規程上に位置づけられ、また
PDCAサイクルを備えた安定したボランティアセンターとなりそうです。多摩地域での活動
も本格化していきます。東日本大震災から4年。種から芽になり、枝葉を広げてきた中央大学
ボランティア文化を支援してくださった全ての皆様に重ねて感謝申し上げますとともに、引き
続きのご支援を何卒よろしくお願い申し上げます。

■中澤 秀雄 （法学部教授　専門分野／政治社会学・地域社会学）
東京都出身。1994年東京大学卒。2001年東京大学から博士（社会学）の学位を取得。札幌
学院大学社会情報学部講師、千葉大学文学部准教授を経て2009年から現職。日本社会学会、
地域社会学会等に所属。主著は新潟県の原発問題を扱った『住民投票運動とローカルレジー
ム』（ハーベスト社）や廃棄物・原子力・環境文化等のテーマを幅広く扱った『環境の社
会学』（共著、有斐閣）など。前者により第5回日本社会学会奨励賞、第32回東京市政調
査会藤田賞などを受賞。2012年4月1日より学生部ボランティア担当委員に就任。
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刊行によせて

ボランティアコーディネーター　松本 真理子

　おかげさまで中央大学ボランティアセンターは設立から2年が過ぎ、学生の活動を支えてく
ださった皆様にこの場を借りて御礼申し上げます。
　センターの2014年度は、近隣のボランティアセンターと手を携えて東北と多摩をつなぐ小さ
な一歩を踏み出すことができました。6月、明星大・八王子市・日野市各ボランティアセンター
の協力で「災害支援から日常の支え合いへ」をテーマに中大ＶＣ1周年記念シンポジウムを開
催しました。「東北で学んだ災害の教訓を多摩の防災に生かしたい」と学生たちが発した声に
地域が応えてくださり、その後「災害図上訓練」や「避難所運営ゲーム」などの防災訓練が地
域を会場にして行われました。机を囲んで学生と地域の方が頭を突き合わせて知恵を絞り合う
姿がいたるところで見られ、少しずつ「顔の見える関係」が広がっていきました。11月には日
野市平山小学校区で子どもを対象とした「ひらやま減災ウォークラリー」を中央大・明星大・
東京薬科大の学生らが中心となり行いました。「学生ががんばっているので私たち大人もがん
ばらなきゃ」と、地域からの協力者は70人にもなりました。こうした地域を巻き込んだ防災活
動は、2015年3月、日野市社会福祉協議会より表彰いただきました。また、東北ではこれまで
の縁を大切しながら刻々と変わる地域の状況に合わせ価値ある活動を模索しました。被災企業
の視点から震災と復興を学ぶ「復興支援インターン」（主催：復興大学）と「阿部長商店インター
ン」は、「学生が来て社内が活気づいた」「学生ならではの視点が商品開発の参考になった」と
いう言葉をいただき、復興期における学生の役割を見出すことができました。
　学生のできることは限られていますが、地域の温かさや息づかい、営みに触れ、現場から学
ぶことを知り、自分のできることは何かと自問するなかで、「地域からいただいたものをいつ
か還したい」という想いが芽生え、それが学生のボランティア活動を続ける原動力になってい
ます。2011年4月震災で入学式をせず大学に入学した学年は、被災地で人の暮らしをみたこと
で、「被災地支援学生団体」を結成し、後輩たちに活動を引き継いで2015年3月志を持って社
会に羽ばたいていきました。ここまで学生を育ててくださった地域のお一人お一人に心から感
謝申し上げます。
　さいごに、初期より学生たちを指導してくださった黒田裕子さんが2014年９月24日ご逝去さ
れました。最期の様子を撮影したドキュメンタリー番組でベッドの上の黒田さんは「…がれき
の撤去が若者の仕事じゃない。その向こう側に人間がいる…もっとその意味づけを教えたい」
と仰っていました。当センターが設立された理由であり、これからも忘れてはならないことが、
この黒田さんの言葉だと感じます。黒田さんが遺してくださったもの、卒業生たちが築き上げ
たもの、地域の皆様からいただいたもの、震災で失われた命が教えてくれたもの、それらを次
の世代に引継ぎ学生と共に新しい一年をつくっていきたいと思います。
　今後とも皆様のご支援ご指導をいただければ幸いです。何卒よろしくお願い申し上げます。

■松本真理子 （中央大学ボランティアセンター　コーディネーター）
千葉県出身。2004年明治大学卒。在学時にキャリア教育のNPO団体立ち上げに参加。コミュニティ
紙の記者、地産地消イベントプロデューサーなどを経て、2011年９月より宮城県女川町で子どもた
ちの放課後の居場所「コラボ・スクール女川向学館」（運営：認定NPO法人カタリバ）にて広報・
地域コーディネーターとして従事。2013年4月より現職に就任。
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１．東北ボランティア

１．新入生スタディーツアー

実　施　日：5月23日（金）〜25日（日）
場　　　所：宮城県牡鹿郡女川町
参　加　者：29人（新入生22、学生スタッフ5、職員2）
目　　　的： 学生が東日本大震災で被災した地域を実際に見ることで現在の被災地の様子を

知って貰い、これからボランティア活動を始めるにあたり、自分自身に何ができ
るのかを学び、考える機会とする。

行　　　程：1日目：多摩キャンパス発（車中泊）
　　　　　　2日目：石巻到着（門脇小学校見学）
　　　　　　　　　　 女川町着＝町立病院見学＝巨大冷蔵冷凍庫マスカー見学＝復興まちづく

り情報交流館＝きぼうのかね商店街＝女川向学館＝「いのちの石碑」見
学＝EL FARO宿泊

　　　　　　3日目：蒲鉾本舗髙政見学＝女川発＝多摩キャンパス到着・解散
主　　　催：中央大学ボランティアセンター
協　　　力：チーム女川

〈参加者の声〉
• 活動の中で最も心に残っていることは、復興まちづくり情報交流館での阿部真紀子さんのお

話です。「茶色い町」や「何もない」、「私達にとってはまだ3年」といった被災した方だか
らこそ出る言葉を通して気持ちまでも伝わってきました。津波の映像を見せていただいたり、
地震の規模や現在の復興状況をわかりやすく様々な情報と共に教えていただきました。私達
に伝えたい言葉は「人ってあったかいなぁ」や「まず、見においでよ」と言ったメッセージ
である、と終始穏やかな雰囲気でお話しされていた阿部さんですが、話の途中で少し思いつ
めたようになっていたり、私が感想を述べていた時は少し涙ぐんでいたような様子であった
のを見て、「新しい女川に向かって活動しているような人でもやはり辛いものは辛いんだ」
と感じ、その阿部さんの姿がとても印象に残りました。 （経済学部1年）

〈学生スタッフの声〉
• 昨年一期生としてスタディーツアーに参加し、私たちの様な外から訪れた人にも関わらず、

女川町の方々にとても良くしていただいたことが嬉しく、皆さんに恩返しがしたいと思い学
生スタッフとして参加しました。ボランティア企画をつくっていくのはとても不安でしたが、
学生スタッフのメンバーで協力して実施することができました。1年生には、今回の経験を
今後の学習など、次に繋げて欲しいです。 （法学部2年）

１．東北ボランティア
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〈活動風景〉

事前勉強会

マスカーにてお話をきく

きぼうのかね商店街にて震災時のお話

いのちの石碑の見学とお話を伺う

事前勉強会

マスカーにて−30℃を体験

きぼうのかね商店街にて震災時のお話

髙政にて震災時のお話

女川町の現在（2014.5）

きぼうのかね商店街にて震災時のお話

情報交流館にて震災時のお話

女川向学館にて集合写真

１．新入生スタディーツアー
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2．夏季ボランティア

（１）．防災学習ツアーバス

実　施　日：９月2日（火）〜4日（木）
場　　　所：宮城県気仙沼市、石巻市、牡鹿郡女川町
参　加　者：23人（学生20、教職員3）
目　　　的： 学生が長期休業期間を利用し、実際に東日本大震災で被災した地域を訪れ、現在

の被災地の様子を知り、入門的なボランティア活動をすることで、被災地域のた
めに自分自身に何ができるのかを学び、考える機会とする。

行　　　程：1日目：新宿発、高速バスにて現地へ移動
　　　　　　2日目：午前：気仙沼市魚市場見学、（株）阿部長商店へ訪問
　　　　　　　　　　午後： リアス・アーク美術館見学、大谷・野々下海岸で防潮堤見学、志

津川自然の家へ移動、学習会を2回実施
　　　　　　3日目：午前：大川小学校見学、女川町立病院高台「いのちの石碑」見学
　　　　　　　　　　　夜：新宿着
主　　　催：中央大学ボランティアセンター
支　援　先：宗教法人信行寺「絆基金」

〈参加者の声（事前レポートより抜粋）〉
• 実際に被災した地域を訪れ、震災後3年が経過した現在の復興の状況を見て、今後の行政の

あり方や一個人としての自分の考え方を見つめ直したい。また、将来土木の仕事を希望して
いるので、今後起こりえる震災に対し、どのような減災・防災が必要であり、住民の方々は
どのような取り組みを望んでいるかを考えたい。 （理工学部3年）

• 被災地の現状を自分の目で確かめたい。そして現状を知った上で今後必要とされる支援のあ
り方を学び、自分に出来ることを積極的にしていきたい。そして自分の町で災害が起きたと
き、どのような行動を取ればよいか、学んだ知識を役立てたいと思う。 （法学部2年）

〈活動風景〉

市場見学

気仙沼魚市場見学

現地の方からお話を伺う

１．東北ボランティア
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（株）阿部長商店訪問

志津川にて勉強会

大谷・野々下防潮堤見学

志津川にて勉強会

２．夏季ボランティア

集合写真
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（２）． 大学間連携災害ボランティアネットワーク事業 
「石巻・女川復興支援インターン」

実　施　日：９月８日（月）〜13日（土）
参　加　者：８人（学生6、職員2）
概　　　要： 被災地外の大学の学生が、被災地企業で「復興支援インターン」として数日間の

職業体験を実施。その体験を通じて、被災地及び被災企業の現状、復興の進捗、
課題等について学ぶ。体験をもとに、被災地外の大学祭において、模擬店出店に
より被災地産品を食材とした料理を提供するとともに、パネル展示やインターン
報告会の実施等により被災地及び被災企業の現状、復興の進捗、課題等に関する
情報を広く発信する。

活 動 内 容：水産加工会社への企業インターン
活　動　先：（株）髙政、（株）岡清
行　　　程：1日目：仙台から現地へ。オリエンテーション後、受け入れ企業と顔合わせ。
　　　　　　2〜5日目：終日、職業体験
　　　　　　6日目：現地での活動報告会
主　　　催：復興大学（事務局：復興大学災害ボランティアステーション）
共　　　催：復興庁宮城復興局、各地域の商工会

〈参加者の声（レポートより抜粋）〉
• 私が訪問した企業は、当時被災状況は小さい工場だった。しかし、従業員の方々からお話を

聞くと、まだ被災した周辺は住宅も建っておらず、復興に時間が掛かると思った。風評被害
は加工産業より、一次産業のみの人たちが言われていると聞き、3年経ってもこの震災は本
当に風化させていけないと強く思った。 （経済学部1年）

• 今回の活動をとおして学んだこと、感じたことを学内での報告会で発信したいと思う。そし
て現地の現状を行ったことのない学生に伝え、まずは知ってもらい、興味を持ってもらいた
い。また大学が発行している広報誌へ寄稿し、たくさんの教職員をはじめ大学関係者に知っ
てもらいたいと思う。 （商学部2年）

〈活動風景〉

髙政にて仕事内容の説明を受ける 岡清で従業員の方と一緒に作業 商品の箱詰めなど行う

１．東北ボランティア
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３．春季ボランティア

（１）．女川スタディーツアー

実　施　日：2015年2月14日（土）〜17日（火）
場　　　所：宮城県気仙沼市、石巻市、牡鹿郡女川町
参　加　者：14人（チーム女川7、新規参加学生6、職員1）
目　　　的： 学生が東日本大震災で被災した地域を実際に見ることで現在の被災地の様子を

知ってもらい、これからボランティア活動を始めるにあたり、自分自身に何がで
きるのかを学び、考える機会とする。また、新年度5月に実施予定の「新入生対
象・被災地スタディーツアー@宮城県女川町」に向けての学びとチーム作りの機
会とする。

行　　　程：1日目：　夜：新宿発、高速バスにて現地へ移動
　　　　　　2日目：午前：石巻着＝女川町＝地域医療センター＝まちづくり情報交流館
　　　　　　　　　　午後：原子力PRセンター＝女川向学館
　　　　　　3日目：午前：（株）髙政＝MASKKER＝きぼうのかね商店街＝マルキチ阿部商店
　　　　　　4日目：午前：NPO法人アスヘノキボウ・中村志郎氏によるワークショップ
主　　　催：中央大学ボランティアセンター
協　　　力：チーム女川
支　援　先：日本財団学生ボランティアセンター

〈参加者の声（レポートより抜粋）〉
• 5月のスタディーツアーを企画にあたり、新入生に対して、実際にまちづくりや復興のため

に働いている人たちの姿を見たり話を聞いたりして、その人たちの熱意を感じて欲しいと思
う。テレビや新聞の特集では載っていないような個々人の貴重な体験を教えてくれる方から
たくさんの事を学んで欲しい。また女川町に行って観光したり、美味しいものを食べたりす
ることも女川町が復興するための一つの力になるので、スタディーツアーに参加し、現地で
しか味わえない貴重な経験をして欲しいと思う。 （法学部2年　新規メンバー）

• 地域医療センターから女川町全体を見ることは、新入生に少しでも女川町の地理を理解して
もらうため、津波の被害や脅威を感じてもらうためにも行いたいと思う。また、情報交流館
での映像や説明スライドを使用した語り部の方お話は、被害状況を理解するためにも行きた
いと思った。 （商学部2年　チーム女川）

〈活動風景〉

現地の方からお話を伺う 現地の方からお話を伺う 集合写真

３．春季ボランティア
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（２）．阿部長商店インターン

実　施　日：2015年2月16日（月）〜21日（土）
参　加　者：９人（学生6、職員3）
概　　　要： 被災企業で、町の復興をけん引する「（株）阿部長商店」にて約1週間の職場体

験をし、そこで得たことをもとに後日開催される都内での物産展にてＰＲ活動を
行い、東北の力となることを目指す。

活 動 内 容：水産加工会社への企業インターン
活　動　先：（株）阿部長商店
行　　　程：1日目：朝：仙台駅集合＝お魚いちば＝気仙沼食品へ顔合わせ
　　　　　　2日目：物販・飲食業務（お魚いちば・海の市）
　　　　　　3日目：朝：市場見学＝加工業務に従事（気仙沼食品）＝阿部社長のお話
　　　　　　4日目：生鮮出荷・加工業務（赤岩工場・鮪センター）＝リアス・アーク美術館
　　　　　　5日目：生鮮出荷・加工業務（赤岩工場・鮪センター）＝プレゼンテーション
　　　　　　6日目：気仙沼見学＝尾形亀雄さんのお話＝帰京

〈参加者の声（レポートより抜粋）〉
• 実際に津波を経験した方のお話を生に聞くことができ、お会いしてコミュニケーションを

取った後インターンの活動に入ったため、思い入れが強くなった。 （経済学部2年）
•「もっときれいだったんだよ」など、気仙沼の方々がぽろりと出した言葉が印象に残った。

（文学部3年）
• 「復興」という言葉を考えなしに用いていたが、その意味は「かつての現状に戻すこと」で

はなく、震災を経て「持続可能なまちづくりを目指して柔軟な対応を努めていくこと」とい
う前向きな要素を含んでいるのだと考えるようになった。また、この地域や企業の課題は、
人員不足であると実感した。水産業は大変な仕事であり、気仙沼の方々が魚や海と密着した
生活を送っていることと、実際に水産業に携わっていることには当然の因果関係が存在する
ようで、その背後には労働環境や金銭に関係する看過できない問題が潜んでいるのだと感じ
た。 （法学部2年）

〈活動風景〉

マグロの中落ちを取る作業 ワカメの袋詰 集合写真

１．東北ボランティア
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〈「FOODEX JAPAN 2015」への参加〉
名　　　称：FOODEX JAPAN 2015（第40回　国際食品・飲料展）
会　　　期：2015年3月3日（火）〜6日（金）　4日間
　　　　　　10：00〜17：00（最終日のみ16：30まで）
会　　　場：幕張メッセ　1〜８ホール
活 動 内 容： （株）阿部長商店の新商品の試食の準備、提供、来場者への商品説明、他社ブース

見学
参　加　者：８人（学生5、教職員3）

〈「FOODEX JAPAN 2015」活動風景〉

３．春季ボランティア

新商品のPR 新商品のPR
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さんまの黒酢煮のパック詰め

１．東北ボランティア

（３）． 大学間連携災害ボランティアネットワーク事業 
「女川復興支援インターン」

実　施　日：2015年2月22日（日）〜28日（土）
参　加　者：８人（学生6、職員2）
概　　　要：  被災地外の大学の学生が、被災地企業で「復興支援インターン」として数日間

の職業体験を実施。その体験を通じて、被災地及び被災企業の現状、復興の進捗、
課題等について学ぶ。体験をもとに、被災地外において、模擬店出店やパネル展・
報告会の実施等により被災地及び被災企業の現状、復興の進捗、課題等に関す
る情報を広く発信する。

活 動 内 容：水産加工会社への企業インターン
活　動　先：（株）岡清、（株）ワイケイ水産、（株）ヤマホンベイフーズ、（株）髙政
　　　　　　※本学学生は、髙政を除く3社で活動
行　　　程：1日目：東北学院大学にてオリエンテーション
　　　　　　2日目：仙台から現地へ。受け入れ企業と顔合わせ。
　　　　　　3〜5日目：終日、職業体験
　　　　　　6日目：現地での活動報告会
主　　　催：復興大学（事務局：復興大学災害ボランティアステーション）
共　　　催：復興庁宮城復興局、各地域の商工会

〈参加者の声（レポートより抜粋）〉
• 被災を受けた企業は、労働力不足が深刻な問題であるという事が改めて分かった。水産加工

業はつらいというイメージを持っていたが、各企業、町全体が復興に向けて前向きに取り組
んでいることがわかり、大きく考え方が変わった。今後は学内での報告会や大学祭でインター
ン先の商品を使った「さんまのつみれ汁」の販売、女川町や企業の紹介等を行いたい。

（法学部1年）

〈活動風景〉

集合写真

イカの袋詰めの様子

最終日の報告会
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４．学生団体の活動

中央大学「被災地支援学生団体ネットワーク」について

設立趣旨
　中央大学学生部では、2011年3月11日に発生した東日本大震災以降、継続的に被災地支援ボ
ランティア活動を行う学生を支援し続けている。2012年4月からは、「被災地支援学生団体ネッ
トワーク」を設立し、特定の狭い場所と継続的に関係を持つ多くの学生団体を支援する体勢へ
と移行してきた。

ネットワークの活動内容
• 2012年度から、加入団体を対象に活動資金（とくに交通費）を助成する制度を設け、とりわ

け休暇期間中の被災地支援活動を中央大学として継続する。制度の詳細は新年度以降、ネッ
トワーク加盟団体とも相談しながら決定する。助成をうけた団体は、その成果を報告する義
務がある。

• 助成の決定如何にかかわらず、活動地までの交通や宿泊（ロジ）についての相談を随時受け
付け、大学としてバックアップする。

• 活動内容についても学生部ボランティア担当が随時相談に応じ、必要に応じて現地のキー
パーソンとの橋渡しを行い、被災地のその時点での実情に応じた活動を、情報や社会関係資
本の側面からもバックアップする。

• 「ネットワーク」全体にまたがる活動として、東京でもできる活動（被災地の物品販売や宣
伝、写真展など）を積極的におこなう。

《2014年度登録団体》
No 団体名 活動地域 活動内容

1 はまぎくのつぼみ 岩手県宮古市 生活支援、学童クラブ

2 はまらいんや 宮城県気仙沼市面瀬 仮設住宅でのコミュニティ支援

3 面瀬学習支援 宮城県気仙沼市面瀬 面瀬地区の小学生の学習支援

4 チーム次元 宮城県気仙沼市大島 漁業支援等

４．学生団体の活動
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学生部における被災地ボランティア活動に関する補助基準

（趣旨）
第1条　この基準は、学生部委員会が認めた被災地ボランティア活動に必要な費用の一部を補
助するための支出に関するものである。

（補助対象）
第2条　補助対象は、その活動計画が学生部委員会で承認されたものとする。
2　補助範囲（※補助する交通費の区間等）については、学生部委員会で決定する。
3　学生部以外からも補助を受けている場合には、その金額に応じて補助範囲を決定する。

（補助基準）
第3条　前条に定める補助費の基準は別表のとおりとする。

（補助の取消）
第4条　計画が中止された場合、または、計画に虚偽があった場合には、補助を取り消すもの
とする。

（報告書の提出）
第5条　計画実施後は、報告書及び証憑類を学生部長宛に提出するものとする。

（事務所管）
第6条　この基準に関する業務は、学生部事務室学生課が取り扱うものとする。
附　則　（2012年4月17日学生部委員会）

（施行期日）
第7条　この基準は、2012年4月1日より施行する。

１．東北ボランティア

仮設住宅で手芸（はまぎくのつぼみ）

海藻を使って紙つくり（面瀬学習支援）

ミーティング（はまらいんや）

集合写真（チーム次元）
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４．学生団体の活動

団体の紹介：はまぎくのつぼみ
理念
　私たち「はまぎくのつぼみ」は、岩手県宮古市で活動しています。「はまぎく」は宮古市の
市の花であり、花言葉は「逆境に立ち向かう」です。過去にも数回津波の被害を経験した宮古
市は、今回も屈することなく、復興を遂げようとしています。団体メンバーひとりひとりが「こ
んな宮古にしたい」という理想を掲げ、復興のお手伝いをしています。「つぼみ」は団体メンバー
や活動参加者ひとりひとりを表しています。私たち学生の主体的な活動を通して、いつの日か
宮古に満開の花が咲くことを願っています。
　私たちの活動は、それを受け入れて下さる現地の方々のご厚意があって、初めて成り立ちま
す。また、被災した方々にとって有益な活動を構築するためにも、現地の皆様や行政職員の皆
様のヒアリングへのご協力は欠かせません。現地や大学で活動していくなかで、人とのつなが
りが創造されるとともに、私たちの活動が本当に多くの方々に支えられていることを実感しま
す。そういった方々とのつながりを大切に、私たちは活動しています。

活動場所
岩手県宮古市

代表者
佐藤耕太（法学部2年）

所属メンバー
田中知樹（商学部2年）、吉田沙織（法学部1年）、野口実咲（文学部1年）、原ゆりこ（法学
部1年）、横濱なつ美（法学部1年）

活動先・協力先
宮古市役所、宮古市社会福祉協議会　鍬ケ崎学童の家
※2014年度は電通育英会の助成を受けています。

夏の活動
８月3日〜８月6日　5人
９月1日〜９月3日　6人
内容：仮設住宅での手芸や語らい、学童保育での学習支援、
　　　田老地区でのフィールドワーク、市役所でのヒアリング

都内での活動
11月17日〜11月21日　6人　
場所：中央大学多摩キャンパス　生協店舗1階
内容：岩手復興支援物産展の開催

学習会
前期　回数：2回
　　　内容： DIG（図上災害想定訓練ゲーム）—自分には震災は関係ないと思い込んでしまっ

ている状態（正常化のジレンマ）の克服を目指しました。

後期　回数：5回
　　　内容：岩手復興支援物産展—売り上げの向上と風化の防止を目指しました。

大学生協での物産展
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その他
第９回宮古市社会福祉大会　宮古市社会福祉大会長賞受賞

今年の活動を振り返って：田中知樹（商学部２年　副代表）
　今年度は、活動内容の再検討が大きな課題であった。現地には基本的に長期休業中に足を運
び、田老地区の実態調査、学童での子供たちとのコミュニケーション、宮古市役所でのヒアリ
ング、荷竹地区仮設住宅での語らいといった活動を行った。昨年卒業した先輩方が築きあげて
くださったベースを守りながら、まだあまり東日本大震災の被災地に行ったことのない学生に
も広く門戸を開くような活動にしようとした。震災から時間が経過し、特に首都圏の人々の間
での風化が進む中、高頻度ではなくとも活動を継続していくことは極めて重要だと考えている。
今年は第９回宮古市社会福祉大会の社会福祉大会会長賞をいただくこともでき、継続していく
ことの重要性も強く感じた。今後も、震災のことを忘れないようにするための活動は、首都圏
での活動も含めて続けていくつもりだ。
　首都圏での活動のメインは中央大学生協での物産展であった。岩手に関心を持ってもらい、
間接的な経済支援にもつながることから、昨年に引き続き実施した。このような被災地以外で
も出来る活動も、復興支援につながる重要な活動として捉え、今後も定期的に継続していくつ
もりである。
　団体代表を支える立場としては、特に団体運営面でサポートをしてきた。団体所属メンバー
のモチベーションを維持し、学生参加者を募っての活動に際してもスムーズな運営が出来るよ
う努めてきた。現地と直接関わるようなことをあまり多くやってはこなかったが、間接的に復
興支援活動の一翼を担えるように考えてきた。

この一年間で学んだ事：吉田沙織（法学部１年）
　今年度、はまぎくのつぼみの一員として活動に参加して、たくさんのことを学び、被災地へ
の思いがより強くなったと感じています。
　事前に何度か学習会を行ってから夏季休暇中に宮古市を訪問しましたが、実際に現地で活動
してみると自分自身の知識の少なさを痛感させられました。また、写真だけでは分からない被
害の大きさを知るとともに、震災の脅威を肌で感じることができました。被災地に足を運ぶと
いうことは、写真を見ることよりも非常に大きな効果があるものだと感じ、これからも継続的
に訪問をしたいと強く思いました。
　夏の活動では、田老の防潮堤のガイドさん、市役所で復興に携わる中央大学のＯＢの方、学
童保育の方、仮設住宅に住んでいらっしゃる方々からお話を伺う機会が多々ありましたが、一
つの視点から考えるのではなく、さまざまな視点から問題について考えていくことが大切だと
いうことが分かりました。例えば復興のためのまちづくりについて、住民の皆さんからは不便
のない住みやすいまちにしたいという意見や、生活に密着している海のそばに住みたいという
意見がありますが、行政としてはこうした意見も踏まえつつ、安全な生活ができるように住民
の皆さんのベクトルを同じ向きにしていく必要があります。また、東京オリンピック開催が決
定したことが影響し、まちづくりの計画がまとまっても、それを実行する建設会社が決まらな
いという問題もあります。
　来年度以降は、自分自身の成長につながる活動を目指すだ
けではなく、宮古市の復興をサポートできるような活動を心
がけていきたいです。また、テレビや新聞で取り上げること
が少なくなってきた被災地の事実を、遠く離れた東京で伝え
るということも重要だと考えます。物産展や発表会などで伝
えることによって、震災を風化させないということにも力を
入れていきたいと思います。

子どもたちと遊ぶ

１．東北ボランティア
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団体の紹介：はまらいんや
理念
　震災をきっかけにさまざまな日本社会の問題が露呈しました。その問題は医療、福祉、居住
環境まで多岐に渡りますが、被災者の方が必要とするものはそれぞれ違います。本当に人間ら
しく生きるためには何が必要でしょうか。
　極寒の雨漏りする家で暮らせますか？
　草が生えてくる家で安心して眠れますか？
　暮らしは肉体、精神ともに直接大きな影響を与えます。
　周囲に話せる相手がいなかったらどうしますか？
　重病の時に自分だけだったらどうしますか？
　仮設住宅のような外部と孤立しがちな環境ではコミュニティの場が絶たれ、時に孤独死が発
生します。コミュニティ作りとその維持が必要とされ、地域的な結びつきは自立の助けとなり
ます。
　私たちの活動や一緒に過ごした時間が少しでも住民の方の支えとなり、震災で傷を受けなが
らも前を向いて生活できるよう、以下を団体理念として掲げています。
　その「人」「地域」「暮らし」に焦点を当てた「人間主役のボランティア」であること、そし
て住民の方の「今日を生ききる力になること」。「人」「地域」「暮らし」上記3点は、本当に人
間らしく生きるために必要なことなのです。

活動場所
宮城県気仙沼市面瀬中学校仮設住宅

代表者
手塚文裕（法学部2年）

所属メンバー
宮崎汐里（文学部4年）、喜久里彩芳（法学部4年）、一寸木睦（経済学部4年）、林栞奈（法
学部3年）、大和田茉穂（法学部3年）、松澤瞭（法学部2年）、加藤誉士（商学部2年）、志賀
未希（文学部1年）、塚田かえで（文学部1年）、佐藤宏樹（法学部1年）

活動先・協力先
日本ホスピス・在宅ケア研究会
特定非営利活動法人阪神高齢者・障害者支援ネットワーク　前理事長　黒田裕子氏
面瀬中学校仮設住宅自治会　尾形修也会長
※2014年度は、電通育英会の助成を受けています。

夏の活動
８月14日〜８月20日　6人
８月26日〜９月2日　7人
内容：集会所でのお茶会、語らい、住宅訪問、本棚作り

冬の活動
12月13日〜12月14日　2人
12月20日　2人
内容：神戸市でのフィールドワーク調査（阪神淡路大震災の教訓を学ぶ）
ヒアリング先：被災地NPO恊働センター　村井雅清氏
支援先：宗教法人信行寺「絆基金」の助成

４．学生団体の活動

住民の方と将棋で交流
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12月21日　5人
内容：黒田裕子氏を偲ぶ会への参加（神戸市）
支援先：宗教法人信行寺「絆基金」

12月26日〜2015年1月5日　5人
内容：集会所でのお茶会、語らい、住宅訪問、年越しイベントの補助

春の活動
3月7日〜3月12日　6人
内容：集会所でのお茶会、語らい、住宅訪問

学習会
前期　①団体理念の勉強会
　　　　回数：20回
　　　　内容： 先輩方の作った団体理念は初動期の活動に基づいて作られていたため、活動を

引き継いだ代にその概念や背景が伝わりきれていなかった。そこで、文献の読
み合いを行ったり卒業生から話を聞いたりすることで、今の団体の活動理念が
作られた背景を現役のメンバーの間で共有し、自分たちの活動の客観的な意味
づけを行った。

　　　②1年生のための勉強会
　　　　回数：5回
　　　　内容： 夏に初めて活動に参加する1年生に向けて、事前学習を行った。第1〜4回は

気仙沼の文化・産業と震災当時の様子について1年生に自ら調べてきてもらい、
発表会を行った。仮設住宅で住民の方々と語らいをするときに、少しでも前提
知識があった方が会話しやすいと思い、実施した。第5回は、上級生から1年
生に、ボランティア活動を行う上で気を付けてほしいことを伝えた。上から目
線にならないように、押しつけのボランティアにならないよう常に相手のニー
ズを探りながら活動することなどを伝えた。以上の勉強会を行い、夏の活動に
備えた。

後期　団体理念の勉強会（1年）
　　　　回数：８回
　　　　内容： 夏の活動を終えた1年生に、自分たちが現地で行ってきた活動の意味づけを

行ってもらうために実施した。主に前期に行った理念の勉強会と同じ文献を使
用し、団体の理念が生まれた背景を上級生も交えたディスカッションを通して
学んでもらった。

今年の活動を振り返って：松澤瞭（法学部２年　副代表）
「抱えていた問題と変化」
　私の抱えていた課題は、震災から3年経過したことによって生じた仮設住宅における変化に
ついてどのように対応して活動するべきかというものでした。今年度は夏に2回のみ、かつ、
前回から1年空いての参加となってしまいましたが、その分仮設におけるコミュニティの変化
を強く感じました。
　その変化のうちの1つ目としては、仮設から出られる方が増えている反面、仮設でできたコ
ミュニティが壊れつつあるということが挙げられます。この問題については、我々を指導して
くださっている日ホスの方々も前々から懸念していましたが、今年度の活動でその傾向を実感
いたしました。原因としては、住宅再建をされて仮設から出られた方の心境として、仮設を訪
ねると未だ仮設で暮らしている方々に悪いなという気持ちがあり、それが仮設の方々と出られ

１．東北ボランティア
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た方々の意思疎通を抑制していることがあります。この傾向を打開する策といたしましては、
集会場等における仮設に住んでいる方々と出られた方々を巻き込んだ企画の実施と、我々ボラ
ンティアが出られた方々の家に赴き意思疎通を図るということ等が挙げられます。しかしこの
まま出られる方の数が増えていくと、企画開催の情報を伝達したり、全ての家に赴いたりする
ことが困難になってしまうという課題があります。今回の活動では、南部神楽が集会所で行わ
れるということから、その宣伝のために仮設を出られた方々のお宅を訪問することができまし
た。その中には集会所まで足を運んでくださる方々もいらっしゃいましたが、やはり仮設の方々
との距離は縮まりにくいようでした。
　変化のうちの2つ目としては、仮設の住民の方々の我々に対する接し方の距離が縮まったと
いうことです。この変化は、我々と住民の方々の心境が時の経過によって変わってきたという
ことも理由の一つとしてありますが、何より、はまらいんやという団体が活動を継続してきた
成果なのではないかと思います。我々が行う活動は継続が大事と先輩方や日ホスの方々からよ
く教えていただきましたが、その教えを実体験から学び取ることができて本当に良かったです。

「現地との関わり方と今後の課題」
　自分が現地との関わり方で意識したのは、学生であり男である自分ならではのコミュニケー
ションの取り方でした。実際に、男性の方々と将棋をしたり、ご夫婦の朝のお散歩に同行した
り等することで、場合によっては会話による以上の信頼関係の構築ができたように思えます。
　最後に我々はまらいんやが抱えるもっとも大きな課題は、仮設住宅終了後の活動をどのよう
に展開していくかです。これまでは、日ホスの方々の下で活動していましたが、終了後も日ホ
スについていくのか、それともこれまで学んだことを生かしつつ独立して活動を行っていくの
かを決断する時が迫っています。

この一年間で学んだ事：志賀未希（文学部１年）
　今回初めて活動に参加してみて、私は継続をすることの重要性を肌で感じ、実際に活動する
ことの大切さを学ぶことができた。
　初めての活動でとても印象に残っていることは、先輩が住民の方に「おかえり」と声をかけ
られたことだった。それは何度も繰り返しその方々と接し、良い時間を過ごせたと思われてい
ないとかけられない言葉であり、先輩方の活動が住民の方の中に根付いていると感じる出来事
だった。長期的にその方とかかわることによってその方をより理解し、その人に合った支援を
することができる。また活動を継続することは、住民の方に「震災のことを忘れていませんよ」
と暗に伝えることにもなる。活動を継続することは住民の方のために大切だと強く感じた。
　また最近では東北の様子があまり放映されなくなり、今の東北はどうなっているのか、復興
はどうなっているのか、どのような支援が必要とされているのかということは実際に東北へ行
き、活動してみないとわからない。直接住民の方のニーズを受け、それに合う支援をしなけれ
ばならないのだ。そして仮設住宅では、行政との関わりや高齢者と若い世代との関わりなど様々
な学びのきっかけがある。自分の興味や学問分野に関係することについて仮設住宅できっかけ
を拾い、今後の活動や学習に活かすことは実際に活動をしてこそできることだと考える。
　自分の中で変化したことについては、常に仮設住宅、東北のことを考えるようになったこと
があげられる。それはニュースや新聞を読んでいるときはもちろんのこと、大学の講義を受け
ているときでも当てはまる。その講義が東北とどのように関連しているのか、また自分の活動
にどのように活かせるのかなど考える
ようになった。実際に心理学の授業で
は傾聴やトラウマについての話題があ
り、活動に活かせるものがあった。今
後も私の専門分野である社会情報学と
も関連付けて活動をしたいと考えてい
る。

集合写真 ミーティングの様子

４．学生団体の活動
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団体の紹介：面瀬学習支援
理念
学校とも家庭とも違う子どもたちのための場を開く。
　子どもたちにとって私たち大学生は、教師とも家族友達とも違う、気仙沼では普段かかわる
ことのない存在です。そんな私たちの立場を生かし、震災を経験した子どもたちのくつろぎの
場、学びの場、成長の場を創ることを目指します。
未来の面瀬・気仙沼の担い手として子どもたちを育む。
　私たちが関わる子どもたちは、自分が育った地域を愛し、たとえそこを離れても震災を経験
した地域を思って働きかけるような、面瀬・気仙沼の担い手となるような存在です。子どもた
ちが故郷で震災の悲しみを超えるような楽しい思い出を作り、魅力を知り、考え、思いを持つ
お手伝いをします。
　震災から4年が経ち、東北の状況は変わり、子どもたちの周りの環境や自身の様子も変化し、
多様化しています。震災の捉え方も子どもによって変わってきています。それに伴い、私たち
がすべきことも変わってゆきます。しかし、震災を経験した地域にとって、子どもたちが希望
の存在であることは今までも、そしてこれからも変わりません。私たちは2つの理念をもとに、
その時々の子どもたちに合わせた活動を考え、行っていきます。

活動場所
宮城県気仙沼市面瀬地区

代表者
板垣圭（文学部2年）

所属メンバー
市川洋司（文学部4年）、宮崎汐里（文学部4年）、橋本樹（文学部4年）、澤木良將（文学部
4年）、豊嶋契（経済学部4年）、高島正暉（総合政策学部3年）、蘆田奈緒（文学部2年）、呉
一駿（文学部2年）、大塚麻里（文学部2年）、小林香菜子（文学部2年）、安達麦穂（文学部
2年）、田中結衣（文学部1年）、阿久津悠司（文学部1年）、松本紗季（法学部1年）、森美紗
子（法学部1年）、齋藤啓市（経済学部1年）

活動先・協力先
気仙沼市面瀬小学校　上沢三区自治会
※住友商事　東日本再生ユースチャレンジ・プログラムの助成を受けています。

夏の活動
８月18日〜８月23日　15人
内容：学習指導、「昔の面瀬にタイムスリップ（鯨塚の紙芝居、周辺探検）」、
　　　竹を使った水鉄砲づくり、昔豆腐・冷やし中華づくり

冬の活動
12月23日〜12月27日　15人
内容：学習指導、はっと汁つくり

春の活動
3月24日〜3月27日　14人
内容：学習指導、「面瀬川ピクニックへ行こう！」

１．東北ボランティア
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事前調査
6月6日〜８日　９人
内容：夏季ボランティア活動の事前調査
ヒアリング先：気仙沼市議会議員　今川悟さん
　　　　　　　元面瀬小校長　長田勝一さん
　　　　　　　藤田正人さん
　　　　　　　小野寺憲雄さん

12月5日〜7日　８人
内容：冬季ボランティア活動の事前調査
ヒアリング先：面瀬小学校　大森誠志教頭、村上克弥教務主任
　　　　　　　気仙沼西高校　小山和美先生（家庭科）
　　　　　　　気仙沼高校　佐藤海人さん（高校1年生）
　　　　　　　「気仙沼あそびーばーの会」　鈴木美和子氏
支援先：日本財団学生ボランティアセンター（Gakuvo）

学習会
前期　回数：2回
　　　内容：夏の活動の材料集め、事前調査に向けた勉強会では、地区の歴史・地理を学んだ。

後期　回数：3回
　　　内容： 団体の理念の見直し、学習指導のあり方、事前調査に向けた事前勉強では、ヒア

リングする内容のまとめをしたり、ヒアリング先の情報を得たりした。

今年の活動を振り返って：板垣圭（文学部２年　代表）
　今年度の活動を振り返るにあたって、ひとつタイトルをつけてまとめていきたい。私の中で
の今年度の活動は「変化」と題する。団体に参加したのは昨年度の夏。大学学部生1年生の私
は、初めての被災地に戸惑いながらも、何とか上級生についていき活動していた。夏・冬・春
と活動し今年度を迎え、ここで1つ目の変化が訪れた。「環境の変化」である。団体を作り上
げた上級生が4年生となり就活・院試があるため、こちらの活動を中心に置く事ができなくなっ
てしまった。そこで団体の引き継ぎが行われ、私は団体の代表を任されることになった。
　私は団体の代表となり、2つ目の変化である「自分の中の変化」が訪れた。まず大きくある
のは責任感を持つようになった事だ。まだまだ至らない点が多いが、自分が率先して動かなけ
ればいけないと思えるようになり、学内での活動やシンポジウムなどにも積極的に参加するよ
うになった。またリーダーとして大切な資質である観察力を意識し、現地の子どもたちの様子、
復興の様子を考えて見るようになり、以前の自分より話し合いで多くの意見を発言する事もで
きるようになった。しかし、団体の顔となり責任感が強くなる中、自分の足りない所も見えて
くるようになった。それは例えば、団体のマネジメント力や議論のファシリテート力など、自
分の勉強不足な部分が多くある。
　当時やればやるほど課題が出てきて悩むこともあったが、やっていなければ成長できなかっ
たと今では思う。そして今後も一つ一つクリアにしていき、さらにステップアップしなければ
ならないと考えている。来年度も「変化」のある年にしたい。

この一年間で学んだ事：阿久津悠司（文学部１年）
「東北を身近に感じた１年」
　私がこの1年、東北支援団体に入って一番大きく変化したことは、東北を身近に感じるよう
になったことです。それまでは東日本大震災の被害の大きさ、それが今なお爪跡を残している
ことを分かっていても実感が持てず、どこか自分の日常とはかけ離れていることと思ってしま

４．学生団体の活動
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うところもありました。それは東北を知る情報源が、当時報道で見ていた記憶や、現在時折テ
レビや新聞で特集される映像や画像・文章によるものであり、当時の記憶は薄れ、文章だけで
は想像が働かず、映像・画像があったとしてもそれは東北の姿の一部にしかすぎなかったため
だと思われます。しかし学生団体に入り、実際に気仙沼に行き、かさ上げ工事中の街並みや、
かつては家々があった地域、巨大で無機質な防潮堤、点在する慰霊碑を見て、震災が奪ったも
のの大きさ、復興はまだ始まったばかりであることを実感しました。そのとき見た景色は、潮
のにおいや風の冷たさと結びついて今でも鮮明に覚えています。また、気仙沼の方々から行政、
教育、産業、漁業など様々な分野に関する現状のお話をいただき、過疎や格差、産業衰退の問
題は東北の問題だけでなく、国全体の行政のあり方を考える問題なのだということを感じまし
た。現地の方々の体験や思いの込められた話は、強く記憶に刻まれ、考えさせられました。
　しかし実際に現地と関わり身近に感じたのは問題意識だけではありません。気仙沼の海と山
が調和した風土を知り、そこに暮らす方々と交流を持ったことで、気仙沼を好きになり、その
地域、そこの方々のために活動したいという思いを持つようになりました。特に面瀬学習支援
は小学生を対象にしているので、震災によって様々な状況におかれ、様々な思いを持った子ど
もたちが、課題を抱えながらも復興に向かっていく町の中でどのように成長していくか、継続
して見守っていきたいと思うようになりました。
　実際に東北へ行ったことで、身近に問題意識を感じ、漠然とした義務感からではなく自ら東
北支援をしたいと思うようになったこと。それが面瀬学習支援に入り、成長したことだと思い
ます。

子どもたちと遊ぶ 水鉄砲づくり

水鉄砲づくり 宿題のお手伝い

たくさんの子どもたちが来てくれます

宿題のお手伝い

１．東北ボランティア
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団体の紹介：チーム次元
理念

「聞く・見る」「考える」「伝える」
　私たちの活動は、定期的に現地へ足を運ぶことで、そこからの声を自分たちの耳で聞くこと
ができ、震災当時から今日までの歩みを自分たちの目で追うことができます。
　時間の経過につれて、現地のニーズも変化していきますが、その中で私たちができることを

「考える」のは想像以上に容易なことではありません。しかし私たちは活動を通して大島の現
状に向き合い、常に「考える」ことに努め、人との繋がりを大切にしています。
　現地から離れた東京という地で私たちメンバーにできること、それは現地の現状やそこから
の声を「伝える」ことであると考えます。震災から4年経った今、日常生活から震災の記憶が
だんだんと薄れつつある中で、私たちに与えられた伝える場を活かして、これからも気仙沼を
伝えていきたいと思います。

活動場所
宮城県気仙沼市大島、鹿折唐桑地区

代表者
佐藤公美（経済学部2年）

所属メンバー
安原元樹（総合政策学部4年）、鈴木貴士（総合政策学部4年）、河西彩（総合政策学部4年）、
上城紗葉子（総合政策学部4年）、須藤怜（総合政策学部4年）、角田千紗（法学部3年）中村
実央（文学部3年）、梅林彩美（総合政策学部3年）、重里昴江（経済学部2年）、松本萌（総
合政策学部2年）

活動先・協力先
漁師　小松俊浩氏、気仙沼復幸マルシェ　塩田賢一氏、
大島公民館長　小野寺樹一郎氏

春の活動
6月13日〜6月16日　4人
6月20日〜6月23日　９人
内容：復幸マルシェ移転の手伝い（気仙沼市鹿折地区）、漁業支援（大島）

夏の活動
８月15日〜８月19日　7人
８月22日〜８月26日　5人
８月29日〜９月2日　4人
内容：復幸マルシェ移転の手伝い（気仙沼市鹿折地区）、漁業支援（大島）

秋の活動
10月17日〜10月20日　4人
内容：漁業支援、仮設住宅訪問

春の活動
2月5日〜2月９日　6人
内容：フットボール場設置の手伝い（気仙沼市鹿折唐桑地区）、仮設住宅訪問（大島）

４．学生団体の活動

大学祭でホルモン鍋を販売
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都内での活動
11月1、2日　延べ８人　
場所：中央大学多摩キャンパス　白門祭
内容：気仙沼ホルモン鍋の販売

学習会
前期　回数：週に1度、毎週木曜日
　　　内容：活動内容（クール設置日程、助成金の使用用途等）に関するミーティング

後期　回数：週に1度、毎週木曜日
　　　内容：活動内容（クール設置日程、助成金の使用用途等）に関するミーティング

今年の活動を振り返って：佐藤公美（経済学部２年　代表）
　今年度の始めに代表として就任し活動を行ってきたが、今まで代表の職に就いたこともなく
就任直後は何をしたらいいのかわからずとても不安だった。その上、被災直後を知る団体創立
時のメンバーが卒業することや、何度も現地経験のあるメンバーが脱退したことで残ったメン
バーだけで行えるのかというのもこれからの活動が昨年度と同様に行えるのかという点におい
ても不安だった。代表という責任のある職で、何かしなければという思いだけが先走り空回り
してしまっていた部分も多くあり、活動をしたくないと思うこともあった。自分1人で何もかも
をしなければいけないという思いが強くなってしまっていたが、創立時のメンバーやボランティ
アセンターの職員の方々、新規メンバーが私をサポートしてくれたこと、現地の方々が活動を
するたびに温かく迎えてくれたことで今年度は今の私には十分な活動ができたと思う。また今
年度から気仙沼大島だけでなく気仙沼市内の鹿折唐桑地区復幸マルシェという新しい作業場所
と関わることにもなり、新しいつながりを自分で切り開いていくことで自信にもつながった。
　現地での活動の面だけでなく東京にいる間の活動としても、ボランティアセンター主催のイ
ベント等で人前に出て自分たちの活動を紹介することが多く、プレゼンテーション能力も昨年
度よりもあがったと思う。書類や、助成金など資金面においても、一般的な大学生が経験しな
いような事を経験することができ、多方面でスキルアップができていると感じる。これからの
大学生活、チーム次元で得た経験を多くのことに活かしていきたい。

この一年間で学んだ事：松本萌（総合政策学部２年）
　私が被災地復興支援団体「チーム次元」に入ったのは、2年生の夏ごろでした。1年生のこ
ろから参加者として活動をしておりましたが、先輩方の引退を機に同級生のメンバーをサポー
トしていきたいという思いが強くなり、正式にメンバーとして加わることになりました。
　チームに加わってみたことで、参加者とはまったく違う視点で被災地ボランティアの現状を
知ることができました。震災直後は大勢の大学生や社会人たちが足を運んだ被災地ですが、今
では多くの団体が活動を休止しておりチーム次元でもメンバーが3人しかいないという現実の
中で、だんだんと震災が風化していることを実感しました。その一方で復興へ向けて試行錯誤
しながら邁進する現地の人たちの姿も目の当たりにしました。
　いま、目に見える作業、たとえば瓦礫撤去などいわゆる「被災地支援」は終了し、多くの団
体が活動から撤退している状況です。しかし、地面から瓦礫が取り払われ、被災者だった人た
ちが前に進んでいこうとする今だからこそ被災地に寄り添い、そのお手伝いをしていくことの
重要性を感じずにはいられません。
　これからの被災地とも心をともにし、復興のために何ができるのかを考えるのが私たちの役
割であり、それがチーム次元の理念としている「支援が途切れても途切れない人とのつながり」
を守っていくことなのかなと感じます。
　現在、活動はメンバーの減少とともに大幅に縮小していますが、今後も先輩方から受け継い
だこの理念を大切に守っていこうと思いました。

１．東北ボランティア

漁業支援の様子
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ボランティアセンター学生スタッフ　チーム女川
理念
復興の歩みの一歩先を見つめ、女川の人たちの声に寄り添いともに歩む
　私たち「チーム女川」が活動をするうえで大切にしていることは、女川町を実際に訪れ、町
民の方のお話を伺うということです。現地の方々との対話の中からニーズを見つけ出し、意識
することで町民の方々の手助けとなるような活動につなげています。また、私たちの活動は女
川の現状や魅力を伝えることを主な目的としています。そのために実際に現地の方々とお話し
することから町についての理解を深め、より魅力的な女川を発信することにつなげています。
私たちが学んでいること、生活の場を基盤に、個性を活かした活動を行う
　女川町での活動だけでなく東京でも活動を行い、女川の魅力を多くの人に発信しています。
また、個々のメンバーが興味を持っていることや、大学の授業を通して得たことを活動の中で
活かすことを心がけています。女川の方たちと関わる中でメンバーそれぞれの興味・関心・学
びの分野の視点から女川町のニーズを踏まえて一人一人が活動の提案をして、団体全員で考え
ながら活動に取り組んでいます。

活動場所
宮城県牡鹿郡女川町

代表者
黒川涼香（法学部2年）

所属メンバー
稲吉華那（理工学部2年）、矢本貴俊（理工学部4年）、佐藤広基（法学部2年）、久保田亜希（文
学部3年）、窪田大悟（法学部2年）、中村亮士（商学部2年）、越智つぐみ（文学部2年）、楠
貴裕（法学部1年）

活動先・協力先
女川町のみなさま、女川町観光協会、女川向学館、東北応援団白金支部

春の活動（新入生対象被災地スタディーツアー）
5月23日〜5月25日　5人（新入生23名）
活動内容：新入生を対象としたスタディーツアーの実施

春の活動（被災地スタディーツアー）
2015年2月14日〜2月17日　7人（公募者6名）
活動内容： 学内生を対象としたスタディーツアーの実施、5月実施「新入生対象被災地スタ

ディーツアー」企画に向けてのチーム作り及び現地視察
支 援 先：日本財団学生ボランティアセンター（Gakuvo）

都内での活動
7月27日、８月2日、3日　延べ22人
場所：四の橋商店街納涼祭
内容：調理、販売の手伝い

８月17日、23日、24日　延べ18人
場所：麻布十番商店街納涼祭
内容：調理、販売の手伝い 新入生スタディーツアー集合写真

４．学生団体の活動
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10月11日、12日　延べ11人
場所：みなと区民まつり2014
内容：調理、販売の手伝い

11月1日、2日　延べ18人
場所：中央大学多摩キャンパス　白門祭
内容：女川汁（さんまのすり身汁）の販売

事前調査
12月5日〜7日　7人
内容：春季ボランティア企画の事前調査、まちカフェでの活動報告
ヒアリング先：阿部喜英氏（有限会社　梅丸新聞店　代表取締役）
　　　　　　　島貫洋子氏（きぼうのかね商店街内　婦人服の店ダイシン＆かふぇさくら店主）
　　　　　　　藤中郁生氏（女川桜守りの会）
支援先：日本財団学生ボランティアセンター（Gakuvo）

学習会
前期　回数：5回
　　　内容： 女川中学校の教諭から、学校防災の重要性について学びました。新しく参加した

ばかりのメンバーがほとんどであったため、今後の活動に向け知識の不十分さを
痛感し、外部の方から被災地の課題を伺う学習会を開きました。

後期　回数：5回
　　　内容： 前期の学習会、活動で得た知識を女川で生かすために、傾聴について学ぶ講座を

はじめ現地の方との関わりを意識した学習会を行いました。また、復興に関わっ
ている方、大学教授にご協力いただき、防災やまちづくりといったそれぞれの専
攻に関係する学習会を開きました。

今年の活動を振り返って：稲吉華那（理工学部２年　副代表）
　チーム女川は2013年11月から黒川さんと私の2人で活動を始めました。
　女川に向けた支援活動を行いたい思いはあるものの、3年が経とうとしている中、2人で何
をすればよいのか、何ができるのか暗中模索の日々でした。
　悩んだ末に今の女川を中大生に知ってもらいたいと考え、現地の方から「あの日」のお話を
伺う女川町スタディーツアーを企画しました。しかし、他の学生団体のように住民に向けた支
援が必要ではないだろうかと悩みはつきませんでした。
　悩みながらも3月に引き続き5月の新入生スタディーツアー、夏休みには麻布十番祭り等で
の女川の物産品販売、11月には白門祭で女川の郷土料理「秋刀魚のつみれ汁」の販売などで、
女川の「いま」を発信しました。ツアーの参加者、お祭りのお客さんと交流する中で私たちの
活動が3.11、被災地のことを思い出すきっかけとなっていることに気付きました。
　女川の方からお話を伺う活動を続けてきた結果、これまで伺ったお話をアーカイブ化し、3.11
の体験を多くの人と共有し、次の災害の備えにするという活動を始めました。2014年12月には、
これまで女川について関東で情報を発信してきた私たちが、今度は女川で関東での活動につい
て発表する場をいただきました。
　また、メンバーが９人まで増え、お互いに学び合いながら活動を続けることができています。
副代表として代表とともに明るく積極的に活動できるチームを目指してきました。様々な方と
の係わり合いのなかで、笑顔で会話することがコミュニケーションで最も大切なことだと学び
ました。現地の方から「チーム女川はいつも楽しそうに活動しているね」とおっしゃっていた
だいたことは私たちの誇りです。

１．東北ボランティア
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　今は昨年感じていた不安はありません。震災から4年が経ち復興が進む中、女川から求めら
れる支援、私たちができる活動の内容は変わっているのだと強く感じています。これからも女
川の現状に合った活動方法を現地に通う中で見つけていきたいです。

この一年間で学んだ事：楠貴裕（法学部１年）
　私はチーム女川の活動を通して学んだことは人に配慮することの大切さだと思っています。
チーム女川では女川町で実際に自分の目で見て、現地の方々からお話を聞くという活動を行っ
ています。お話を聞く際にも失礼がないようにするのはもちろんのこと、思い返すのが辛いで
あろう被災当時の体験を思い出して話してくださる現地の方々の負担ができるだけ少なくなる
ように、傾聴講座に参加して相手が話しやすい聞き方のコツなどを学びました。
　また、人と接する際にも笑顔で明るく活動を行うことが重要であり礼儀でもあるのですが、
私は活動を始めた当初は人と接するのが苦手で初めて会う人とも明るく接することがうまくで
きていませんでした。お祭りに参加して女川町の商品を販売するお手伝いをする際にも、最初
は売り込む声も小さく、明るく活動できているとはいえないものでした。しかし、参加回数を
重ねるうちに初対面のお客様と接することにもだんだんと慣れてゆき、先輩たちの活動してい
る様を見て参考にしていくことや女川町の方々との交流を深めていくうちに、少しずつ明るく
活動することができるようになりました。
　私たちのボランティア活動は多くの人たちに支えられて続けていくことができています。そ
のことはほかの多くの団体でも一緒だと思います。なのでその人たちに感謝することと同時に
嫌な思いにさせないことは、その人たちとつながり続けていくうえで注意していかなければい
けないことであり、ボランティア活動を行う上での大前提なのだと実感することができました。

きぼうのかね商店街にて昼食

情報交流館にて震災時のお話女川まち活にて活動報告

勉強会の様子

４．学生団体の活動
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２．学内ボランティア

１．クリーン作戦　春

実　施　日：6月21日（土）10時〜12時
場　　　所：多摩キャンパス周辺
参　加　者：18人（中大生11、職員4、明星大学生3）
内　　　容：キャンパス周辺のゴミ拾い活動
主　　　催：中央大学ボランティアセンター

〈参加者の声〉
•場所によって、捨てられているゴミの種類が違っていた。
•はじめて参加したが、とても楽しかった。また次回も参加したい。
•地域の役に立てて良かった。継続的に活動することが必要だと思った。
• 清掃をした路を戻ると、ゴミがポイ捨てされていて悲しくなった。ゴミを捨てさせない環境

づくりが大切だと思った。

〈活動の様子〉

活動前に自己紹介とルート確認 活動の様子

落ち葉の下にガムの包み紙を発見 集合写真

２．学内ボランティア
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２．クリーン作戦　秋

2．クリーン作戦　秋

実　施　日：11月22日（土）９時30分〜11時30分
場　　　所：多摩キャンパス周辺
参　加　者：27人（中大生16、職員８、明星大学生3）
内　　　容：キャンパス周辺のゴミ拾い活動
主　　　催：中央大学ボランティアセンター

〈参加者の声〉
• さほどゴミが落ちていないだろうと思っていたが、いざ活動してみると、空き缶などがゴミ

袋いっぱいにたまり、その様には驚かされました。「自分たちでこんなにキレイに出来た！」
という達成感を得られ、嬉しかった。

• 「ゴミが落ちていない」環境作りをするために私たちができることは何なのかを考えながら、
これからもこの活動を続けていきたいと思った。

〈活動の様子〉

集合写真

草むらの中に大量のゴミが捨てられていました 落ち葉の下にタバコの吸い殻を発見

配水管の中に空き缶を発見
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３．クリーン作戦ミニッツ 
～昼休み30分間のゴミ拾い活動～

　「クリーン作戦」に参加した学生から、「もっと定期的にゴミ拾い活動をしたい」という声が
あがり、今年から昼休みの30分間を活用して、「クリーン作戦ミニッツ」がはじまりました。

中心メンバー：松本修（文学部4年）、清水響（法学部2年）、岩本華奈（文学部2年）

実　施　日 参加学生数

第1回 4月15日 4人

第2回 4月23日 3人

第3回 5月7日 3人

第4回 6月4日 4人

第5回 10月20日 5人

第6回 11月10日 2人

〈活動の様子〉

30分間でたくさんゴミが集まりました ゴミが落ちていないか探しています

２．学内ボランティア
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３．地域連携

１．2014だいすきひの市民フェア

実　施　日：10月19日（日）10時〜15時
場　　　所：日野市市民の森ふれあいホール
参　加　者：延べ21人（前日準備：学生3、職員2　当日：学生14、職員2）
概　　　要： 日野市内の消費者活動団体、市民活動団体、自治会、交流センター等の紹介、交

流イベント等の場
活 動 内 容：中央大学ボランティアセンターとして参加（ブース出展）
　　　　　　被災地支援ボランティアのパネル展示と、来場者への展示説明、活動紹介
　　　　　　運営の手伝い（会場案内、イベント補助等）

〈活動の様子〉

前日準備の様子 来場者へボランティアセンターの紹介 夏のボランティア活動を伝えました

東北ボランティアについて発信しました

地域の方と交流しました 日野VC・明星大VCと一緒に集合写真

１．2014だいすきひの市民フェア
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2．ひらやま減災ウォークラリー 
～めざせ！ぼうさいリーダー～

実　施　日：11月15日（土）９時〜15時
場　　　所：日野市立平山小学校　
内　　　容： 防災や平山の文化・歴史に関するクイズ、防災アトラクションを体験し、シール

を集めながらゴールへ向かうウォークラリー。「大学生と地域との協働」で多摩
地域の防災・減災について考える内容。

　　　　　　 （防災クイズ、文化・歴史クイズ、伝言ゲーム、ジャッキアップ体験、車いす体験、
持ち出し品なぁに？、水消化器体験、炊き出し、紙食器作り等）

　　　　　　※炊き出しは、平山2丁目自治会の皆さまにご協力いただきました。
参加対象者：平山小学校児童、保護者等
人　　　数：約180人（運営側約110人、参加者約70人）
運　　　営： ひらやま減災ウォークラリー実行委員会（中大生・明星大生・東京薬科大生等で

構成）
主　　　催：明星大学　減災プロジェクト　Fine
共　　　催：中央大学ボランティアセンター、日野市社会福祉協議会
協　　　力： 日野市立平山小学校、日野市、日野市基幹型ひらやま児童館、日野警察書、日野

消防署、明星大学ボランティアセンター、日野市立平山小学校学校運営協議会
　　　　　　※電通育英会の助成を受けています

〈活動の様子〉

受付 車イス体験

持ち出し品なぁに？ゲーム ウォークラリーに出発！チェックポイントのクイズに挑戦

３．地域連携
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２．ひらやま減災ウォークラリー～めざせ！ぼうさいリーダー～

問題解けたかな〜？ クイズに正解し、シールをゲット！

無事にゴール！ 水消化器体験

紙食器つくり 地域の方々にご協力いただき炊き出し！

紙食器を使ってアルファ米と豚汁を美味しくいただきました 集合写真
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３．地域での防災講座：大学生と地域で防災力UP 
「災害図上訓練DIG（Disaster Imagination Game）」

実　施　日：８月30日（土）10時〜12時
場　　　所：平山季重ふれあい館3階大ホール
参　加　者：約75人
講　　　師：災害救援ボランティア推進委員会　宮崎賢哉氏
内　　　容： 平山地域の拡大地図を使用し、地域の基本情報、災害想定、公共施設等を書き込

みながら、参加者と一緒に町の防災について考える。
主　　　催：中央大学ボランティアセンター
共　　　催：日野市ボランティアセンター、明星大学ボランティアセンター

〈講座の様子〉

地域の方と学生が一緒に考えながら講座を行いました

３．地域連携
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４．地域での防災講座：大学生と地域で防災力UP「避難所運営ゲームHUG」

４．地域での防災講座：大学生と地域で防災力UP 
「避難所運営ゲームHUG（Hinanjyo Unei Game）」

実　施　日：11月10日（月）18時〜20時30分
場　　　所：日野市立平山小学校
参　加　者：約65人
講　　　師：災害救援ボランティア推進委員会　宮崎賢哉氏
内　　　容： 避難所（学校）を想定した平面図を使い、避難者の情報や避難所で起こりえる状

況がかかれたカードを読み上げ、参加者同士で議論をしながら適切にカードを配
置していき、運営方法について考える。

主　　　催：中央大学ボランティアセンター
共　　　催：日野市ボランティアセンター、明星大学ボランティアセンター

〈講座の様子〉

講師：宮崎賢哉氏

地域の方と学生が一緒に考えながら講座を行いました
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４．地域と学生のコーディネート
　ボランティアセンターではコーディネーターが、ボランティアをしたい学生、学生ボランティ
アを求めている地域の団体などのコーディネートを行っています。特に、地域の情報は、八王
子市社会福祉協議会の八王子市ボランティアセンターと日野市社会福祉協議会の日野市ボラン
ティアセンターとの協力を得て行われています。

１．地域から（八王子市・日野市・多摩市）

　ボランティアセンターができたことで、八王子市や日野市から「中央大学の学生の力を貸し
てほしい！」という声が届くようになりました。相談があったときは、ボランティア掲示板へ
のチラシの掲示やボランティアをしたい学生が登録しているメーリングリストに情報を流し、
呼びかけています。

《2014年度実績》
No 募集内容 月日 募集 応募

1 ひの煉瓦ホール　チャリティコンサートボランティア 4月27日 若干名 4人

2 「ひの新選組まつり」当日イベントスタッフ 5月10日〜11日 2人 1人

3 みんなの遊・友ランドボランティア 6月８日 若干名 2人

4 日野療護園　花火大会ボランティア ８月7日 若干名 5人

5 南平六丁目田中自治会　炊き出し訓練 ９月28日 若干名 1人

6 日野療護園　ふれあい秋まつりボランティア 10月11日 若干名 0人

7 田無特別支援学校　宿泊移動教室引率ボランティア 10月８日〜９日 6人 0人

８ 日野市　みんなといっしょの運動会　準備、競技補助ボランティア 10月5日 若干名 4人

９ 日野市少年学級　運動会ボランティア 10月12日 10人 0人

10 だいすきひの市民活動フェア前日スタッフ 10月18日 若干名 3人

11 だいすきひの市民活動フェア当日スタッフ 10月19日 若干名 13人

12 夢ふうせんバザー前々日ボランティア 10月24日 若干名 2人

13 夢ふうせんバザー当日ボランティア 10月26日 若干名 2人

14 日野市　「第3回イザ！カエルキャラバン！」防災イベント 11月29日 若干名 2人

15 歳末たすけあいバザー 12月7日 若干名 0人

16 少年学級クリスマス会 12月14日 若干名 0人

17 せいせき桜まつり　KAOアートボランティア 2015年4月5日 多数 2人

18 デイサービスいずみの森（東豊田）クリスマス演奏ボランティア 12月24、25日 個人or団体 0人

19 多摩市　第6回　ボランティアまつり　イベント補助 1月24日 若干名 0人

20 日野市少年学級　工作例会ボランティア 2月８日 10人 0人

４．地域と学生のコーディネート
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2．学生から

　既存の学内サークルからの「地域でボランティアをしたい」という相談があった場合、日野
市ボランティアセンターや八王子市ボランティアセンターへ問い合わせし活動先を探します。
　また、団体運営に悩んでいるサークルの相談にも応じています。

〈活動風景（日野市 みんなといっしょの運動会より）〉

会場の様子 玉入れ合戦

車椅子補助 集合写真





報 告 編
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５．学内での活動報告

１．ボランティア活動写真展

実　施　日：10月21日（火）〜28日（火）
　　　　　　22日（水）〜24日（金）の昼休みに、夏季ボランティア報告会を同会場で実施。
場　　　所：多摩キャンパス　中央図書館1階
参 加 団 体： 被災地支援学生団体、チーム女川、復興大学災害ボランティアステーション主催・

復興支援インターン参加者、クリーン作戦
主　　　催：中央大学ボランティアセンター
備　　　考： 10月26日（日）ホームカミングデーにて、来場者への説明を実施。来場者数は約

100人

〈アンケートより一部抜粋（アンケート回収：54枚）〉
• 人の表情、関わり、動きが分かる写真と丁寧な文章の説明の組み合わせが良かったです。見

に来る人の数が大事なのではなく、来た人に意欲や情熱が伝わり、伝染することに意義があ
ると思うので、たとえ大規模でなくても続けてください。 （教員）

• 写真が多く雰囲気、臨場感が良く伝わってきました。地域の方の立場に立った活動を通して
全国に関心を持てる人たちがいることを伝えていってください。それが被災者の方々の活力
になると思います。頑張ってください。 （職員）

• 根気よく取り組まれますように期待しています。ご苦労を次への糧にしてください。
 （卒業生）
• 伝えたいという思いが詰まった写真がたくさんあり、どの地域がどんな様子か少しでも知る

ことができて良かったです。継続して活動していることが大切だということを改めて知るこ
とができたので、感謝しています。 （文学部・4年）

〈写真展・報告会の様子〉

チーム女川 はまらいんや 面瀬学習支援

チーム次元 復興支援インターン はまぎくのつぼみ

５．学内での活動報告
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2．父母懇談会・キャンパスライフ体験会 
「ボランティア報告」

実　施　日：11月８日（土）11時〜12時、13時30分〜14時30分
場　　　所：多摩キャンパス　1406会議室
テ　ー　マ：「被災地ボランティアとわたし」
内　　　容：ターン1：どんな活動内容か（パワーポイントを使用しての報告）
　　　　　　ターン2：なぜボランティアを始めようと思ったのか
　　　　　　ターン3：実際に活動を続ける中で何を得ていると思うか
登　壇　者：コーディネーター：松本真理子
　　　　　　報告学生：午前：志賀未希（はまらいんや・文学部1年）
　　　　　　　　　　　　　　田中結衣（面瀬学習支援・文学部1年）
　　　　　　　　　　　　　　松本萌（チーム次元・総合政策学部2年）
　　　　　　　　　　　　　　久保田亜希（チーム女川・文学部3年）
　　　　　　　　　　　午後：吉田沙織（はまぎくのつぼみ・法学部1年）
　　　　　　　　　　　　　　手塚文裕（はまらいんや・法学部2年）
　　　　　　　　　　　　　　松本紗季（面瀬学習支援・法学部1年）
　　　　　　　　　　　　　　佐藤公美（チーム次元・経済学部2年）
　　　　　　　　　　　　　　楠貴裕（チーム女川・法学部1年）
来　場　者：延べ約25人

〈アンケートより一部抜粋〉
• 今まで学生団体がどのような活動をしているのか、詳しく知る機会があまりなかったので、

とてもよかった。特に、同じ学生として、何を感じて何を得ているのか、どのような思いで
活動をしているのかということが興味深かった。活動を行う中で、将来へとつなげる学生が
多いことに改めて気づきました。 （中大生）

• 学生生活は自由な時間が多いと思いますが、そこをボランティアにあて、社会貢献を目指す
志について敬意を表します。授業を聞く態度やこの勉強は何に役立てていくのか等を考える
様になったという話を頼もしく感じました。今後、社会に出たときに実践力、現場力として
大きな力になると思います。 （保護者）

• 学生のうちに色々な経験をされていて偉いと思います。学生さんたちの志しが凄いです。皆
さん実際に足を運び活動していて、素晴らしいと感激いたしました。 （保護者）

• 中央大学に限らず、「大学生が学習支援を被災地で行っている」ということは、新聞やＴＶ
で見聞きしていましたが、冊子で生の声を読んで、学生が街づくりについての勉強や全戸訪
問して生の声をきく、などの社会人ではなかなかできない貴重な役割を担っているのだとい
うことがわかりました。 （保護者）

２．父母懇談会・キャンパスライフ体験会「ボランティア報告」
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はまらいんや・志賀未希 面瀬学習支援・田中結衣

〈報告の様子〉

チーム次元・松本萌

チーム女川・久保田亜希 はまらいんや・手塚文裕 面瀬学習支援・松本紗季

チーム次元・佐藤公美 チーム女川・楠貴裕 はまぎくのつぼみ・吉田沙織

５．学内での活動報告



─ 55 ─

報

告

編

６．学外での活動報告

１．中央大学杉並高等学校での報告

実　施　日：2015年2月14日（土）12時〜13時
場　　　所：中央大学杉並高等学校　パソコン教室
報　告　者：「はまらいんや」手塚文裕（法学部2年）、加藤誉士（商学部2年）
　　　　　　「チーム次元」佐藤公美（経済学部2年）、重里昴江（経済学部2年）
参 加 生 徒：37人（3年生25、2年生12）
内　　　容： 2015年3月12日〜14日に陸前高田市、気仙沼市大島でボランティア活動を行う高

校生有志を対象に、大学生から現地の様子や初めてボランティアを行う際の注意
点などをレクチャーした。

〈報告の風景〉

１．中央大学杉並高等学校での報告

報告の様子（手塚さん） 報告の様子（加藤さん）

報告の様子（佐藤さん） 質問に応答（重里さん）

会場の様子 熱心に話を聞く高校生
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６．学外での活動報告

2．東北学院大学シンポジウムでの報告

名　　　称：大学間連携災害ボランティアシンポジウム
　　　　　　「復興状況の変化と学生ボランティアの役割」
実　施　日：2014年12月12日（金）、13日（土）※学生の報告は13日（土）９時30分〜11時40分
会　　　場：東北学院大学土樋キャンパス　８号館5階押川記念ホール
主　　　催：東北学院大学
共　　　催：復興大学災害ボランティアステーション
　　　　　　大学間連携災害ボランティアネットワーク
　　　　　　復興庁宮城復興局
　　　　　　東北学院大学災害ボランティアステーション
後　　　援：防災からまちづくりを考える実行委員会
テ　ー　マ：「全国の大学生の取り組み」
報 告 学 生： 2014年夏季・大学間連携災害ボランティアネットワーク主催企画「石巻・女川復

興支援インターン活動」参加学生
　　　　　　田村恒介（経済学部3年）、黒川涼香（法学部2年）
学生交通費支援先：中央大学学員会

報告の様子（黒川さん） 報告の様子（田村さん）

パネルディスカッションの様子 会場の様子
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３．東日本大震災被災地支援大学生ボランティア活動報告パネル展

３．東日本大震災被災地支援大学生ボランティア活動
報告パネル展

実　施　日：2015年3月5日（木）〜11日（水）
　　　　　　※ 3月８日（日）13:30〜15:30　イオンホールにて、大学生活動報告会、地域防

災力UPイベント「HUG」を実施
場　　　所：イオンモール多摩平の森　3階エスカレーター脇
　　　　　　（日野市多摩平　JR豊田駅北口より徒歩3分）
参 加 団 体： 明星大学減災プロジェクトＦｉｎｅ、虹色の薔薇の会、明星大学ボランティアセ

ンター学生有志、中央大学ボランティアセンター、中央大学ボランティアセンター
「チーム女川」、中央大学被災地支援学生団体、復興支援インターンプロジェクト、
実践女子大学東日本大震災岩手県宮古市支援プロジェクト、東京薬科大学ボラン
ディア団体ＩＶＯＬＥＡ、日野市ボランティア・センター

　　　　　　計1,512人（ 3/5・182人、3/6・175人、3/7・373人、3/８・278人、3/ 
９・130人、3/10・177人、3/11・197人）

　　　　　　※3/８（日）防災イベント…約20人、
　　　　　　　3/11（水）チャリティーコンサート…約300人

〈パネル展来場者の声（一部抜粋）〉
• 感激しました。来て良かった。若い人が頑張っているなんて知らなかった、ありがとう。

（70代女性）
•3月８日の報告会に行くよ、頑張って。 （OB）
•応援しています。地域としても大学生の活動は心強いので、これからも頑張ってください。

（平山減災ウォークラリーに参加した保護者）
•勉強も忙しいのに頑張っている。実際に生で見ようとするのは偉いね。 （60代男性）

〈特記事項〉
• 被災地支援活動を実際にしている方、実際に現地に行き活動をしたことがある方に多くお越

しいただき、学生と長時間話したり、握手を交わす様子が見られた。
•募金箱は置かないのか、大学生を支援するにはどうしたら良いか、という声があった。
•OB、OGの方から声を掛けていただく事が多かった。
•東北に住んでいた方、実際に被災に遭われた方からお話を頂けた。
•地域防災に関心の高い自治会の方、高校教員、大学教職員の方に多くお越しいただいた。
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〈アンケート集計結果（３/８イベントの際に実施）〉
•東日本大震災被災地支援大学生ボランティア活動報告パネル展
　日程：2015年3月5日（木）〜3月11日（水）

•大学生活動報告会／地域防災力UPイベント／五小避難所運営マニュアル発表
　日程：2015年3月８日（日）13:30〜15:30

　場所：イオン多摩平の森店

〈所属〉
項目 回答数

一般
日野市 ８

日野市外 0
大学生 1

大学関係者 1

〈イベントを知ったきっかけ〉
項目 回答数
新聞 1

テレビ −
チラシ 3

ホームページ −
ポスター 1
口コミ 4
その他 2 館内アナウンス／家族
未記入 1

【１】本日の感想をお願いします。
•とても良かった。あとイベントとして、産地の物産とか募金があれば良かった。
• 日野市のいろんな地区で行うという希望が見えて来て、社協から各自治体に呼び掛けをして

ほしいと思いました。
• 大学生が継続した支援をされているのに感心しました。違う大学が一緒に発表の場をもつの

もいいですね。
• 震災から4年が経ち、風化を強く感じます。このような機会がこの時期にあるのはとても大

切だと感じました。活動の報告、とても心に残りました。HUGは、人とコミュニケーショ
ンをするにも、運営を考える上でも、とても良いゲームだと思いました。

•興味深く見せていただきました。
•大変よかった。
•避難所の配置の大変さが良くわかり、今後、勉強しようと思いました。
• 今までは講師の話を聞くのがほとんどだったが、今回は防災ゲーム「避難所運営ゲーム」体

験に参加したのは意義があった。
• カードゲームにびっくり。こんな学びがあったのを初めて知った。小中学校でもやってみた

ら良いと思った。五小の話も聞けて良かった。

６．学外での活動報告
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【２】３階エスカレーター脇のパネル展示の評価をお願いします。（10段階中）
評価 回答数 理　由
1 0 −
2 0 −
3 0 −
4 0 −
5 0 −

6 1 小さくて老眼には少し見にくく、会場ももっと広い方が良い。作品には感
動した

7 2 PRしてほしい／場所的に落ち着かない。写真、文字とももう少し大きく
したい

８ 2 よく見ていないので、帰りに再度見ます
９ 0 −
10 0 −

未 5 活動してるんだなあと実感しました／帰りに見て帰ります／まだ観ていま
せん／帰りがけに見ていきます

評価平均：7.2/10

【３】大学生への応援メッセージをお願いします！
•とにかく頑張ってほしい！
•自由にがんばれるのは今のうちです。学生のうちにがんばってください。
• 被災された方が大学生になり、他の地域からの方と一緒に支援をされているのですね。そう

いう現実があることを知り、とても頼もしく思いました。学生であることを生かしてできる
こと、学生にしかできないことをぜひがんばってください！本日はありがとうございました。

• 本日の活動報告会は、同じ大学生として影響を受けたし、ボランティア、被災地支援につい
て考えさせられた貴重な時間でした。貴重なお話をありがとうございました。頑張ってくだ
さい！

•頑張りに感謝！
• 女川町の事例のように、若い人の意見を中心に実施していくことが重要。60才以上は意見で

なく、調整役になっており復興が早い。
•ボランティア活動は大変だと思いますが、がんばって下さい。
• 今住んでいる所の自治会は高齢者が多く、若い人が少ない。大学生が市が主催するいろんな

場で活動し、ボランティアに力を入れているので有りがたい。災害時活躍してもらうと思う。
•大変な中に行動をされて立派だと思う。私なんて泣くだけ。
• 年度によって学生さんは代わると思いますが、細く長く続けられる様地元民は願っていると

思います。授業では得られない経験をいっぱいして下さい。勉強もがんばってね。

３．東日本大震災被災地支援大学生ボランティア活動報告パネル展



─ 60 ─

展示物 来場者の方へ活動の紹介 写真の説明

窪田大悟さん（左）黒川涼香さん（右） 地域の方々と大学生でHUGを実施

集合写真

〈３/８イベントの様子〉報告者：チーム女川　黒川涼香（法・2）窪田大悟（法・2）

６．学外での活動報告

〈活動風景〉
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〈展示企画：チーム次元〉

４．国連防災世界会議での報告

４．国連防災世界会議での報告

名　　　称：第3回国連防災世界会議
開 催 期 間：2015年3月14日（土）〜18日（水）※学生の報告は18日（水）
開 催 場 所：仙台市
参加フォーラム：「復興支援インターン」に関するシンポジウム
　　　　　　〜東日本大震災からの復興に向けた学生・地域・行政の協働について〜
　　　　　：3月18日（水）TKPガーデンシティ仙台　ホールB
　　　　　：主催　復興大学災害ボランティアステーション
報 告 学 生：2014年度夏季、春季「女川復興支援インターン活動」参加学生
　　　　　　黒川涼香（法学部2年）
備　　　考：FLP崎坂香屋子ゼミにて学生団体「チーム次元」が展示企画に参加

〈シンポジウムでの報告〉

報告学生　黒川涼香さん 報告の様子

展示の前で来場者の方と撮影 パネル展示の説明





学 び 編
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７．シンポジウム

１．ボランティアセンター設立１周年記念シンポジウム
「学生だって地域の力～災害支援から日常の支え合いへ、 
学生ボランティアの力とわがまちの防災力UP～」

実　施　日：6月14日（土）13時〜16時30分
会　　　場：多摩キャンパス　９号館クレセントホール
参　加　者：約100人
内　　　容：第一部　基調講演　13:10〜14:50
　　　　　　テーマ：「これまでの災害から考える、事前復興という街づくり」
　　　　　　講師：山中茂樹氏（関西学院大学　災害復興制度研究所）
　　　　　　第二部　パネルディスカッション　15:00〜16:20
　　　　　　テーマ： 「災害支援から日常の支え合いへ、学生ボランティアの力とわがまちの

防災力UP」
　　　　　　コーディネーター：中澤秀雄氏（法学部教授・学生部ボランティア担当委員）
　　　　　　パネリスト：渡戸一郎氏（明星大学人文学部教授・前ボランティアセンター長）
　　　　　　　　　　　　八王子市社会福祉協議会　西田佳子氏
　　　　　　　　　　　　日野市社会福祉協議会　宮崎雅也氏
　　　　　　　　　　　　中央大学法学部法律学科2年　手塚文裕さん

（被災地支援学生団体「はまらいんや」代表）
　　　　　　　　　　　　明星大学教育学部教育学科3年　齋藤元気さん

（ボランティア団体「明星大学　減災プロジェクト　Fine」代表）
　　　　　　特別映像出演：日野市立平山小学校　五十嵐俊子校長
主　　　催：中央大学ボランティアセンター
共　　　催：明星大学ボランティアセンター
協　　　力：八王子市社会福祉協議会、日野市社会福祉協議会

〈アンケート結果　（一部抜粋）〉

〈第一部　基調講演の感想〉
• 教授が強調しておられた市民の力について、個々の事例を検討していく上で、被災地の人々

が望む真の復興にはそれが重要な意義を持っているということに気付くことができました。
自分の「復興」という言葉のとらえ方が広がりました。

• 「事前復興」という考え方を初めて教わりました。自分の中で曖昧だったものが、一つの体

７．シンポジウム

1．学生（回収：2）
2．教職員（4）
3．一般（42）
4．その他（7）
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系化を示されて、すっきりしました。また最後の方で、「事前復興の役割」として具体的な
プロセスも示していただき、助かりました。自分の地域を守っていくために、合意を形成し
ていく一歩を踏み出せればいいと思います。

〈第二部　パネルディスカッションの感想〉
• 私と同じ年代の方々がどういった活動をどのような経緯で行っているかを知ることができ、

勉強になりました。震災の被害を風化させないためにも、継続した交流、震災から学んだ教
訓をいかし、防災への意識を高めることが大切だと思いました。

• 若い人たちが積極的に学生ボランティアとして活動していること、心強く思いました。頼り
にしています。若い力は地域にとってとても貴重です。

〈シンポジウムの様子〉

明星大・中大の学生スタッフの皆さん 会場のパネル展示 福原学長の挨拶

第一部　山中先生によるご講演 会場の様子 第二部　コーディネーター中澤教授

本学法学部2年手塚さん 明星大教育学部3年齋藤さん 日野市社会福祉協議会　宮崎氏

八王子市社会福祉協議会　西田氏 明星大学　渡戸教授 平山学生部長

１．ボランティアセンター設立１周年記念シンポジウム
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８．スキルアップ講座

１．防災講座「DIG」

実　施　日：6月19日（木）
会　　　場：多摩キャンパス　5教室
参　加　者：19人（学生13、教員1、職員2、社協3）
講　　　師：災害救援ボランティア推進委員会　宮崎賢哉氏
主　　　催：中央大学ボランティアセンター
協　　　力：学生団体「はまぎくのつぼみ」

〈企画学生の声　　「はまぎくのつぼみ」佐藤耕太（法学部２年）〉
　たまたまテレビのある番組でDIGが行われているのを見て、私はふとDIGをやってみたいと
思った。DIGとはDisaster（災害）Imagination（想像）Game（ゲーム）の頭文字をとった、
二次災害を想像する能力を高めるための災害図上訓練である。ボランティア活動をしている学
生たちはみんな、対象者のことを第一に考えて日々励んでいると思う。でも自分の身や自分の
周りにいる人たちの身を守ることをつい忘れてしまっているのではないか。そこで自分自身の
防災意識を高める機会として、DIG講習会は最適であると感じた。
　講習会を終えて思うことは、やはりDIGをやってみてよかったということである。参加者全
員が、災害発生後起こり得る二次災害や避難場所として使える施設などについて、頭を抱えな
がらも必死に考えていた。DIGは簡単ではないが、こうやって培った二次災害を想像する能力
が、将来自分や自分の仲間を助けると思う。講習中は参加者に笑顔が見られる場面もあった。
今回は限られた短い時間の中での講習会だったが、その中でお互いに協力し合うことができた。
震災時も初対面の人同士が、限られた時間の中でどれだけお互いに協力することができるかが、
ものをいうのではないか。私の個人的な感想としては、近隣地域の社会福祉協議会の方々と交
流させていただいたことも有意義であった。講習中には、学生では思いつかないような意見を
拝聴することができ、とても新鮮だった。今後も定期的にDIGを開催して、もっと多くの方々
に参加していただきたいと考えている。そして地域全体の防災意識を高めていきたい。最後に、
今回講師を務めてくださった防災専門家の宮崎賢哉さんに御礼申し上げたい。

〈講座の様子〉

二次災害が起こり得る場所を書き込んでいます 意見を出し合い、協力しながら避難ルートを考えます

８．スキルアップ講座
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2．講座「ボランティアマナー講座」

実　施　日：6月20日（金）16時40分〜18時10分
会　　　場：多摩キャンパス　6501教室
参　加　者：学生7人　
内　　　容： 受講者がマナーは「相手への思い遣り」であることを理解し、大学生らしいマナー

を考える契機とする内容。
　　　　　　1．マナーについて「相手への思い遣り」
　　　　　　2．大学生らしいマナーとは
　　　　　　3．マナーの基本「笑顔、姿勢、清潔」
　　　　　　4．言葉遣い
　　　　　　5．文書「電話、メール、FAX」
主　　　催：中央大学ボランティアセンター

〈講座の様子〉

講座の様子 講座の様子

いい笑顔といい姿勢を練習 対応に悩んだエピソードを共有

２．講座「ボランティアマナー講座」
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３．講演会「災害リーダー育成勉強会～大川小から学
ぶ防災教育～」

実　施　日：6月30日（月）
会　　　場：多摩キャンパス　3252教室
参　加　者：21人（学生15、教職員等6）
内　　　容： 大川小学校での震災後から今日までの話、前任校の女川中学校での俳句づくりを

通じて気づいた生徒たちの心の変化、女川町での、1000年後の命を守るための「命
の石碑」の話、学校での防災訓練についての取り組みなどから、防災教育に視点
を当てて講演いただき、学生たちが多摩地域での防災学習に生かすことを目的と
する内容。

講　　　師：東松島市立矢本第二中学校防災担当主幹教諭　佐藤敏郎氏
主　　　催：中央大学ボランティアセンター

〈参加者の声〉
• 大川小学校の震災当時の状況を聞き、意志決定の遅れ、意思統一がされなかったなど、様々

な要因が重なって起きてしまったことだと改めて分かりました。大川小学校のことは、より
多くの人に事実を知って貰い、深く考えて欲しいと思います。

• 初めて震災当時のお話を聞き、とても心に刺さるものがありました。自分の日頃の防災に対
する意識が甘いことも改めて感じました。８月に宮城県にボランティア活動に訪れるので、
学びの多い活動にしたいです。

〈講演会の様子〉

講師：佐藤敏郎氏 熱心に学ぶ学生たち

８．スキルアップ講座
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４．防災講座「クロスロード」

実　施　日：８月８日（金）10時〜12時
会　　　場：多摩キャンパス　6408教室
参　加　者：12人（学生10、職員2）
内　　　容： 学生が平時から防災について積極的に考え、取り組むヒントとなるような、実技

体験、ゲーム、演習等による講座を行うことにより、広く学生の防災意識の普及
啓発と、災害時の安全確保に寄与することを目的とする内容。

講　　　師：災害救援ボランティア推進委員会　宮崎賢哉氏　
主　　　催：中央大学ボランティアセンター
協　　　力：被災地支援学生団体
　　　　　　※電通育英会より一部助成をいただいております

〈参加者の声〉
• 現実の、今の自分とは違う立場を想像し、判断することの難しさ、ジレンマを感じた。また、

同じ問題に対して市民側、行政側それぞれの立場に立って議論をしてみたいとも思った。
 （文学部1年）
• お互いの意見をしっかりと話し合えることは、防災に限らずコミュニケーション能力の向上

にも有意義だと思った。 （法学部2年）

〈講演会の様子〉

講師：宮崎賢哉氏 カードを使って意見を出し合います

参加者同士で意見の共有、検討を行います

４．防災講座「クロスロード」
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５．講座「傾聴講座」

実　施　日：11月22日（土）13時〜16時
会　　　場：多摩キャンパス　学生部委員会室
参　加　者：８人（学生5、職員3）
内　　　容： 学生が、今後のボランティア活動における高齢者施設や仮設住宅等での傾聴ボラ

ンティアや、幅広い年代の方々とコミュニケーションを円滑に取る際などに生か
すことを目的とする内容。

講　　　師：NPO法人パートナーシップアンドリスニングアソシエーション代表
　　　　　　後庵正治氏
主　　　催：中央大学ボランティアセンター

〈参加者の声〉
• ロールプレイの中で、私自身が聞き手のときに「ペンを触って焦っているのがうかがえる」「表

情やリアクションが少ない」という指摘を受けた。以前にも言われたことがあることだった
ので、多かれ少なかれ意識はしているつもりであったが、改めて気づくことができて良かっ
た。これからも練習を重ねていきたいと思う。 （商学部2年）

• 「相手（話し手）が主役であるということは、決断や選択をすることも、悩みや不安から立
ち上がるのも相手次第だ」という事が、講義の中で特に心に残っている。改めて文字にして
みると当たり前のことのように思えるが、どこかで「私があの時、相手に対してああできな
かったせいだ」と思いがちであったことを振り返ると「誠実さを持って相手と接することし
か自分にはできない、後の事は相手自身が決めることだ」という先生の言葉はとても印象に
残り、それと理解した上で“傾聴”に取り組みたいと感じた。気仙沼では傾聴モードになって、
違うパーソナリティーの人を受け入れられても、日常生活ではどんな小さな違いでも受け入
れることを拒む癖があるので、「パーソナリティーの人をどれだけ受け入れられるかで、傾
聴の違いが分かる」という先生の言葉を受け、多くのことを自分のものにできる様にトレー
ニングしたい。 （文学部4年）

〈講座の様子〉

講師：後庵正治氏

ロールプレイの様子 集合写真

８．スキルアップ講座
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６．講座「団体運営・引き継ぎのためのラーニングセッ
ション」

実　施　日：12月4日（木）18:15〜19:45
　　　　　　　　９日（火）16:40〜18:10、18:15〜19:45
　　　　　　　　11日（木）18:15〜19:45
会　　　場：多摩キャンパス　7402教室
参　加　者：被災地支援学生団体所属学生　延べ約23人　
内　　　容： 被災地支援学生団体で活動している学生が、現地での活動におけるマナーや活動

内容の振り返り、学生自身やチームとしての弱みや強みの認識、問題意識の再確
認を行うことで、今後、学生団体が次の世代へうまく引き継ぐことを目的とした
内容。

　　　　　　 シチュエーション・ラーニング（インタビューに基づき、実際に起きた課題の状
況を把握し、個人をモデルし、他者の体験を追体験すること）を教材として使用
して実施。

　　　　　　1．被災地ボランティアその価値
　　　　　　2．次世代への継承
　　　　　　3．乱さない配慮
　　　　　　4．まとめ
講　　　師：株式会社ラーニングイニシアティブ　浅野高光氏
主　　　催：中央大学ボランティアセンター

〈参加者の声〉
•次の世代に引き継ぐ事の必要性や何を念頭に置き、引き継ぐべきかを理解した。
•活動の目的を明確化する必要があると感じた。
• 活動を理論的に理由付けしなくても、もっと単純に考えて行動することで価値が生まれてく

ることを学んだ。
• 今までは活動について考えるとき、現地の人の言葉を手がかりとしていたが、「なぜ」を現

地の状況から追いかけていくことも大切なのだと改めて気がついた。今後、代替わりをする
にあたって、活動について話し合い、今までの想いを後輩にきちんと伝えられるよう、講座
で学んだ事を活用していきたい。

〈講座の様子〉

講師：浅野高光氏 講座の様子 講座の様子

６．講座「団体運営・引き継ぎのためのラーニングセッション」
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７．講座「災害ボランティア入門」

実　施　日：12月18日（木）18時〜21時10分
会　　　場：後楽園キャンパス　6409教室
参　加　者：7人（学生5、職員2）
内　　　容：1．東日本大震災とボランティア
　　　　　　　　災害の種類と防災、減災の基本知識
　　　　　　　　自分が被災したときのために
　　　　　　2．災害ボランティアの役割と種類
　　　　　　　　ボランティアに参加するときの心構え
　　　　　　　　被災地で注意すべきケガや病気
　　　　　　3．活動中のトラブルを想像するワークショップ
　　　　　　　　個人でできる将来の災害への備え
講　　　師：一般社団法人ピースボート災害ボランティアセンター
　　　　　　合田茂広氏、辛嶋友香里氏
主　　　催：中央大学ボランティアセンター
協　　　力：日本財団学生ボランティアセンター（Gakuvo）

〈参加者の声〉
• 個人でできる災害への日頃の備えや、災害支援ボランティアを行う際に、現地で注意すべき

事（ケガや病気になった際の対処法や、参加者としての心構えなど）について、改めて学ぶ
ことができた。

〈講座の様子〉

Gakuvo・瀧道子氏による団体の紹介

講師：ピースボート　合田茂広氏 講師：ピースボート　辛嶋友香里氏

熱心に受講する学生たち

８．スキルアップ講座
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８．講座「震災から学ぶ　まちづくり講座」

実　施　日：12月19日（金）18時〜19時30分
会　　　場：後楽園キャンパス　6413教室
参　加　者：８人（学生6、職員2）
内　　　容： 学生が被災地でのボランティア活動やスタディーツアーを通して実際に見た現地

の復興・復旧への取り組みを改めて深く学ぶ機会として、宮城県女川町を事例と
した内容。

　　　　　　1．都市計画は必要か
　　　　　　2．都市計画で何ができるか
　　　　　　3．都市計画事業のプロセス
　　　　　　4．住民参加のプロセス
講　　　師：ランドブレイン株式会社　石村壽浩氏
主　　　催：中央大学ボランティアセンター

〈講座の様子〉

講師：石村壽浩氏 熱心に話を聞く学生たち

８．講座「震災から学ぶ　まちづくり講座」
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９．講座「傾聴講座」 
～震災に遭った人のこころのケア～

実　施　日：2015年2月10日（火）13時20分〜15時
会　　　場：多摩キャンパス　学生部委員会室
参　加　者：11人（学生８、職員2、一般1）
講　　　師：山科満文学部教授
内　　　容： 3月11日が近づく中、現地でのボランティア活動にあたり、震災のころを思い出

す住民の方と話をする上で気をつけるべき傾聴の仕方や着目するべき相手の仕草
について。

協　　　力：学生団体「はまらいんや」

〈参加者の声〉
• 怒りの矛先を向けられるというのは、怒りの吐け口として必要な役割であること、地域の人

の前では話せない事も外から来る人には話すことができるケースがあると言うことがわかっ
た。 （文学部1年）

• 震災で傷ついた方のお話を聞くとき、励まさず相づちを打つことが大切と言うこと、また、
人の話を聞き、相手にしっかり聞いている、聞いた事を次に会ったときに「覚えているよ」
と伝えることも大切だと良く分かりました。 （法学部3年）

〈講座の様子〉

８．スキルアップ講座

講座の様子 発案者：「はまらいんや」所属　志賀さんからの感想
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９．表彰状受賞学生

（１）中央大学学生奨励賞
2013年度　中央大学学員会会長賞　社会等の分野　個人受賞　文学部・宮崎汐里
2014年度　中央大学学員会会長賞　社会等の分野　個人受賞　経済学部・重里昴江
2014年度　 中央大学学員会会長賞　社会等の分野　団体受賞　被災地支援学生団体ネットワー

ク「はまぎくのつぼみ」

（２）第９回宮古市社会福祉大会
社会福祉大会長賞　被災地支援学生団体ネットワーク「はまぎくのつぼみ」

（３）社会福祉法人日野市社会福祉協議会「第30回福祉のつどい」
表彰状受賞　法学部・森山智洋、法学部・手塚文裕（減災ウォークラリー実行委員会）

９．表彰状受章学生

第30回福祉のつどい
（左から）森山さん、齋藤元気さん（明星大学）、手塚さん、小林玄武さん（明星大学）

2014年度中央大学学生奨励賞
（左から）「はまぎくのつぼみ」田中知樹さん、佐藤耕太さん、「チーム次元」重里昴江さん
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10．ボランティアセンター 利用集計

ボランティアセンター相談者統計（人）
月 相談者 男 女 法 経 商 文 総 理 不 1 2 3 4 他 震災 教育 福祉 国際 構内 他

4月 73 23 50 24 11 ８ 17 1 1 12 52 6 ９ 2 4 35 10 7 2 3 15
5月 48 26 22 24 5 7 2 2 0 1 23 5 11 2 0 19 18 11 18 ９ 15
6月 69 32 37 27 7 4 7 3 0 ８ 15 22 ８ 1 4 22 7 2 5 0 20
7月 53 34 19 19 ９ ９ 10 0 0 1 20 16 10 3 1 20 5 2 6 0 24
８月 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0
９月 13 ９ 4 ８ 2 2 0 0 1 0 3 7 3 0 0 5 2 0 1 0 7
10月 22 12 10 10 3 2 3 1 0 3 10 4 3 2 3 5 1 4 6 0 ８
11月 29 10 19 ８ 4 3 3 0 0 6 6 6 6 0 6 ８ 7 3 0 0 ９
12月 13 4 ９ ８ 2 0 2 0 0 0 4 5 2 1 1 4 2 0 1 0 5
1月 16 10 6 5 4 1 2 1 0 3 5 ８ 0 0 1 7 0 0 0 0 6
2月 5 3 2 2 1 1 0 0 0 0 1 3 0 1 0 3 1 0 0 0 1
3月 4 1 3 3 0 0 1 0 0 0 2 1 0 1 0 2 0 0 0 0 2

合計 346 165 181 139 48 37 47 ８ 2 34 141 83 53 13 20 131 53 29 39 12 112

ボランティアセンタールーム利用記録
月 利用件数（件） 利用日数（日） 利用時間（分） 利用人数（人）

4月 27 17 2685 97
5月 43 19 3410 185
6月 30 16 2155 110
7月 12 9 1090 43
８月 4 4 190 8
９月 8 5 605 36
10月 15 10 1837 62
11月 18 12 1235 81
12月 19 13 1325 74
1月 5 4 350 16
2月 2 2 140 4
3月 8 8 975 32
合計 191 119 15997 748

月平均 15.9 9.9 1333 62.3

ボランティアセンタールーム本貸出記録
年度 冊数

2013年度 48冊
2014年度 118冊
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11．ボランティアセンターの取組記録
2014年４月１日〜2015年３月31日

日付 内容 場所 参加者等
4/1 ボランティアステーションから

「ボランティアセンター」へ呼称
変更

中央大学多摩キャンパス
6号館地下1階学生課内

学生課内のボランティア専門窓口

4/7〜８ 学生団体新歓ブース設置 多摩キャンパス 新入生勧誘
4/15〜17 学生団体新歓説明会 多摩キャンパス

6104教室
参加者合計　約80人

4/17，18 新入生被災地スタディーツアー
＠女川町事前説明会

学生スタッフによる説明会
17日　後楽園キャンパス
18日　多摩キャンパス

参加合計　約55人

4/15 第1回　クリーン作戦ミニッツ 多摩キャンパス周辺 参加学生4名
職員2名

4/22〜25 ボランティア活動写真展 写真展 主催：学生団体
4/23 第2回　クリーン作戦ミニッツ 多摩キャンパス周辺 参加学生3名

職員1名
5/7 第3回　クリーン作戦ミニッツ 多摩キャンパス周辺

事前勉強会
5/９ 被災地スタディーツアー事前勉強

会（1）
多摩キャンパス
6104教室

ボランティア入門
チーム女川、スタディーツアー参加者

5/16 被災地スタディーツアー事前勉強
会（2）

多摩キャンパス
6104教室

チーム女川、スタディーツアー参加者

5/23〜25 被災地スタディーツアー スタディーツアー
宮城県女川町

参加学生28名
（内、学生スタッフ5名）
引率職員2名

5/30 被災地スタディーツアー事後学習
会（1）

多摩キャンパス
6104教室

ワークショップ
チーム女川、スタディーツアー参加者

6/4 第4回　クリーン作戦ミニッツ 多摩キャンパス周辺 職員1名
学生4名

6/6 被災地スタディーツアー事後学習
会（2）

多摩キャンパス
6104教室

「ラジオ」DVD上映
チーム女川、スタディーツアー参加者

6/6〜８ 面瀬学習支援　現地視察 気仙沼市面瀬 代替わり後の現地視察
6/14 ボランティアセンター開設1周年

記念シンポジウム
「学生だって地域の力〜災害支援
から日常への支え合いへ、学生ボ
ランティアの力とわがまちの防災
力UP〜」

シンポジウム
多摩キャンパス９号館（クレセントホー
ル）
主催：中央大学ボランティアセンター
共催：明星大学ボランティアセンター
協力： 八王子市社会福祉協議会、日野

市社会福祉協議会
★電通育英会助成金

第一部　講演会
講師：山中茂樹氏（関西学院大教授）
第二部　パネルディスカッション
コーディネーター：中澤秀雄教授（法）
登壇者：渡戸一郎（明星大教授）
手塚文裕さん

（法・2　はまらいんや代表）
齋藤元気さん

（明星大　教・3　Fine代表）
日野社協・宮崎氏
八王子社協・西田氏
参加者　約100人

6/19 防災講座「DIG」 多摩キャンパス
5504教室
★電通育英会助成金使用

講師： 宮崎賢哉氏（災害救援ボランティ
ア推進委員会）

参加人数：20名
6/20 ボランティアマナー講座 多摩キャンパス

6501教室
講師：ボランティアセンター職員
参加人数：6名

6/21 クリーン作戦2014 多摩キャンパス周辺 中大生：11名
明星大生：3名
職員：2名

6/30 防災リーダー育成講座
「大川小の教訓から学ぶ、学校防
災について」

多摩キャンパス
3254教室
★電通育英会助成金使用

講師： 佐藤敏郎先生（東松島第二中学校
教諭）

参加人数：約20名
7/4 女川スタディーツアー報告会 多摩キャンパス

6104教室
有志による報告会

7/９ 平山法学部教授の授業でのプレゼ
ンテーション

多摩キャンパス 発表者：「はまらいんや」手塚文裕さん

7/９ 夏季ボランティア説明会 多摩キャンパス
6103教室

夏季ボランティア説明会
参加者：約60名

11．ボランティアセンターの取組記録
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日付 内容 場所 参加者等
7/９ NPOアスヘノキボウ　中村氏に

よる講演会
多摩キャンパス
6103教室

講師： NPO法人アスヘノキボウ　中村
志郎氏

参加人数：約15名
7/10 夏季ボランティア説明会（理工） 後楽園キャンパス

6413教室
参加者：約10名

7/12 2014年度学生団体　決起会 多摩キャンパス
6102教室

評価員： 学生部山ノ井事務長、石橋課長、
中澤法学部教授、日野社会福祉
協議会・宮崎氏

参加4団体
7/17 日野市立南平高等学校での防災講

座「HUG」
日野市南平高等学校 コーディネーター出講

7/22 関東6大学ボランティア連絡協議
会

多摩キャンパス
1409A会議室

参加者：5大学14名
幹事校：中央大学

８/4 夏季ボランティア　事前勉強会 多摩キャンパス
6408教室

参加者：夏ボラ参加者

８/5 夏季ボランティア　事前勉強会
（後楽園キャンパス）

後楽園キャンパス 参加者：夏ボラ参加者

８/5〜
８/7

2014年度災害救援ボランティア講
座

上級救命講習
多摩キャンパスCスクエア中ホール
立川防災館

災害救援ボランティア推進委員会
参加者：17名

８/８ 防災講座「防災ゲーム　クロス
ロード」

多摩キャンパス
6408教室
★電通育英会助成金

講師： 災害救援ボランティア推進委員会
　宮崎賢哉氏

参加者：12名
８/23 信行寺・還燈会でのボランティア

報告
春秋苑（生田） 学生：1名

職員：2名
８/30 大学生と地域で防災力UP

「災害図上訓練DIG」　
平山季重ふれあい館（日野市平山地区）
★電通育英会助成金

講師： 災害救援ボランティア推進委員会
　宮崎賢哉氏

参加者：74名
９/2〜
９/4

2014年度夏季ボランティア
ボラセン主催：防災学習ツアーバ
ス

夏季ボランティア
気仙沼市、女川町
南三陸志津川自然の家

参加学生：20名
引率教職員：3名

９/８〜
９/13

2014年度夏季ボランティア
大学連携間災害ネットワーク主
催：
石巻・女川復興支援インターン

夏季ボランティア
石巻市、女川町

参加学生6名（男3、女3）
引率職員：2名

８，９月 2014年度夏季ボランティア
学生団体
・はまらいんや
・面瀬学習支援
・チーム次元
・はまぎくのつぼみ

気仙沼市面瀬、大島、宮古市
★電通育英会助成金

各団体2〜3クール実施
参加：約45名

９/27 夏季ボランティア振り返り会
（学生団体）

多摩キャンパス 法学部・中澤教授による
「伝える力講座」を実施
学生：約15名

10/19 ひの市民活動フェア 日野市ふれあいの森ホール 参加学生　約15名
引率職員　2名

10/21〜28 ボランティア写真展・夏ボラ報告
会

多摩キャンパス中央図書館1階 夏ボラ参加者

10/26 ホームカミングデーでの活動紹介 多摩キャンパス中央図書館1階 来場者：約100名
10/26 夢ふうせんバザーでの物産展 日野市 有志教員、学生による活動（2013年度春

季インターンボランティア参加学生）
10/30〜
11/2

白門祭での出展
チーム次元、チーム女川

多摩キャンパス

11/８ 父母懇談会　キャンパスライフ体
験談でのボランティア報告

多摩キャンパス1号館 報告学生：９名
来場者合計：約40名

11/10 大学生と地域で防災力UP
「避難所運営ゲームHUG」

日野市平山小学校
★電通育英会助成金

講師： 災害救援ボランティア推進委員会
　宮崎賢哉氏

参加者：65名
11/15 大学生と地域で防災力UP

ひらやま減災ウォークラリー
〜めざせ！ぼうさいリーダー〜

日野市平山小学校、平山地域
★電通育英会助成金

主催： 減災ウォークラリー実行委員（学生）
共催： 中央大学ボランティアセンター、

明星大学ボランティアセンター、
日野市社会福祉協議会

参加者：約180名
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11/16 第９回宮古市社会福祉大会での授

賞式参加
学生団体「はまぎくのつぼみ」

岩手県宮古市 学生：1名
引率職員：1名

11/17 ボランティア報告会
夏ボラ・女川インターン

多摩キャンパス 有志による報告

11/17〜21 東北物産展
・「はまぎくのつぼみ」

多摩キャンパス
中央大学生協店舗

11/22 クリーン作戦2014 多摩キャンパス周辺 中大生：16名
明星生：3名
職員８名

11/22 ボランティア傾聴講座 多摩キャンパス
学生部委員会室

講師： NPOパートナーシップ　アンド
リスニング　アソシエーション　
代表　後庵正治氏

参加学生：7名
職員：3名

11/29 ボランティア情報交換会
（中大・明星大、専修大、上智大）

多摩キャンパス
学生部委員会

参加学生：約15名

12/5〜7 冬季ボランティア視察
学生団体「面瀬学習支援」

宮城県気仙沼市面瀬 学生：15名

12/5〜7 春季ボランティア視察
「チーム女川」

宮城県女川町 学生：7名
引率職員：1名

12/11 春季ボランティア説明会 多摩キャンパス
7101教室

参加：約30名

12/12,13 東北学院大学シンポジウム 東北学院大学土樋キャンパス 報告学生：2名
職員：2名

12/13〜14 冬季ボランティア視察
学生団体「はまらいんや」

宮城県気仙沼市面瀬
★電通育英会助成金

学生：2名

12/18 災害ボランティア入門講座 後楽園キャンパス 講師： 一般社団法人ピースボート災害ボ
ランティアセンタート

参加者：８名
12/19 震災から学ぶ「まちづくり講演会」 後楽園キャンパス 講師： ランドブレイン株式会社株式会社

　石村　壽浩氏
参加者：7名

12/20 NPO阪神高齢者・障害者支援ネッ
トワーク理事長・黒田裕子氏を偲
ぶ会出席
及び阪神淡路大震災の研修

神戸市 学生：5名（はまらいんや所属）
教員：1名
講師： 村井雅清氏（被災地NGO協働セ

ンター）
12/2，4，
９，11

学生団体引継ぎのためのラーニン
グセッション

（計6コマ実施）

多摩キャンパス 講師： 株式会社ラーニングイニシアティ
ブ　浅野高光氏

参加者：延べ45名
12月、
2015 年 1
月

2014年度冬季ボランティア
学生団体
・はまらいんや
・面瀬学習支援

宮城県気仙沼市面瀬地区
★電通育英会助成金

学生20名

1/８ 春季ボランティア
女川スタディーツアー説明会

後楽園キャンパス

1/９，14 春季ボランティア
女川スタディーツアー説明会

多摩キャンパス 参加者：約20人

1/16 春季ボランティア
復興支援インターン説明会

多摩キャンパス 参加者：約20人

2/6〜８ ボランタリーフォーラム2015 飯田橋 学生1、職員2
2/９ 春季ボランティア

事前勉強会
多摩キャンパス 講師： 浅野高光氏（（株）ラーニング・イ

ニシアティブ）
学生：30名

2/10 傾聴講座 多摩キャンパス 講師：山科満教授（文学部）
学生：８人

2/14〜17 春季ボランティア
女川スタディーツアー

宮城県女川町 学生13名、職員1名

2/16〜21 春季ボランティア
阿部長インターン

企業先：（株）阿部長商店 学生6名、教職員3名

2/22〜28 大学間連携ネットワーク
復興支援インターン

企業先： （株）岡清、（株）ワイケイ水産、
（株）ヤマホンベイフーズ

主催：復興大学
共催：復興庁
学生８名、教職員2名

11．ボランティアセンターの取組記録
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2/25〜27 第3回学生ボランティアと支援者

が集う全国研究交流集会
学生ボランティアフォーラム

国立オリンピック記念青少年総合セン
ター

学生1、職員1

3/3〜6 FOODEX　JAPAN2015
（阿部長商店出展）

幕張メッセ 阿部長インターン参加学生5、教職員3

3/5〜11 東日本大震災被災地支援大学生ボ
ランティア活動報告パネル展

イオンモール多摩平の森（日野市多摩
平）

参加団体：明星大学減災プロジェクトＦ
ｉｎｅ、虹色の薔薇の会、明星大学ボラ
ンティアセンター学生有志、中央大学ボ
ランティアセンター、中央大学ボラン
ティアセンター「チーム女川」、中央大
学被災地支援学生団体、復興支援イン
ターンプロジェクト、実践女子大学東日
本大震災岩手県宮古市支援プロジェク
ト、東京薬科大学ボランディア団体ＩＶ
ＯＬＥＡ、日野市ボランティア・センター
来場者：約1500人

3/7 社会福祉法人日野市社会福祉協議
会「第30回福祉のつどい」

日野市民会館ひの煉瓦ホール 減災ウォークラリー実行委員
中大生2人、明星大生2人受賞

3/８

3/11

ボランティア報告会
地域防災力UPイベント「避難所
運営ゲームHUG」
チャリティーコンサート内でのボ
ランティア報告

イオンモール多摩平の森（イオンホー
ル）

イオンモール多摩平の森（イオンホー
ル）

参加者：約20人

来場者：約300人

3/18 世界防災会議での学生報告 宮城県仙台市 報告学生1名
パネル展示：チーム次元

2月、
3月

2014年度春季ボランティア
学生団体
・はまらいんや
・面瀬学習支援
・チーム次元
・はまぎくのつぼみ（視察）

宮城県気仙沼市面瀬、大島、岩手県宮
古市

学生28人、引率職員1人

2015年3月31日現在
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12．協力・連携・助成金

（１）協力・連携
〈順不同・敬称略〉
　大学連携間災害ボランティアネットワーク（拠点校：東北学院大学）※2011年加盟
　明星大学ボランティアセンター
　日野市社会福祉協議会
　八王子市社会福祉協議会
　災害救援ボランティア推進委員会　宮崎賢哉
　NPO法人阪神高齢者・障害者支援ネットワ−ク理事長　黒田裕子（故人）
　NPO法人阪神高齢者・障害者支援ネットワ−ク所属の看護師の皆さん
　NPO法人日本ホスピス・在宅ケア研究会所属の看護師の皆さん
　気仙沼市議会議員　佐藤輝子
　気仙沼市議会議員　今川悟
　面瀬中学校仮設住宅自治会　尾形修也会長
　上沢三区自治会
　上沢三区自治会婦人部
　面瀬地区振興協議会
　面瀬地区まちづくり協議会長　藤田正人
　宮城県気仙沼西高等学校　小山和美　ボランティア部
　気仙沼あそびーばーの会
　気仙沼復興豆腐のマサキ食品　千葉淳也
　気仙沼高校　佐藤海人
　気仙沼高校　高橋誠子（元）教諭
　面瀬小学校元校長　長田勝一
　面瀬地区自治会長連絡協議会　佐藤正儀会長
　NPO法人NEO（なんでもエンジョイ面瀬クラブ）小池良光理事長
　面瀬地区下沢自治会　神谷和馬会長
　面瀬地区千岩田自治会　梶谷正常会長
　気仙沼市千岩田在住　小野寺憲雄・憲一
　気仙沼市千岩田在住　小野寺征貴
　面瀬地域ふれあいセンター　中井充夫館長
　気仙沼市反松公園仮設住宅
　気仙沼市気仙沼中学校住宅自治会
　気仙沼市気仙沼公園住宅自治会
　気仙沼市立面瀬小学校
　気仙沼市立面瀬中学校
　三陸新報社　小野寺英彦編集局長
　リアス・アーク美術館　山内宏泰学芸員
　本吉響高校　千田健一校長
　気仙沼市松岩　煙雲館
　宮古市社会福祉協議協会
　宮古市役所
　清寿荘在宅介護支援センター
　鍬ケ崎学童の家

12．協力・連携・助成金
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　みやこ災害FM　佐藤省次
　熱血！気仙塾　塾長　武蔵和敏
　気仙椿ドリームプロジェクト　佐藤武志
　社会福祉法人大洋会　青松館
　宗教法人信行寺　淺野弘毅
　中央大学学員会
　女川桜守りの会のみなさま、遠藤定治会長、藤中郁生
　女川町観光協会　遠藤琢磨、阿部真紀子
　いのちの石碑プロジェクト　阿部一彦
　小さな命の意味を考える会代表　佐藤敏郎
　女川町立女川中学校
　女川町教育委員会
　女川魚市場買受人協同組合
　女川さいがいFM
　きぼうのかね商店街のみなさま
　ダイシン／カフェさくら　島貫洋子
　小野寺茶舗　小野寺武則
　Cebolla　堂賀みつえ
　RIVER SON　川村辰徳
　金華楼　鈴木康仁
　認定NPO法人カタリバ　コラボ・スクール女川向学館
　トレーラーハウス宿泊村　EL FARO　佐々木里子
　株式会社髙政
　有限会社梅丸新聞店
　有限会社マルキチ阿部商店
　ワイケイ水産株式会社
　株式会社岡清
　株式会社ヤマホンベイフーズ
　東北復興応援団白金支部
　気仙沼復幸マルシェ　塩田賢一
　大島公民館長　小野寺樹一郎
　気仙沼大島　マルエ水産　小松俊浩
　気仙沼大島　旅館民宿のみなさま
　NPO法人相馬はらがま朝市クラブ理事長　髙橋永真
　宮城県志津川自然の家
　関西学院大学災害復興制度研究所　山中茂樹
　NPO法人P.L.A　後庵正治
　被災地NGO恊働センター　村井雅清代表
　東京ボランティア・市民活動センター
　岩手県奥州市役所　渡辺和也政策企画課長
　復興支援奥州ネット　大江昌嗣代表、浪越和彦副代表以下の皆さん
　岩手県奥州市　社会福祉法人福寿会
　株式会社フジミツ岩商
　株式会社阿部長商店
　株式会社八葉水産
　GANBAARE株式会社
　日野市役所
　日野市民活動団体連絡会
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　日野市立平山小学校
　社会福祉法人夢ふうせん
　日野市青少年委員の会

（２）協定
• 2014年3月12日「日本財団学生ボランティアセンター」との間で「学生ボランティア活動推

進」に関する協定の締結

（３）助成金
•公益財団法人 電通育英会　平成26年度「人材育成活動への助成事業」に採択
　プロジェクト名：「復興支援活動を通じた、地域防災リーダー育成プロジェクト」
　 被災地域での支援活動を継続しながら、災害の教訓を集めて整理し本学所在地域などに還元

するための「防災ゲーム」を開発する。その作成過程で学生の防災力及びリーダーシップを
高め、防災リーダーの育成を目指す。

　対象団体：被災地支援学生団体「はまらいんや」、「はまぎくのつぼみ」の活動

• 住友商事平成26年度「東日本再生ユースチャレンジ・プログラム」活動・研究助成Ａコース
に採択

　対象団体：被災地支援学生団体「面瀬学習支援」の活動

12．協力・連携・助成金
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13．メディア掲載

１．大学関係広報誌

中央大学の近況

本誌についてのご意見・ご感想は、以下までお寄せください。
	 FAX： 042-674-2959
	 E-mail：kinkyo@tamajs.chuo-u.ac.jp

2 0 1 4
v o l . 10

中央大学の社会連携と社会貢献に関する理念が確定しました／IR

グループの設置について／ラフマット・ゴーベル氏およびディルク・

エーラース氏への名誉博士学位の贈呈について／ボランティアセ

ンター設立から1年を迎えて／グローバル人材育成推進事業	◆

OECD	Student	Ambassador	活動中	！	◆J ICA と国際連携推進に

関する覚書を締結◆続々開講！学部主催の海外派遣プログラム／

　　　ハワイに海外拠点第 1号を設置

中央大学高等学校／中央大学杉並高等学校／中央大学附属中学

校・高等学校／中央大学附属横浜中学校・高等学校

アカウンティングスクール／ロースクール／ビジネススクール

2014年度入試結果について／学生募集に向けた取り組み／

　　　大学案内誌「CHUO	Concept」、各学部ガイドブック等の資料

を無料で配布

2013年度就職状況-就職決定率98.2％（前年度比1.2％アップ）／

OB・OG 交流会の実施

平成26年司法試験短答式試験／平成25年公認会計士試験／国家

公務員試験（経年比較、平成26年度総合職）／その他の試験

中央大学学長賞・学部長賞給付奨学金表彰式・交流会を開催しまし

た／2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会大学連携協

定締結式／第23回中央大学ホームカミングデー開催のお知らせ／

Chuo	Online／教養番組『知の回廊』ワイナリーツアーのお知らせ／

講義番組『学びの回廊』2014スタート／「GO	GLOBAL」多言語サイ

トを新設／経済援助給付奨学金（自然災害による被災者対象）への

ご支援のお願い／クレセント・アカデミーの公開講座／中央大学出

版部より刊行物のご案内

◆学員会2014年度の活動方針◆学員会支部設立について

◆2013年度		白門支援金◆「公益財団法人白門奨学会」に
ついて　支援・寄附のお願い

教員の研究成果【成果】／教員の研究成果【受賞】／学生（院生）の研

究成果【受賞	】／学生（学部生）の研究成果【受賞	】／学生の文化活動

学術研究・スポーツ功績への表彰

新理事会が発足／経済研究所創立50周年記念公開シンポジウム報

告／夏期工事について

就任のご挨拶

法人報告

就　職

専門職大学院

教学報告

附属学校

資格試験

学生募集

スポーツ

ChuoTopics

学員時報

研究・活動成果

表　彰

　　　ハワイに海外拠点第 1号を設置　　　ハワイに海外拠点第 1号を設置　　　ハワイに海外拠点第 1号を設置

　　　大学案内誌「CHUO　　　大学案内誌「CHUO　　　大学案内誌「CHUO

	国際大会出場部会・個人-2013年10月～2014年3月-／　　　バド

ミントン部西本拳太選手～28年ぶりのインカレ制覇／全国大会優

勝部会・個人-2013年10月～2014年3月-／　　			自転車競技部～

2013年度に3つの日本学生新記録樹立／　　　女子卓球部～強

い思いを持って挑んだ決勝戦

／　　　バド／　　　バド／　　　バド

2013年度に3つの日本学生新記録樹立／　　　女子卓球部～強2013年度に3つの日本学生新記録樹立／　　　女子卓球部～強2013年度に3つの日本学生新記録樹立／　　　女子卓球部～強

／　　

■ 表紙の風景

　― 今日からはじめられる社会貢献活動 ―

　「クリーン・キャンパス宣言」を掲げる大学として、

大学構内のみならず、近隣地域のゴミ拾いによる美

化活動（ボランティア活動）を行う企画「中央大学ク

リーン作戦」の実施メンバー。気軽に参加できる社

会貢献活動を通じて、地域社会の一員であることを

再認識するとともに、一般常識としてのゴミのポイ

捨て防止の啓発や、地域住民の方と交流し「顔の見

える関係」を構築することによる防災力・市民力の

強化等、様々な目的をもって活動を行っています。

（ボランティアセンターの活動については9ページ掲載。）

1page	

2page	

6page	

12page	

14page	

16page	

18page	

24page	

20page	

32page	

21page	

36page	

40page	

8

教学報告

　ゴーベル氏は1987年本学商学部商業・貿易学科を卒業

し、インドネシア日本友好協会理事長およびパナソニッ

ク・ゴーベルグループ会長を務めています。

　父子二代にわたり母国インドネシア共和国の発展と人

材育成に尽力するとともに、インドネシア共和国と日本

国との友好関係の伸展および福祉事業において、多大な

貢献をされました。この度の贈呈は、その功績を顕彰す

るために贈呈するものです。

　エーラース氏はドイツ公法学界の重鎮であり、国法学・行政法・教会法の3分野で教授資格

を取得され、ヴェストフェーリッシェ・ヴィルヘルム大学（通称ミュンスター大学）の正教授

および経済公法研究所長・法学部長を歴任し、比較法研究と日独の学術交流の発展・深化にお

いても枢要な役割を担われました。とりわけ、本学および日本比較法研究所との国際交流を通

し、日独・日欧比較法研究および高等教育の進展に寄与

されています。

　今回のエーラース氏に対する名誉博士学位贈呈は、氏

が中央大学とミュンスター大学との確固たる結びつきに

貢献されただけではなく、我が国の公法学とドイツの公

法学を結びつける架け橋としての役割をも担われ、これ

までドイツで公法学を学ぶ多くの研究者や学生に良好な

研究環境を与えてこられた功績を顕彰したものです。

ラフマット・ゴーベル氏およびディルク・エーラース氏への
名誉博士学位の贈呈について

名誉博士 

本学Webサイトで検索

　中央大学は、ラフマット・ゴーベル氏（イ

ンドネシア）およびディルク・エーラース氏

（ドイツ）に対し、その功績を顕彰して名誉

博士学位を贈呈しました。

　これまでも文化の創造・発展、社会・人類

の福祉に多大の貢献をした者に対し、その功

績を顕彰するため、中央大学名誉博士（以下

「名誉博士」という）の学位を贈呈しています。

　第７代国連事務総長のコフィ・アナン氏

（ガーナ共和国）やニューヨーク大学教授で

ノーベル経済学賞受賞者のワシリー・レオン

チェフ氏（アメリカ合衆国）、コロンビア大

学教授で同じくノーベル経済学賞受賞者のロ

バート・A・マンデル氏（カナダ）などに贈

呈してきました。

　ラフマット・ゴーベル氏の贈呈式は3月

24日（月）帝国ホテルで、ディルク・エーラー

ス氏の贈呈式は5月8日（木）多摩キャンパ

スでそれぞれ盛大に行われました。

ラフマット・ゴーベル（Rachmat Gobel）氏への贈呈について

ディルク・エーラース氏（Dirk Ehlers）氏への贈呈について

9

ボランティアセンター設立から１年を迎えて

　中央大学では東日本大震災を大きなきっ

かけとして高まった学生たちのボランティ

アをしたいという「想い」を支援するため、

2013年4月1日に「ボランティアステーショ

ン（2014年4月1日からボランティアセン

ターへ改称）」を学生課に設置し、専従のボ

ランティアコーディネーターを中心に様々な

企画等に取り組んできました。

　ボランティアセンターは学内外のボラン

ティア活動に関する情報収集・広報活動、相

談・支援、学生の育成、調査・研究等、本学

における学生ボランティア活動の拠点とし

て、多くの方々のご協力を得て、この1年で

着実な成果を残しています。

　2014年6月14日（土）には、多摩キャン

パス9号館クレセントホールにおいて、ボラ

ンティアセンター設立1周年記念シンポジウ

ム「学生だって地域の力～災害支援から日常

への支え合いへ、学生ボランティアの力とわ

がまちの防災力UP～」を開催しました。

　隣接する明星大学、近隣の八王子市社会福

祉協議会、日野市社会福祉協議会の共催・協

力のもと、学生たちが震災からの復興支援ボ

ランティア活動を通じて得た様々な経験や知

識、技術を自らが暮らす地域に還元すること

を目指し、これまで各々で活動していた各機

関が何度も打ち合わせを行い準備した結果、

100名以上の方に参加いただき、今後の地域

社会と大学との連携・協力の先駆けとなるイ

ベントとなりました。

　震災から3年以上が経過し、マスメディア

等で関連するニュースが取りあげられる機会

が減少するなか、震災以降の東北の今を知ら

ない新入生に現地の状況を伝えるきっかけと

してのスタディーツアー、学生団体による特

定地域での継続的な活動、そうした「現場」

から得た学びを予測される次の災害の備えに

つなげる防災プログラムなど、建学の精神「實

地應用ノ素ヲ養フ」を体現するボランティア

センターに、引き続きご理解とご協力をお願

いいたします。
マスカー（女川魚市場買受人協同組合冷凍冷蔵施設）にてお
話をきく

5
月
23
～
25
日
に
実
施
し
た
女
川
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

女
川
向
学
館
に
て

１．大学関係広報誌
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HAKUMON Chuo

学生記者コラム❷ セルフプロデュース  さよならを言う前に

現地で共に活動に励んだ、ボランティアサークル「はまらいんや」の仲間達との一枚。（2013年1月、面瀬中仮設住宅集会所にて）

彼女の４分、私の４年
♪あんな時代もあったねと　きっと笑って話せるわ

～時代　中島みゆき～1975

文＆写真　学生記者　白倉隆之介（法学部４年）

　「長かったっていうか、あっという間でした。」

　先日のソチ・オリンピックで有終の美を飾った浅田真

央選手が、４年前のバンクーバー・オリンピックの演技終

了後インタビューで答えた第一声だ。浅田選手の４分

間、私の４年間。背負っているものの重みは比べ物にな

らないが、大学卒業を目の前にし、彼女が呟いた言葉の

意味を改めて噛みしめている。

“震災”に突き動かされて

　2011年３月11日、私は帰省中の故郷・宮城県気仙沼

市で東日本大震災に遭遇した。幸いなことに私の家族は

全員無事だったが、その衝撃は当時18歳だった私が築い

てきた価値観、人生観を軽々と覆すものだった。以来、３

年余り、「震災」というできごとに突き動かされ、様々な出

会いや経験を経て、今日の自分がいる。

　思えば、震災前まで「生死」について深く考えたことは

なかった。まして、年頃の10代男子が死について友人と

語り合うなんてことなど一度もない。祖父の他界はあった

ものの、家族に看取られながらの永眠だったため心の準

備があった。一方、先の東日本大震災では、朝、元気に出

かけていったはずの家族・友人が一瞬にして帰らぬ人と

なってしまった。中学の同窓の先輩、教諭をしている母の

かつての教え子の訃報を聞いたとき、私が思ったのは、

「“生の世界”と“死の世界”は遠いようで近い」というこ

とだった。誤解を恐れずに言えば、「人間、死ぬ時は案外

簡単に死ぬんだ」という方が近いかもしれない。もしあの

時、沿岸部を走っていて渋滞に巻き込まれていたら…人

ごととは思えず、怖くなった。

　死がいつ来るかは誰にも分からない。でも、死に怯えて

いても何もできない。それなら、ひたすらに目の前の日々を

精いっぱい生ききることだけを考えよう。気持ちが落ち着

き、生かされた者として故郷のために何か力になりたいと

いう思いが湧いてきた。

“地域”を見続けてきた

　本学法学部の中澤秀雄教授が気仙沼に縁あって、

2011年11月、私は気仙沼市立面瀬中学校仮設住宅で

ボランティア活動を開始した。2012年４月からは団体

（サークル）として活動し、2013年度からは新しく１、２年生

の後輩達５人が加わり、昨年の年末年始も１週間にわ

たってボランティア活動を展開することができた。

　活動の詳細は拙稿（230号）に書かせて頂いた通りだ

が、現在もお宅や集会所でお話を伺う、傾聴ボランティア

に力を入れている。かねてから「継続が大切」という言葉

を様々なところで言い続け、活動を続けてきた以上、自分

の言葉には責任を持ちたかった。本当に微力ではあるが、

途中で投げ出さずにここまで続けられたことは良かったと

思う。

　地域は日々、移ろいゆく。発災から３年が経過し、経済

的な理由を含め、諸々の事情を抱えている方は今なお仮

設住宅に居住し、災害公営住宅（復興住宅）の完成を

待っている。一方で、新しい自宅を自力再建して仮設住

宅を出る方が増えてきた。仮設住宅には空室が目立つ。

歩いて回るだけでも、地域コミュニティの姿、形が変容しつ

つあることが感じられる。

　したがって、ボランティア活動においても、今までやってき

たことをただ続けるだけでなく、もう一度、今住んでいる皆

さん方のニーズを的確に抽出して、それを活動に反映させ

ていく必要があるだろう。サークルの後輩達には、ぜひ柔ら

かい発想で新しいチャレンジをしていってほしいと思う。

世界が広がり、自分が見える

　ボランティア活動をしていく中では、現地での活動中は

もちろん、東京に戻ってからの発表や報告会などで多くの

人に出会うことができた。学生、社会人、リタイアされた方、

いろいろな方がいたが、皆さんに共通して言えるのは、とて

も生き生きとされていて、人間的な魅力を持っていらっ

しゃるということだった。出会いの度、自分の世界が一つ、

またひとつと広がっていくような気がして、すごくワクワクし

たことを今でも覚えている。

　そうした中で将来の方向性も見えてきた。私は、自分が

思っていたよりも「人」が好きで、新しい環境に飛び込ん

でいくことが好きな人間のようだ。加えて、仮設住宅という

地域を見続けてきた結果、社会の中の制度的課題や法

的課題に直接向き合えるような公共性の高い仕事をした

いという思いが一層強くなった。

　私は行政官の道を選んだ。大学院進学、NPO等の非

営利組織で働くという選択肢もあったが、国家公務員の

立場から地域や社会の課題に向き合い続け、この国を下

支えしていきたいと思った。入省する総務省では、転勤を

繰り返しながら主に地方自治に関連する仕事にあたるこ

とになるが、大学時代に培った経験を活かし、公務員を志

した初心を忘れず職務に励んでいきたい。

旅立ちを前にして

　私は浅田選手のように世界を股に掛けることはできな

かった。ただ、私は私なりに一つの地域に根を張り、ボラン

ティア活動を続けることができた。中央大学におけるボラン

ティア文化をほんのわずかだが萌すことができたという

「自信」は、これからの人生の中で私を支える大きな力に

なるだろう。

　そして、私の活動を支えてくださった方々や、苦楽をとも

にした友人たちには心からの感謝を表したい。出会い、そ

こから得られた経験は何物にも代えがたい財産であり、こ

れからも大切にしていきたい。

　そんな様々な思いを胸に、私は今、この学び舎を旅

立つ。

白倉隆之介（しらくら・りゅうのすけ）

宮城県気仙沼市生まれ。同市で

東日本大震災に遭い、その後、在

籍する中央大学で被災地支援学

生団体「はまらいんや」を立ち上

げ、友人たちと気仙沼市内の面瀬

（おもせ）中学校仮設集会所を拠

点にコミュニティ支援活動を展

開。趣味は旅行とスポーツ観戦。

楽天イーグルスとベガルタ仙台を

こよなく愛する。県立仙台一高卒、
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学生記者コラム❷ セルフプロデュース  さよならを言う前に

現地で共に活動に励んだ、ボランティアサークル「はまらいんや」の仲間達との一枚。（2013年1月、面瀬中仮設住宅集会所にて）

彼女の４分、私の４年
♪あんな時代もあったねと　きっと笑って話せるわ

～時代　中島みゆき～1975

文＆写真　学生記者　白倉隆之介（法学部４年）

　「長かったっていうか、あっという間でした。」

　先日のソチ・オリンピックで有終の美を飾った浅田真

央選手が、４年前のバンクーバー・オリンピックの演技終

了後インタビューで答えた第一声だ。浅田選手の４分

間、私の４年間。背負っているものの重みは比べ物にな

らないが、大学卒業を目の前にし、彼女が呟いた言葉の

意味を改めて噛みしめている。

“震災”に突き動かされて

　2011年３月11日、私は帰省中の故郷・宮城県気仙沼

市で東日本大震災に遭遇した。幸いなことに私の家族は

全員無事だったが、その衝撃は当時18歳だった私が築い

てきた価値観、人生観を軽々と覆すものだった。以来、３
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に力を入れている。かねてから「継続が大切」という言葉
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たことをただ続けるだけでなく、もう一度、今住んでいる皆
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地域を見続けてきた結果、社会の中の制度的課題や法

的課題に直接向き合えるような公共性の高い仕事をした

いという思いが一層強くなった。
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なるだろう。

　そして、私の活動を支えてくださった方々や、苦楽をとも

にした友人たちには心からの感謝を表したい。出会い、そ

こから得られた経験は何物にも代えがたい財産であり、こ

れからも大切にしていきたい。

　そんな様々な思いを胸に、私は今、この学び舎を旅

立つ。

白倉隆之介（しらくら・りゅうのすけ）

宮城県気仙沼市生まれ。同市で

東日本大震災に遭い、その後、在

籍する中央大学で被災地支援学

生団体「はまらいんや」を立ち上

げ、友人たちと気仙沼市内の面瀬

（おもせ）中学校仮設集会所を拠

点にコミュニティ支援活動を展

開。趣味は旅行とスポーツ観戦。

楽天イーグルスとベガルタ仙台を

こよなく愛する。県立仙台一高卒、
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ンティアサークルひつじぐも」と決めて

いた。

　気になる東北へはゴールデン

ウィークに石巻へ、東松島へも。６月

に再び東松島へ、まだ残る泥を処

理した。

　気仙沼市内のボランティアセンター

で、活動するためのテントが張れると

聞いた。前期試験終了の翌朝から自

らのオートバイで約10時間かけて気

け、住まいでは地域住民の絶大なる

支援を頂いた。引越にも大学職員が

車で駆け付けてくれた。

ボランティアのサークルへ
　

　「無事入学が叶って、僕がするこ

とは勉強です。震災の避難所でも、

大学進学を応援していただいた」　

　サークルは入学前から「国際ボラ

…、でも…、なんとかしなくちゃいけな

い」

　公民館からテントを借りて、給水所

に並ぶ被災者の長い列の屋根代わ

りとした。「最初のうちは何をしたらい

いのか、まったくわからなくて」。災害

ボランティアの情報を聞き、友人と伯

父伯母とともに名所松島へ泥かきに

行った。仙台市にボランティアセン

ターが立ち上がると、がれきの撤去を

何日も手伝った。

　学費援助を引き受けてくれた祖父

母も被災した。学費は急きょ諸々の

補修費に回すこととなった。

　「大学にはいけないな」

　あきらめかけていた気持ちで中大

へ電話をかけた。事情を話すと「お

金のことは心配しなくていいですよ。

東京まで来てください。何とかしま

す」と職員が励ましてくれた。　　　

　「絶望の中に一筋の光が差したと

思いました」と安原さん。

　上京するまでにも多くの人の力を

借りて、ようやく多摩キャンパスに辿

り着いた。その後は大学の援助を受

　2011年３月11日、安原さんは学費

や入学納付金の一部を稼ぐため、

山形県の缶詰工場でアルバイトをし

ていた。１年間浪人して中大合格を

決めていた。

　「休憩時間でした。ワンセグ携帯

で映像を見たら、もう…」

　作業は中止となり、工場のバスで

仙台駅へ向かった。

　「街全体が真っ暗でした。仙台駅

周辺で下ろされ、そこから家まで歩き

ました。仙台駅は東京の例に漏れず

閉鎖となって交通機関はストップ。家

まで10㎞ほどの距離に３時間くらい

かかったでしょうか」

　家族は無事だった。仙台市の実家

は倒壊を免れたとはいえ、冠水して生

活できる状態ではなかった。父親らと

近くの多賀城市に住む伯父宅に身を

寄せた。ここに１カ月ほど世話になっ

た。この間、朝から携帯電話を持って

周囲を見て回り、写真を撮った。

　「映画のシーンかと思いました。自

分が知っている街ではなくなってい

て、涙も出てこない。どうなるんだろう

　独立行政法人・日本学生支援機構

は昨年12月７日、平成25年度の優秀

学生顕彰・社会貢献分野で大賞を受

賞した中大の安原元樹さんを表彰し

た。中大生が同分野で受賞するのは

初めてだった。

　日本学生支援機構とは、日本育英

会の事業を継承している歴史ある団

体。毎年、学術・スポーツ分野で優れ

た業績・成績を残した学生を表彰す

る。中大からは２人が大賞を受賞した。

もう一人はスポーツ分野の塩浦慎理

選手（水泳部50ｍ・100ｍ自由形＝法

学部、2014年3月卒業）で、日本選手

権50ｍ自由形を日本記録で制したほ

か、世界選手権の活躍が認められた。

　優秀学生顕彰には全国から98人

の応募があった。

東日本大震災【被災地レポート】 2011.3.11

東日本大震災【被災地レポート】 2011.3.11

後ろを追いかけるかたちになった。バ

スではスクーターが話題になったよう

で、「何者だ？」。事情を知った中大ボ

ランティアがびっくりしたのはいうまで

もない。

　中大勢が活動を終えたあとも、安

原さんは気仙沼市内に一人残った。

相変わらずのテント生活。市内に２週

間滞在し、お盆休みに仙台市へ帰

省。休みが明けると再び大島へ渡っ

た。ここで10日間過ごす。　

　「長くいると大勢の人に出会いま

す」

　地元島民の多くが被災した。家族

の行方が分からず、漁業の仕事を失

いながらも島のため、被災した人たち

のために黙々と働く地元の方々。

　人がいいにもほどがあるというの

で、誰いうとなく「おばか隊」と呼ば

れるようになった。

　がれきの撤去ひとつとっても、気

仙沼市内で処理するより煩雑だ。ガ

ラスはガラス、木材は木材、電化製品

も…。大量のがれきのなかから個々

に分別しなければ島外へ運び出せ

ない。

　無口だけど熱い心の「おばか隊」

に共感した。ふるさと仙台を思う自分

と同じである。

　島を支える「おばか隊」が時に弱

さを見せる。いまにも壊れてしまいそ

うな人たちを学生なりに手助けでき

ないものか。

猛勉強した浪人生活

　「高校は仙台で偏差値の低い学

校です。中央大学の存在も知りませ

んでした」

　オートバイに夢中になり、その購入

費捻出のためアルバイトをする日々。

ボランティアは学校が推進しており、

規定時間を活動すると単位修得と

なる。

　「ほかには草むしりや障がい者を

福祉施設に訪ねたりする程度で。内

申を上げるために生徒会に入る。勉

強もテスト前にするだけでした」

　経済的事情から受験は国公立大

学とした。

　元教師の祖父にあこがれ、教師に

なろうと福島大などを受験したが、残

念な結果になった。父親に頼みこ

み、予備校へ通った。ここで自分を

見つめ直したという。

　「教師となって自分のような高校

生を相手にできるのか。子供は好き

か。疑問が出てきて、何がやりたいの

か考えた。これまでの自分を振り返る

と、やりたいというより、自然とできる

のがボランティアだった。人の助けに

なるようなことがしたい」

　不合格は高校時代にさほど勉強

していなかったからだ。

　「浪人時代は１日13～14時間勉

強しました。朝８時に予備校が開い

て、夜8時に閉まるまで。帰宅後は英

単語を１時間。休んだのは１日だけ、

友だちと遊んだ日でした」

　勉強は基本から学んだ。苦手だっ

た英語、数学が伸びた。成績はみる

みる上がり、MARCH（明治、青山学

院、立教、中央、法政）合格圏に入っ

てきた。予備校で「中央大学入学説

明会」があり、参加した。

　学部の垣根を超えたプログラム・

FLPを知り、国際協力にも興味を

持った。学部は総合政策学部という

のがいい、物事を総合的に判断でき

る人間になれそうだ。

　「私学はダメと言われていました

が、また父親に何回もお願いして、１

校だけならとOKが出た。中大を、総

政を選んでよかったと思います」

一人で始めたことが

　１年の夏休み前。東北へボラン

ティアに行きたい、と言っていた学生

に後期授業が始まって聞くと、行け

なかったとの答。宮城県大島では、

学生に来てほしい、と言われていた。

学生には夢がある。彼らと話

すと我々も明るい気分にな

れるというのだ。

　安原さんは、学生とともに

大島へ行く震災ボランティア

を考えた。第1回クルーは10

月後半にスタートした。先方

の受け入れ態勢から参加は

５～６人とした。

　自動車の運転免許をとっ

た。それまで移動はオートバ

イ中心だったが、125ccのバイクで複

数人の移動はさすがに無理だ。

　レンタカーを利用した。日程は授業

期間中が週末利用の１泊２日、長期

休暇中は３泊４日や２泊３日とし、参

加費は一人3000円。

　現地では、がれきの撤去、牡蠣や

帆立の養殖の手伝いといった島民

の要望を聞きながらの行動となる。

子供を対象とした学習支援は2012

年夏から始め、2013年には特産

「椿」栽培の手伝いをした。

　「大島の人たちは心が温かい。学

生が島を離れるとき、フェリー港まで

見送りに来てくれる。数日間とはい

え、学生が変わっていくのが分かりま

したね」

　秋から冬にかけてはボランティアが

減っていく。支援活動を途切れさせ

てはいけないと考える安原さんに、参

加者が新たな参加希望者を紹介し

てくれた。

　白門祭のころ、中古車を買った。７

人乗りのミニバンだ。12月まで実施し

た４回のクルーで、活動費（レンタカー

代、高速代、ガソリン代）に20万円の

赤字が出ていた。第４回はミニバンに

レンタカーが加わって総勢12人と

中央大学に、権威ある団体から社会貢献分野で「優秀学生」と認め

られ、さらには「大賞」を受賞した学生がいる。総合政策学部４年の

安原元樹さん（宮城県出身）だ。東日本大震災で自らも被災しなが

ら、気仙沼市の対岸にある島、「大島」の復興に寄与した。

表彰式・祝賀会で、平山学生部長（右）と安原さん

「チーム次元」ホームページ
http://oshimav.wix.com/team-jigenより

学生を引率して被災地ツアーを実施し始めた頃、「おばか隊」、長期ボランティア、学生ボランティアの皆さんと（2011年11月）

なっていた。

　「学生からあまり高くとってはいけ

ないと思っていましたが、４回の参加

費が総額５万円ほどで交通費が25

万円…」

　金銭面の負担のほか、一人でで

きることに限界を感じつつあった。参

加者への呼びかけにチラシを300枚

作り、総合政策学部の周辺で配っ

た。参加者への説明会、現地の最

新情報を把握してホームページを更

新する、ブログやTwitter（短文投

稿サイト）も書いた。

　孤軍奮闘する安原さんはひげが

伸び放題だった。風貌が漫画『ルパ

ン三世』の登場人物で、あごひげを

蓄えた男『次元大介』に似ていること

から次元と呼ばれ、その集まりをチー

ム次元と命名した。参加者は中大に

限らず、創価大、早大、東京経済

大、神田外語大など広がりを見せて

いる。

　週末や夏休み、春休みを利用し

た参加者は100人を超えた。大島と

学生の結び付きは深まり、活動内

容も評価され、電通育英会や住友

商事などから支援を受けるまでに

なった。

　「僕は協調性とか団体行動が苦

手で、一人で行動してきました。大島

の人たちと触れ合って、人のよさに

じーんときて、綺麗な風景もあって、

ボランティア志望の学生を連れてい

きたいと思う気持ちから始まったの

が、確立されてきました」

　宮城県大島への気持ちを持ちな

がら、安原さんはいま、東南アジアの

タイ北部へ目を向けている。貧困層

の子供たちを人身売買から保護す

るNGO（非政府組織）でボランティア

活動をするためだ。

（写真提供＝本人）

被災島民復興の ために働いた　

被災島民復興のために働いた　優秀学生大賞受賞の安原元樹さん　

東日本大震災【被災地レポート】被災島民復興のために働いた　優秀学生大賞受賞の安原元樹さん　

優秀学生大賞受賞の安原元樹さん

仙沼入りした。

　125㏄の小さなスクーターに荷物を

いっぱい積め込んだ。自慢の400㏄

オートバイは入学金の足しにするた

め、やむなく売却していた。

　７月末から同市内でテントを張り、

ボランティア活動をした。８月初旬、中

大からも夏休みを利用した震災ボラ

ンティアが大島へ向かっていた。気

仙沼市内で合流すると、中大バスの

高校生時代にバイト代を全てつぎ込んで
乗っていた2台（2009年9月）

東京から気仙沼まで移動したスクーターに乗って
（2011年8月）

大島島民、「おばか隊」の方 と々（2011年8月）

学生を引率して行った被災地ツアー活動（2012年10月） ボランティアで出会った仲間と「おばか隊」の方（2011年8月）

大島でがれき撤去をしている（2011年8月）

ボランティア学生奮闘記
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岩手県
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ンティアサークルひつじぐも」と決めて

いた。

　気になる東北へはゴールデン

ウィークに石巻へ、東松島へも。６月

に再び東松島へ、まだ残る泥を処

理した。

　気仙沼市内のボランティアセンター

で、活動するためのテントが張れると

聞いた。前期試験終了の翌朝から自

らのオートバイで約10時間かけて気

け、住まいでは地域住民の絶大なる

支援を頂いた。引越にも大学職員が

車で駆け付けてくれた。

ボランティアのサークルへ
　

　「無事入学が叶って、僕がするこ

とは勉強です。震災の避難所でも、

大学進学を応援していただいた」　

　サークルは入学前から「国際ボラ

…、でも…、なんとかしなくちゃいけな

い」

　公民館からテントを借りて、給水所

に並ぶ被災者の長い列の屋根代わ

りとした。「最初のうちは何をしたらい

いのか、まったくわからなくて」。災害

ボランティアの情報を聞き、友人と伯

父伯母とともに名所松島へ泥かきに

行った。仙台市にボランティアセン

ターが立ち上がると、がれきの撤去を

何日も手伝った。

　学費援助を引き受けてくれた祖父

母も被災した。学費は急きょ諸々の

補修費に回すこととなった。

　「大学にはいけないな」

　あきらめかけていた気持ちで中大

へ電話をかけた。事情を話すと「お

金のことは心配しなくていいですよ。

東京まで来てください。何とかしま

す」と職員が励ましてくれた。　　　

　「絶望の中に一筋の光が差したと

思いました」と安原さん。

　上京するまでにも多くの人の力を

借りて、ようやく多摩キャンパスに辿

り着いた。その後は大学の援助を受

　2011年３月11日、安原さんは学費

や入学納付金の一部を稼ぐため、

山形県の缶詰工場でアルバイトをし

ていた。１年間浪人して中大合格を

決めていた。

　「休憩時間でした。ワンセグ携帯

で映像を見たら、もう…」

　作業は中止となり、工場のバスで

仙台駅へ向かった。

　「街全体が真っ暗でした。仙台駅

周辺で下ろされ、そこから家まで歩き

ました。仙台駅は東京の例に漏れず

閉鎖となって交通機関はストップ。家

まで10㎞ほどの距離に３時間くらい

かかったでしょうか」

　家族は無事だった。仙台市の実家

は倒壊を免れたとはいえ、冠水して生

活できる状態ではなかった。父親らと

近くの多賀城市に住む伯父宅に身を

寄せた。ここに１カ月ほど世話になっ

た。この間、朝から携帯電話を持って

周囲を見て回り、写真を撮った。

　「映画のシーンかと思いました。自

分が知っている街ではなくなってい

て、涙も出てこない。どうなるんだろう

　独立行政法人・日本学生支援機構

は昨年12月７日、平成25年度の優秀

学生顕彰・社会貢献分野で大賞を受

賞した中大の安原元樹さんを表彰し

た。中大生が同分野で受賞するのは

初めてだった。

　日本学生支援機構とは、日本育英

会の事業を継承している歴史ある団

体。毎年、学術・スポーツ分野で優れ

た業績・成績を残した学生を表彰す

る。中大からは２人が大賞を受賞した。

もう一人はスポーツ分野の塩浦慎理

選手（水泳部50ｍ・100ｍ自由形＝法

学部、2014年3月卒業）で、日本選手

権50ｍ自由形を日本記録で制したほ

か、世界選手権の活躍が認められた。

　優秀学生顕彰には全国から98人

の応募があった。

東日本大震災【被災地レポート】 2011.3.11

東日本大震災【被災地レポート】 2011.3.11

後ろを追いかけるかたちになった。バ

スではスクーターが話題になったよう

で、「何者だ？」。事情を知った中大ボ

ランティアがびっくりしたのはいうまで

もない。

　中大勢が活動を終えたあとも、安

原さんは気仙沼市内に一人残った。

相変わらずのテント生活。市内に２週

間滞在し、お盆休みに仙台市へ帰

省。休みが明けると再び大島へ渡っ

た。ここで10日間過ごす。　

　「長くいると大勢の人に出会いま

す」

　地元島民の多くが被災した。家族

の行方が分からず、漁業の仕事を失

いながらも島のため、被災した人たち

のために黙々と働く地元の方々。

　人がいいにもほどがあるというの

で、誰いうとなく「おばか隊」と呼ば

れるようになった。

　がれきの撤去ひとつとっても、気

仙沼市内で処理するより煩雑だ。ガ

ラスはガラス、木材は木材、電化製品

も…。大量のがれきのなかから個々

に分別しなければ島外へ運び出せ

ない。

　無口だけど熱い心の「おばか隊」

に共感した。ふるさと仙台を思う自分

と同じである。

　島を支える「おばか隊」が時に弱

さを見せる。いまにも壊れてしまいそ

うな人たちを学生なりに手助けでき

ないものか。

猛勉強した浪人生活

　「高校は仙台で偏差値の低い学

校です。中央大学の存在も知りませ

んでした」

　オートバイに夢中になり、その購入

費捻出のためアルバイトをする日々。

ボランティアは学校が推進しており、

規定時間を活動すると単位修得と

なる。

　「ほかには草むしりや障がい者を

福祉施設に訪ねたりする程度で。内

申を上げるために生徒会に入る。勉

強もテスト前にするだけでした」

　経済的事情から受験は国公立大

学とした。

　元教師の祖父にあこがれ、教師に

なろうと福島大などを受験したが、残

念な結果になった。父親に頼みこ

み、予備校へ通った。ここで自分を

見つめ直したという。

　「教師となって自分のような高校

生を相手にできるのか。子供は好き

か。疑問が出てきて、何がやりたいの

か考えた。これまでの自分を振り返る

と、やりたいというより、自然とできる

のがボランティアだった。人の助けに

なるようなことがしたい」

　不合格は高校時代にさほど勉強

していなかったからだ。

　「浪人時代は１日13～14時間勉

強しました。朝８時に予備校が開い

て、夜8時に閉まるまで。帰宅後は英

単語を１時間。休んだのは１日だけ、

友だちと遊んだ日でした」

　勉強は基本から学んだ。苦手だっ

た英語、数学が伸びた。成績はみる

みる上がり、MARCH（明治、青山学

院、立教、中央、法政）合格圏に入っ

てきた。予備校で「中央大学入学説

明会」があり、参加した。

　学部の垣根を超えたプログラム・

FLPを知り、国際協力にも興味を

持った。学部は総合政策学部という

のがいい、物事を総合的に判断でき

る人間になれそうだ。

　「私学はダメと言われていました

が、また父親に何回もお願いして、１

校だけならとOKが出た。中大を、総

政を選んでよかったと思います」

一人で始めたことが

　１年の夏休み前。東北へボラン

ティアに行きたい、と言っていた学生

に後期授業が始まって聞くと、行け

なかったとの答。宮城県大島では、

学生に来てほしい、と言われていた。

学生には夢がある。彼らと話

すと我々も明るい気分にな

れるというのだ。

　安原さんは、学生とともに

大島へ行く震災ボランティア

を考えた。第1回クルーは10

月後半にスタートした。先方

の受け入れ態勢から参加は

５～６人とした。

　自動車の運転免許をとっ

た。それまで移動はオートバ

イ中心だったが、125ccのバイクで複

数人の移動はさすがに無理だ。

　レンタカーを利用した。日程は授業

期間中が週末利用の１泊２日、長期

休暇中は３泊４日や２泊３日とし、参

加費は一人3000円。

　現地では、がれきの撤去、牡蠣や

帆立の養殖の手伝いといった島民

の要望を聞きながらの行動となる。

子供を対象とした学習支援は2012

年夏から始め、2013年には特産

「椿」栽培の手伝いをした。

　「大島の人たちは心が温かい。学

生が島を離れるとき、フェリー港まで

見送りに来てくれる。数日間とはい

え、学生が変わっていくのが分かりま

したね」

　秋から冬にかけてはボランティアが

減っていく。支援活動を途切れさせ

てはいけないと考える安原さんに、参

加者が新たな参加希望者を紹介し

てくれた。

　白門祭のころ、中古車を買った。７

人乗りのミニバンだ。12月まで実施し

た４回のクルーで、活動費（レンタカー

代、高速代、ガソリン代）に20万円の

赤字が出ていた。第４回はミニバンに

レンタカーが加わって総勢12人と

中央大学に、権威ある団体から社会貢献分野で「優秀学生」と認め

られ、さらには「大賞」を受賞した学生がいる。総合政策学部４年の

安原元樹さん（宮城県出身）だ。東日本大震災で自らも被災しなが

ら、気仙沼市の対岸にある島、「大島」の復興に寄与した。

表彰式・祝賀会で、平山学生部長（右）と安原さん

「チーム次元」ホームページ
http://oshimav.wix.com/team-jigenより

学生を引率して被災地ツアーを実施し始めた頃、「おばか隊」、長期ボランティア、学生ボランティアの皆さんと（2011年11月）

なっていた。

　「学生からあまり高くとってはいけ

ないと思っていましたが、４回の参加

費が総額５万円ほどで交通費が25

万円…」

　金銭面の負担のほか、一人でで

きることに限界を感じつつあった。参

加者への呼びかけにチラシを300枚

作り、総合政策学部の周辺で配っ

た。参加者への説明会、現地の最

新情報を把握してホームページを更

新する、ブログやTwitter（短文投

稿サイト）も書いた。

　孤軍奮闘する安原さんはひげが

伸び放題だった。風貌が漫画『ルパ

ン三世』の登場人物で、あごひげを

蓄えた男『次元大介』に似ていること

から次元と呼ばれ、その集まりをチー

ム次元と命名した。参加者は中大に

限らず、創価大、早大、東京経済

大、神田外語大など広がりを見せて

いる。

　週末や夏休み、春休みを利用し

た参加者は100人を超えた。大島と

学生の結び付きは深まり、活動内

容も評価され、電通育英会や住友

商事などから支援を受けるまでに

なった。

　「僕は協調性とか団体行動が苦

手で、一人で行動してきました。大島

の人たちと触れ合って、人のよさに

じーんときて、綺麗な風景もあって、

ボランティア志望の学生を連れてい

きたいと思う気持ちから始まったの

が、確立されてきました」

　宮城県大島への気持ちを持ちな

がら、安原さんはいま、東南アジアの

タイ北部へ目を向けている。貧困層

の子供たちを人身売買から保護す

るNGO（非政府組織）でボランティア

活動をするためだ。

（写真提供＝本人）
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め、やむなく売却していた。

　７月末から同市内でテントを張り、
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大からも夏休みを利用した震災ボラ

ンティアが大島へ向かっていた。気

仙沼市内で合流すると、中大バスの
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ンティアサークルひつじぐも」と決めて

いた。

　気になる東北へはゴールデン

ウィークに石巻へ、東松島へも。６月

に再び東松島へ、まだ残る泥を処

理した。

　気仙沼市内のボランティアセンター

で、活動するためのテントが張れると

聞いた。前期試験終了の翌朝から自

らのオートバイで約10時間かけて気

け、住まいでは地域住民の絶大なる

支援を頂いた。引越にも大学職員が

車で駆け付けてくれた。

ボランティアのサークルへ
　

　「無事入学が叶って、僕がするこ

とは勉強です。震災の避難所でも、

大学進学を応援していただいた」　

　サークルは入学前から「国際ボラ

…、でも…、なんとかしなくちゃいけな

い」

　公民館からテントを借りて、給水所
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りとした。「最初のうちは何をしたらい
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ターが立ち上がると、がれきの撤去を

何日も手伝った。

　学費援助を引き受けてくれた祖父

母も被災した。学費は急きょ諸々の

補修費に回すこととなった。

　「大学にはいけないな」

　あきらめかけていた気持ちで中大

へ電話をかけた。事情を話すと「お

金のことは心配しなくていいですよ。

東京まで来てください。何とかしま

す」と職員が励ましてくれた。　　　

　「絶望の中に一筋の光が差したと

思いました」と安原さん。

　上京するまでにも多くの人の力を

借りて、ようやく多摩キャンパスに辿

り着いた。その後は大学の援助を受

　2011年３月11日、安原さんは学費

や入学納付金の一部を稼ぐため、

山形県の缶詰工場でアルバイトをし

ていた。１年間浪人して中大合格を

決めていた。

　「休憩時間でした。ワンセグ携帯

で映像を見たら、もう…」

　作業は中止となり、工場のバスで

仙台駅へ向かった。

　「街全体が真っ暗でした。仙台駅

周辺で下ろされ、そこから家まで歩き

ました。仙台駅は東京の例に漏れず

閉鎖となって交通機関はストップ。家

まで10㎞ほどの距離に３時間くらい

かかったでしょうか」

　家族は無事だった。仙台市の実家

は倒壊を免れたとはいえ、冠水して生

活できる状態ではなかった。父親らと
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寄せた。ここに１カ月ほど世話になっ

た。この間、朝から携帯電話を持って
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は昨年12月７日、平成25年度の優秀
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賞した中大の安原元樹さんを表彰し

た。中大生が同分野で受賞するのは

初めてだった。
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会の事業を継承している歴史ある団
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た業績・成績を残した学生を表彰す
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選手（水泳部50ｍ・100ｍ自由形＝法

学部、2014年3月卒業）で、日本選手

権50ｍ自由形を日本記録で制したほ

か、世界選手権の活躍が認められた。

　優秀学生顕彰には全国から98人

の応募があった。
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後ろを追いかけるかたちになった。バ

スではスクーターが話題になったよう

で、「何者だ？」。事情を知った中大ボ

ランティアがびっくりしたのはいうまで

もない。

　中大勢が活動を終えたあとも、安

原さんは気仙沼市内に一人残った。

相変わらずのテント生活。市内に２週

間滞在し、お盆休みに仙台市へ帰

省。休みが明けると再び大島へ渡っ

た。ここで10日間過ごす。　

　「長くいると大勢の人に出会いま

す」

　地元島民の多くが被災した。家族

の行方が分からず、漁業の仕事を失

いながらも島のため、被災した人たち

のために黙々と働く地元の方々。

　人がいいにもほどがあるというの

で、誰いうとなく「おばか隊」と呼ば

れるようになった。

　がれきの撤去ひとつとっても、気

仙沼市内で処理するより煩雑だ。ガ

ラスはガラス、木材は木材、電化製品

も…。大量のがれきのなかから個々

に分別しなければ島外へ運び出せ

ない。

　無口だけど熱い心の「おばか隊」

に共感した。ふるさと仙台を思う自分

と同じである。

　島を支える「おばか隊」が時に弱

さを見せる。いまにも壊れてしまいそ

うな人たちを学生なりに手助けでき

ないものか。

猛勉強した浪人生活

　「高校は仙台で偏差値の低い学

校です。中央大学の存在も知りませ

んでした」

　オートバイに夢中になり、その購入

費捻出のためアルバイトをする日々。

ボランティアは学校が推進しており、

規定時間を活動すると単位修得と

なる。

　「ほかには草むしりや障がい者を

福祉施設に訪ねたりする程度で。内

申を上げるために生徒会に入る。勉

強もテスト前にするだけでした」

　経済的事情から受験は国公立大

学とした。

　元教師の祖父にあこがれ、教師に

なろうと福島大などを受験したが、残

念な結果になった。父親に頼みこ

み、予備校へ通った。ここで自分を

見つめ直したという。

　「教師となって自分のような高校

生を相手にできるのか。子供は好き

か。疑問が出てきて、何がやりたいの

か考えた。これまでの自分を振り返る

と、やりたいというより、自然とできる

のがボランティアだった。人の助けに

なるようなことがしたい」

　不合格は高校時代にさほど勉強

していなかったからだ。

　「浪人時代は１日13～14時間勉

強しました。朝８時に予備校が開い

て、夜8時に閉まるまで。帰宅後は英

単語を１時間。休んだのは１日だけ、

友だちと遊んだ日でした」

　勉強は基本から学んだ。苦手だっ

た英語、数学が伸びた。成績はみる

みる上がり、MARCH（明治、青山学

院、立教、中央、法政）合格圏に入っ

てきた。予備校で「中央大学入学説

明会」があり、参加した。

　学部の垣根を超えたプログラム・

FLPを知り、国際協力にも興味を

持った。学部は総合政策学部という

のがいい、物事を総合的に判断でき

る人間になれそうだ。

　「私学はダメと言われていました

が、また父親に何回もお願いして、１

校だけならとOKが出た。中大を、総

政を選んでよかったと思います」

一人で始めたことが

　１年の夏休み前。東北へボラン

ティアに行きたい、と言っていた学生

に後期授業が始まって聞くと、行け

なかったとの答。宮城県大島では、

学生に来てほしい、と言われていた。

学生には夢がある。彼らと話

すと我々も明るい気分にな

れるというのだ。

　安原さんは、学生とともに

大島へ行く震災ボランティア

を考えた。第1回クルーは10

月後半にスタートした。先方

の受け入れ態勢から参加は

５～６人とした。

　自動車の運転免許をとっ

た。それまで移動はオートバ

イ中心だったが、125ccのバイクで複

数人の移動はさすがに無理だ。

　レンタカーを利用した。日程は授業

期間中が週末利用の１泊２日、長期

休暇中は３泊４日や２泊３日とし、参

加費は一人3000円。

　現地では、がれきの撤去、牡蠣や

帆立の養殖の手伝いといった島民

の要望を聞きながらの行動となる。

子供を対象とした学習支援は2012

年夏から始め、2013年には特産

「椿」栽培の手伝いをした。

　「大島の人たちは心が温かい。学

生が島を離れるとき、フェリー港まで

見送りに来てくれる。数日間とはい

え、学生が変わっていくのが分かりま

したね」

　秋から冬にかけてはボランティアが

減っていく。支援活動を途切れさせ

てはいけないと考える安原さんに、参

加者が新たな参加希望者を紹介し

てくれた。

　白門祭のころ、中古車を買った。７

人乗りのミニバンだ。12月まで実施し

た４回のクルーで、活動費（レンタカー

代、高速代、ガソリン代）に20万円の

赤字が出ていた。第４回はミニバンに

レンタカーが加わって総勢12人と

中央大学に、権威ある団体から社会貢献分野で「優秀学生」と認め

られ、さらには「大賞」を受賞した学生がいる。総合政策学部４年の

安原元樹さん（宮城県出身）だ。東日本大震災で自らも被災しなが

ら、気仙沼市の対岸にある島、「大島」の復興に寄与した。

表彰式・祝賀会で、平山学生部長（右）と安原さん

「チーム次元」ホームページ
http://oshimav.wix.com/team-jigenより

学生を引率して被災地ツアーを実施し始めた頃、「おばか隊」、長期ボランティア、学生ボランティアの皆さんと（2011年11月）

なっていた。

　「学生からあまり高くとってはいけ

ないと思っていましたが、４回の参加

費が総額５万円ほどで交通費が25

万円…」

　金銭面の負担のほか、一人でで

きることに限界を感じつつあった。参

加者への呼びかけにチラシを300枚

作り、総合政策学部の周辺で配っ

た。参加者への説明会、現地の最

新情報を把握してホームページを更

新する、ブログやTwitter（短文投

稿サイト）も書いた。

　孤軍奮闘する安原さんはひげが

伸び放題だった。風貌が漫画『ルパ

ン三世』の登場人物で、あごひげを

蓄えた男『次元大介』に似ていること

から次元と呼ばれ、その集まりをチー

ム次元と命名した。参加者は中大に

限らず、創価大、早大、東京経済

大、神田外語大など広がりを見せて

いる。

　週末や夏休み、春休みを利用し

た参加者は100人を超えた。大島と

学生の結び付きは深まり、活動内

容も評価され、電通育英会や住友

商事などから支援を受けるまでに

なった。

　「僕は協調性とか団体行動が苦

手で、一人で行動してきました。大島

の人たちと触れ合って、人のよさに

じーんときて、綺麗な風景もあって、

ボランティア志望の学生を連れてい

きたいと思う気持ちから始まったの

が、確立されてきました」

　宮城県大島への気持ちを持ちな

がら、安原さんはいま、東南アジアの

タイ北部へ目を向けている。貧困層

の子供たちを人身売買から保護す

るNGO（非政府組織）でボランティア

活動をするためだ。

（写真提供＝本人）
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仙沼入りした。

　125㏄の小さなスクーターに荷物を

いっぱい積め込んだ。自慢の400㏄

オートバイは入学金の足しにするた

め、やむなく売却していた。

　７月末から同市内でテントを張り、

ボランティア活動をした。８月初旬、中

大からも夏休みを利用した震災ボラ

ンティアが大島へ向かっていた。気

仙沼市内で合流すると、中大バスの

高校生時代にバイト代を全てつぎ込んで
乗っていた2台（2009年9月）

東京から気仙沼まで移動したスクーターに乗って
（2011年8月）

大島島民、「おばか隊」の方 と々（2011年8月）

学生を引率して行った被災地ツアー活動（2012年10月） ボランティアで出会った仲間と「おばか隊」の方（2011年8月）

大島でがれき撤去をしている（2011年8月）

ボランティア学生奮闘記

大島

仙台

気仙沼

宮城県

仙台湾

岩手県
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ンティアサークルひつじぐも」と決めて

いた。

　気になる東北へはゴールデン

ウィークに石巻へ、東松島へも。６月

に再び東松島へ、まだ残る泥を処

理した。

　気仙沼市内のボランティアセンター

で、活動するためのテントが張れると

聞いた。前期試験終了の翌朝から自

らのオートバイで約10時間かけて気

け、住まいでは地域住民の絶大なる

支援を頂いた。引越にも大学職員が

車で駆け付けてくれた。
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とは勉強です。震災の避難所でも、
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　サークルは入学前から「国際ボラ
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い」

　公民館からテントを借りて、給水所

に並ぶ被災者の長い列の屋根代わ

りとした。「最初のうちは何をしたらい

いのか、まったくわからなくて」。災害

ボランティアの情報を聞き、友人と伯

父伯母とともに名所松島へ泥かきに

行った。仙台市にボランティアセン

ターが立ち上がると、がれきの撤去を

何日も手伝った。

　学費援助を引き受けてくれた祖父

母も被災した。学費は急きょ諸々の

補修費に回すこととなった。

　「大学にはいけないな」

　あきらめかけていた気持ちで中大

へ電話をかけた。事情を話すと「お

金のことは心配しなくていいですよ。

東京まで来てください。何とかしま

す」と職員が励ましてくれた。　　　

　「絶望の中に一筋の光が差したと

思いました」と安原さん。

　上京するまでにも多くの人の力を

借りて、ようやく多摩キャンパスに辿

り着いた。その後は大学の援助を受

　2011年３月11日、安原さんは学費

や入学納付金の一部を稼ぐため、

山形県の缶詰工場でアルバイトをし

ていた。１年間浪人して中大合格を

決めていた。

　「休憩時間でした。ワンセグ携帯

で映像を見たら、もう…」

　作業は中止となり、工場のバスで

仙台駅へ向かった。

　「街全体が真っ暗でした。仙台駅

周辺で下ろされ、そこから家まで歩き

ました。仙台駅は東京の例に漏れず

閉鎖となって交通機関はストップ。家

まで10㎞ほどの距離に３時間くらい

かかったでしょうか」

　家族は無事だった。仙台市の実家

は倒壊を免れたとはいえ、冠水して生

活できる状態ではなかった。父親らと

近くの多賀城市に住む伯父宅に身を

寄せた。ここに１カ月ほど世話になっ

た。この間、朝から携帯電話を持って

周囲を見て回り、写真を撮った。

　「映画のシーンかと思いました。自

分が知っている街ではなくなってい

て、涙も出てこない。どうなるんだろう

　独立行政法人・日本学生支援機構

は昨年12月７日、平成25年度の優秀

学生顕彰・社会貢献分野で大賞を受

賞した中大の安原元樹さんを表彰し

た。中大生が同分野で受賞するのは

初めてだった。

　日本学生支援機構とは、日本育英

会の事業を継承している歴史ある団

体。毎年、学術・スポーツ分野で優れ

た業績・成績を残した学生を表彰す

る。中大からは２人が大賞を受賞した。

もう一人はスポーツ分野の塩浦慎理

選手（水泳部50ｍ・100ｍ自由形＝法

学部、2014年3月卒業）で、日本選手

権50ｍ自由形を日本記録で制したほ

か、世界選手権の活躍が認められた。

　優秀学生顕彰には全国から98人

の応募があった。
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で、「何者だ？」。事情を知った中大ボ

ランティアがびっくりしたのはいうまで

もない。

　中大勢が活動を終えたあとも、安

原さんは気仙沼市内に一人残った。

相変わらずのテント生活。市内に２週

間滞在し、お盆休みに仙台市へ帰

省。休みが明けると再び大島へ渡っ

た。ここで10日間過ごす。　

　「長くいると大勢の人に出会いま

す」

　地元島民の多くが被災した。家族

の行方が分からず、漁業の仕事を失

いながらも島のため、被災した人たち

のために黙々と働く地元の方々。

　人がいいにもほどがあるというの

で、誰いうとなく「おばか隊」と呼ば

れるようになった。

　がれきの撤去ひとつとっても、気

仙沼市内で処理するより煩雑だ。ガ

ラスはガラス、木材は木材、電化製品

も…。大量のがれきのなかから個々

に分別しなければ島外へ運び出せ

ない。

　無口だけど熱い心の「おばか隊」

に共感した。ふるさと仙台を思う自分

と同じである。

　島を支える「おばか隊」が時に弱

さを見せる。いまにも壊れてしまいそ

うな人たちを学生なりに手助けでき

ないものか。

猛勉強した浪人生活

　「高校は仙台で偏差値の低い学

校です。中央大学の存在も知りませ

んでした」

　オートバイに夢中になり、その購入

費捻出のためアルバイトをする日々。

ボランティアは学校が推進しており、

規定時間を活動すると単位修得と

なる。

　「ほかには草むしりや障がい者を

福祉施設に訪ねたりする程度で。内

申を上げるために生徒会に入る。勉

強もテスト前にするだけでした」

　経済的事情から受験は国公立大

学とした。

　元教師の祖父にあこがれ、教師に

なろうと福島大などを受験したが、残

念な結果になった。父親に頼みこ

み、予備校へ通った。ここで自分を

見つめ直したという。

　「教師となって自分のような高校

生を相手にできるのか。子供は好き

か。疑問が出てきて、何がやりたいの

か考えた。これまでの自分を振り返る

と、やりたいというより、自然とできる

のがボランティアだった。人の助けに

なるようなことがしたい」

　不合格は高校時代にさほど勉強

していなかったからだ。

　「浪人時代は１日13～14時間勉

強しました。朝８時に予備校が開い

て、夜8時に閉まるまで。帰宅後は英

単語を１時間。休んだのは１日だけ、

友だちと遊んだ日でした」

　勉強は基本から学んだ。苦手だっ

た英語、数学が伸びた。成績はみる

みる上がり、MARCH（明治、青山学

院、立教、中央、法政）合格圏に入っ

てきた。予備校で「中央大学入学説

明会」があり、参加した。

　学部の垣根を超えたプログラム・

FLPを知り、国際協力にも興味を

持った。学部は総合政策学部という

のがいい、物事を総合的に判断でき

る人間になれそうだ。

　「私学はダメと言われていました

が、また父親に何回もお願いして、１

校だけならとOKが出た。中大を、総

政を選んでよかったと思います」

一人で始めたことが

　１年の夏休み前。東北へボラン

ティアに行きたい、と言っていた学生

に後期授業が始まって聞くと、行け

なかったとの答。宮城県大島では、

学生に来てほしい、と言われていた。

学生には夢がある。彼らと話

すと我々も明るい気分にな

れるというのだ。

　安原さんは、学生とともに
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を考えた。第1回クルーは10

月後半にスタートした。先方

の受け入れ態勢から参加は

５～６人とした。

　自動車の運転免許をとっ

た。それまで移動はオートバ

イ中心だったが、125ccのバイクで複

数人の移動はさすがに無理だ。

　レンタカーを利用した。日程は授業

期間中が週末利用の１泊２日、長期

休暇中は３泊４日や２泊３日とし、参
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　現地では、がれきの撤去、牡蠣や

帆立の養殖の手伝いといった島民
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　「大島の人たちは心が温かい。学
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てはいけないと考える安原さんに、参
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てくれた。
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中央大学に、権威ある団体から社会貢献分野で「優秀学生」と認め

られ、さらには「大賞」を受賞した学生がいる。総合政策学部４年の

安原元樹さん（宮城県出身）だ。東日本大震災で自らも被災しなが

ら、気仙沼市の対岸にある島、「大島」の復興に寄与した。

表彰式・祝賀会で、平山学生部長（右）と安原さん

「チーム次元」ホームページ
http://oshimav.wix.com/team-jigenより

学生を引率して被災地ツアーを実施し始めた頃、「おばか隊」、長期ボランティア、学生ボランティアの皆さんと（2011年11月）

なっていた。

　「学生からあまり高くとってはいけ

ないと思っていましたが、４回の参加

費が総額５万円ほどで交通費が25

万円…」

　金銭面の負担のほか、一人でで

きることに限界を感じつつあった。参

加者への呼びかけにチラシを300枚

作り、総合政策学部の周辺で配っ

た。参加者への説明会、現地の最

新情報を把握してホームページを更

新する、ブログやTwitter（短文投

稿サイト）も書いた。

　孤軍奮闘する安原さんはひげが

伸び放題だった。風貌が漫画『ルパ

ン三世』の登場人物で、あごひげを

蓄えた男『次元大介』に似ていること

から次元と呼ばれ、その集まりをチー

ム次元と命名した。参加者は中大に

限らず、創価大、早大、東京経済

大、神田外語大など広がりを見せて

いる。

　週末や夏休み、春休みを利用し

た参加者は100人を超えた。大島と

学生の結び付きは深まり、活動内

容も評価され、電通育英会や住友

商事などから支援を受けるまでに

なった。

　「僕は協調性とか団体行動が苦

手で、一人で行動してきました。大島

の人たちと触れ合って、人のよさに

じーんときて、綺麗な風景もあって、

ボランティア志望の学生を連れてい

きたいと思う気持ちから始まったの

が、確立されてきました」

　宮城県大島への気持ちを持ちな

がら、安原さんはいま、東南アジアの

タイ北部へ目を向けている。貧困層

の子供たちを人身売買から保護す

るNGO（非政府組織）でボランティア

活動をするためだ。

（写真提供＝本人）

被災島民復興の ために働いた　
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仙沼入りした。

　125㏄の小さなスクーターに荷物を

いっぱい積め込んだ。自慢の400㏄

オートバイは入学金の足しにするた

め、やむなく売却していた。

　７月末から同市内でテントを張り、

ボランティア活動をした。８月初旬、中

大からも夏休みを利用した震災ボラ

ンティアが大島へ向かっていた。気

仙沼市内で合流すると、中大バスの

高校生時代にバイト代を全てつぎ込んで
乗っていた2台（2009年9月）

東京から気仙沼まで移動したスクーターに乗って
（2011年8月）

大島島民、「おばか隊」の方 と々（2011年8月）

学生を引率して行った被災地ツアー活動（2012年10月） ボランティアで出会った仲間と「おばか隊」の方（2011年8月）

大島でがれき撤去をしている（2011年8月）
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ンティアサークルひつじぐも」と決めて

いた。

　気になる東北へはゴールデン

ウィークに石巻へ、東松島へも。６月

に再び東松島へ、まだ残る泥を処

理した。

　気仙沼市内のボランティアセンター

で、活動するためのテントが張れると

聞いた。前期試験終了の翌朝から自

らのオートバイで約10時間かけて気

け、住まいでは地域住民の絶大なる

支援を頂いた。引越にも大学職員が

車で駆け付けてくれた。

ボランティアのサークルへ
　

　「無事入学が叶って、僕がするこ

とは勉強です。震災の避難所でも、

大学進学を応援していただいた」　

　サークルは入学前から「国際ボラ

…、でも…、なんとかしなくちゃいけな

い」

　公民館からテントを借りて、給水所

に並ぶ被災者の長い列の屋根代わ

りとした。「最初のうちは何をしたらい

いのか、まったくわからなくて」。災害

ボランティアの情報を聞き、友人と伯

父伯母とともに名所松島へ泥かきに

行った。仙台市にボランティアセン

ターが立ち上がると、がれきの撤去を

何日も手伝った。

　学費援助を引き受けてくれた祖父

母も被災した。学費は急きょ諸々の

補修費に回すこととなった。

　「大学にはいけないな」

　あきらめかけていた気持ちで中大

へ電話をかけた。事情を話すと「お

金のことは心配しなくていいですよ。

東京まで来てください。何とかしま

す」と職員が励ましてくれた。　　　

　「絶望の中に一筋の光が差したと

思いました」と安原さん。

　上京するまでにも多くの人の力を

借りて、ようやく多摩キャンパスに辿

り着いた。その後は大学の援助を受
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山形県の缶詰工場でアルバイトをし
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ました。仙台駅は東京の例に漏れず

閉鎖となって交通機関はストップ。家

まで10㎞ほどの距離に３時間くらい

かかったでしょうか」

　家族は無事だった。仙台市の実家

は倒壊を免れたとはいえ、冠水して生
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近くの多賀城市に住む伯父宅に身を

寄せた。ここに１カ月ほど世話になっ

た。この間、朝から携帯電話を持って

周囲を見て回り、写真を撮った。

　「映画のシーンかと思いました。自

分が知っている街ではなくなってい

て、涙も出てこない。どうなるんだろう

　独立行政法人・日本学生支援機構

は昨年12月７日、平成25年度の優秀

学生顕彰・社会貢献分野で大賞を受

賞した中大の安原元樹さんを表彰し

た。中大生が同分野で受賞するのは

初めてだった。

　日本学生支援機構とは、日本育英

会の事業を継承している歴史ある団

体。毎年、学術・スポーツ分野で優れ

た業績・成績を残した学生を表彰す

る。中大からは２人が大賞を受賞した。

もう一人はスポーツ分野の塩浦慎理

選手（水泳部50ｍ・100ｍ自由形＝法

学部、2014年3月卒業）で、日本選手

権50ｍ自由形を日本記録で制したほ

か、世界選手権の活躍が認められた。

　優秀学生顕彰には全国から98人

の応募があった。
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後ろを追いかけるかたちになった。バ

スではスクーターが話題になったよう

で、「何者だ？」。事情を知った中大ボ

ランティアがびっくりしたのはいうまで

もない。

　中大勢が活動を終えたあとも、安

原さんは気仙沼市内に一人残った。

相変わらずのテント生活。市内に２週

間滞在し、お盆休みに仙台市へ帰

省。休みが明けると再び大島へ渡っ

た。ここで10日間過ごす。　

　「長くいると大勢の人に出会いま

す」

　地元島民の多くが被災した。家族

の行方が分からず、漁業の仕事を失

いながらも島のため、被災した人たち

のために黙々と働く地元の方々。

　人がいいにもほどがあるというの

で、誰いうとなく「おばか隊」と呼ば

れるようになった。

　がれきの撤去ひとつとっても、気

仙沼市内で処理するより煩雑だ。ガ

ラスはガラス、木材は木材、電化製品

も…。大量のがれきのなかから個々

に分別しなければ島外へ運び出せ

ない。

　無口だけど熱い心の「おばか隊」

に共感した。ふるさと仙台を思う自分

と同じである。

　島を支える「おばか隊」が時に弱

さを見せる。いまにも壊れてしまいそ

うな人たちを学生なりに手助けでき

ないものか。

猛勉強した浪人生活

　「高校は仙台で偏差値の低い学

校です。中央大学の存在も知りませ

んでした」

　オートバイに夢中になり、その購入

費捻出のためアルバイトをする日々。

ボランティアは学校が推進しており、

規定時間を活動すると単位修得と

なる。

　「ほかには草むしりや障がい者を

福祉施設に訪ねたりする程度で。内

申を上げるために生徒会に入る。勉

強もテスト前にするだけでした」

　経済的事情から受験は国公立大

学とした。

　元教師の祖父にあこがれ、教師に

なろうと福島大などを受験したが、残

念な結果になった。父親に頼みこ

み、予備校へ通った。ここで自分を

見つめ直したという。

　「教師となって自分のような高校

生を相手にできるのか。子供は好き

か。疑問が出てきて、何がやりたいの

か考えた。これまでの自分を振り返る

と、やりたいというより、自然とできる

のがボランティアだった。人の助けに

なるようなことがしたい」

　不合格は高校時代にさほど勉強

していなかったからだ。

　「浪人時代は１日13～14時間勉

強しました。朝８時に予備校が開い

て、夜8時に閉まるまで。帰宅後は英

単語を１時間。休んだのは１日だけ、

友だちと遊んだ日でした」

　勉強は基本から学んだ。苦手だっ

た英語、数学が伸びた。成績はみる

みる上がり、MARCH（明治、青山学

院、立教、中央、法政）合格圏に入っ

てきた。予備校で「中央大学入学説

明会」があり、参加した。

　学部の垣根を超えたプログラム・

FLPを知り、国際協力にも興味を

持った。学部は総合政策学部という

のがいい、物事を総合的に判断でき

る人間になれそうだ。

　「私学はダメと言われていました

が、また父親に何回もお願いして、１

校だけならとOKが出た。中大を、総

政を選んでよかったと思います」

一人で始めたことが

　１年の夏休み前。東北へボラン

ティアに行きたい、と言っていた学生

に後期授業が始まって聞くと、行け

なかったとの答。宮城県大島では、

学生に来てほしい、と言われていた。

学生には夢がある。彼らと話

すと我々も明るい気分にな

れるというのだ。

　安原さんは、学生とともに

大島へ行く震災ボランティア
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そうだったの！？

人。お金がなくとも勇気・やる気が出

てくる。

　東京・文京区の北野神社境内に

ある太田神社には貧乏神について

の記述がある。その御由緒が興味

深い。北野神社公式サイトから引用

する。「昔々、小石川の三百坂の処

に住んでいた清貧旗本の夢枕に

一人の老婆が立ち、『わしはこの家

に住みついている貧乏神じゃが、

居心地が良く長い間世話になって

おる。そこでお礼がしたいのでわし

の言うことを忘れず行うのじゃ…』」

と告げた。

　正直者の旗本はそのお告げを

忘れず、実行した。すると、たちまち

運が向き、清貧旗本はお金持ちに

なる。

　そのお告げとは――。

　「毎月、１日と15日と25日に赤飯

と油揚げを供え、わしを祭れば福を

授けよう…」

　成功者は聞く耳をもち、約束を守

る、チャレンジ精神がある、信心深

い…。できそうなことを実践すれば、

いい結果をもたらすと受け取れる。

　貧乏神が、いいことを教えてく

れた。

　七福神と同じくらい有名（！？）な

のが貧乏神である。ついていない、

うまくいかない、いつも金がない…。

ないないづくしの御仁は、きっと自

分には貧乏神がついていると嘆く。

　貧乏神神社があった。長野県飯

田市に1998年に建立されたもの

で、名前のユニークさでマスコミから

取材攻勢を受けている。

　説法には、こうある。「貧乏とはお

金のことではない！　こころの問題

です」「こころの貧しい人が一番の

貧乏人です」

　うなずく人、目からウロコと感じる

言葉や国語について考えるこの欄は、文化庁の「国語に関する世論調査」などを参考にしている。

第 10 回

福の神になった貧乏神

の高裁長官だった。昨年６月から人

事院人事官を務めていた。

　裁判官時代は、医療機関と裁判

所の協議会を設けて医療訴訟の審

理促進に取り組み、裁判所職員や

法律家の人材育成、能力開発に携

わってきた。今後も子育て経験を生

かし、国家公務員が誇りと使命感を

持って意欲的に仕事ができる環境

作りを目指すという。

みになれば、これ以上うれしいことは

ありません。能力の高い女性が責任

の重いポストに就くのは有意義です」

などと就任の記者会見でメディアに

語った。

　中大卒業後は72年に司法修習

生となり、74年に判事補。裁判所職

員総合研修所初代所長、水戸地裁

所長、東京高裁部総括判事などを

経て仙台高裁長官に。女性で２人目

　国家公務員の人事管理を担う人

事院の第12代総裁に一宮なほみ氏

が就任した。４月12日付。一宮総裁

は1971年、中央大学法学部を卒業

した。

　人事院総裁は、衆参両院の同意

を得て任命された３人の人事官のな

かから内閣が選任するもので、同月

14日、一宮氏は安倍晋三首相から

辞令を交付された。

　首相が成長戦略に掲げる「女性

登用」の一環とみる向きもあるが、一

宮氏は「女性を特に意識したことは

ありません。これまで積み上げてきた

結果が就任につながったと思いま

す。自分の存在が後に続く女性の励

た。明星大ボランティアセンターとの共

催。八王子市と日野市の社会福祉協

議会の協力を得た。

　福原紀彦学長の開会あいさつの

後に、関西学院大災害復興制度研

究所の山中茂樹氏が「これまでの災

害から考える、事前復興という街づく

り」をテーマに基調講演。その後、中

大法学部の中澤秀雄教授をコーディ

ネーターに、学生ボランティアの力につ

いて討議した。

　会場座席には、非常用飲料水と備

食カンパンが用意され、災害に備え

る、被災と向き合う姿がクローズアップ

されていた。

　学生たちは現地で復旧の遅れや

人々の悲しみを目の当たりにし、自分

の目で見て考えることの大事さに気付

き、現地の人と共に新たな街づくりを

願い、現地に通い続けている。

　ボランティアセンターでは、「クリーン

作戦」として、ごみ拾い運動を９回実

施、述べ59人が街をきれいにした。展

示発表などのイベントも15回開き、述

べ187人が運営に携わった。

●

　シンポジウムは「学生だって地域の

力」をスローガンに、「災害から日常の

支え合いへ、学生ボランティアの力と

わがまちの防災力UP」と意義づけ

学生のボランティア活動を支援する中央大学ボランティアセンターが設立１周年を迎え、
６月14日、多摩キャンパスで記念シンポジウムを開いた。

　同センターは昨年4月1日にスタート。

東日本大震災で被災した岩手県宮

古市や宮城県気仙沼市など各地の

復興支援活動に継続的に取り組ん

でいる。

　震災から4年目となり、世間では震

災の記憶が風化する一方だが、中大

生は1年生も続々と活動に加わり、５

月末の被災地スタディツアーには22人

が参加した。

　学生の活動先は、岩手県宮古市、

大槌町、宮城県気仙沼市、南三陸

町、女川町、石巻市、仙台市、福島県

相馬市の８市町村に広がる。この１年

で31回、延べ225人が参加した。

　同学長と平山学生部長から「学部を代表とする優

秀な人を対象とし、給付後にも学生の成長とともに皆

さんの活動が学内を活性化させることに期待した未

来型の奨学金制度です」と激励された。

　同制度の出願は春期。出願資格は学部ごとに異

なり、学部ごとに特色ある審査を実施している。給付

金額は学長賞が授業料相当額の半額。

　問い合わせは各学部事務室へ。

　2014年度に新設された中大の奨学金制度「学長

賞・学部長賞給付奨学金」奨学生を称える表彰式と

交流会が６月23日夕、多摩キャンパスで行われた。

　全６学部の学長賞受賞者計６人をはじめ、奨学生

が一人ひとり、自信と誇りを持ち、交流によって刺激

を受け、モチベーションのさらなる向上などを目指した

行事である。福原学長、６学部の学部長、奨学委員ら

が参加した。

■「女性の活躍」重要、７割が応援

日本生命の３月の調査によると、日本経済の発展、安倍内閣が提唱する成長戦略として
女性が活躍する社会が「重要」と答えた人は全体の72.4％に上がった。女性が活躍する
ために必要なこととして、「女性自身の能力・経験」と答えた人が58.2％で最も多かった。
次に「女性自身の意識・姿勢」が続いた。環境づくりのほか、女性の努力も求められている
ことが分かった。

女性初の人事院総裁
「学生だって地域の力」中大OGの一宮なほみ氏

ボランティアセンター設立１周年

記念シンポジウム開催

「学長賞・学部長賞給付奨学金」新設
奨学金制度見直し

６月23日に初の表彰式、交流会開く

2014年春の叙勲で
旭日大綬章に須藤正彦氏が受章

氏　　名 年令章　名 卒業年 卒業学部 役　　職　　名

2014年の春の叙勲が4月29日付で発表され、元最高裁判事の須藤正彦氏が旭日大綬章を受章した。
本学関係者は次のとおり。（中綬章以上、敬称略）

旭日大綬章

旭日重光章

旭日重光章

瑞宝重光章

旭日中綬章

旭日中綬章

旭日中綬章

旭日中綬章

瑞宝中綬章

瑞宝中綬章

瑞宝中綬章

瑞宝中綬章

瑞宝中綬章

法 学 部 卒

法 学 部 卒

経済学部卒

法 学 部 卒

法 学 部 卒

法 学 部 卒

法 学 部 卒

経済学部卒

法 学 部 卒

法 学 部 卒

法 学 部 卒

法 学 部 卒

法 学 部 卒

元最高裁判事

元文科副大臣

元衆議院議員

元札幌地検検事正

元日弁連副会長

元大田原市長

元衆議院議員

元全国青色申告会総連合会会長

元防衛研究所長

元最高検検事

元福島地検検事正

元四国財務局長

元広島地検検事正

須藤　　正彦 　　71  昭和41年

稲葉　　大和 　　70  昭和41年

砂田　　圭佑 　　80  昭和32年

大久保　慶一 　　70  昭和43年

大国　　和江 　　75  昭和36年

千保　　一夫 　　71  昭和41年

福永　　信彦 　　70  昭和41年

細野　　博導 　　78  昭和33年

草津　　辰夫 　　72  昭和40年

小林　　域泰 　　70  昭和41年

鹽野　　健彦 　　70  昭和43年

戸塚　　正則 　　70  昭和42年

吉岡　　征雄 　　70  昭和42年
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　今春、ようやく私は決心した。私は、東北に足を踏み

入れることに決めた。私は３月に中央大学学生課が企

画した「被災地スタディーツアー」で宮城県女川町を訪

れた。

　女川町は、東日本大震災により壊滅的な被害を受け

た場所だということは知っていた。震災から３年がたち、

いわゆる「復興」がどこまで進んでいるのか関心があり、

自分の目で見ようと思い、応募した。

　ツアーに参加する以前の私は、授業に出てそれなりに

学び、サークルに行き、適度に遊び、アルバイトをするよう

な生活だった。

　資格取得の勉強をするわけでもなく、インターンや留学

など自分にプラスになるであろうこともしていない。自分が

誇れるような活動を、大学生活の中で何もしていないこ

とに気付いた。

　「震災のあった東北に行ってみたい」とは思っていた

ので、そんな活動はないだろうか、と情報を探したことは

あった。

　これまで現地に足を踏み入れたことはなかった。自分

から踏み込む勇気が足りなかったように思う。しかし今回

は、東北の現状を知りたい、また自分が成長するために、

やるなら今しかないという思いが強く、私はやっとアクショ

ンを起こした。こうして、ツアーに参加することとなった。

　女川町では住民の方々に震災当時のこと、復興へ

の考え方などを話していただいた。町の中がどうなってい

るのか見て回った。現地の方は優しく接してくれた。料

理はおいしかったし、宿泊場所の居心地は素晴らしかっ

た。とても良い町だった。

　ツアーを通して感じたのは、まず、私は多くのことにつ

いて無知であった。例えば、行く前は、現地の写真を見

ても、「復興は３年たっても上手く進んでいないんじゃな

いか」と思っていた。

　しかし今は、今後津波が来ても被害を減らせるよう

に、かさ上げをしている最中で、工事が続けられていると

知った。女川町は町の83％を失ったそうだが、その失っ

た分で新しく都市計画ができるから、物事の進み具合は

早いという。

　私は復興が遅れているという趣旨の特集や、それに

ついてのコメンテーターの発言を見聞きして、「復興は進

んでいない」というイメージがあった。被災した方々がそう

話しているケースもあるので、遅れているというのは本当

なのかもしれない。

　ただ、現地関係者が懸命に取り組んでいるのを目の

当たりにし、よそから来た私が、そう簡単に「復興は進ん

でいない」と思うべきではない、と今は感じている。

　また、現地の方々から、「県外の人に女川町に来てほ

「きのうきょう」●◆■コ ラ ム

女川町訪問記録 文＆写真　学生記者　中村亮士（商学部２年）

熊野神社から女川町を望む

39

忘れない2011.3.11

しい」という声を多く聞いた。「今、女川町で何が起きて

いるのか、住民がどんな気持ちで暮らしているのか感じ

てほしい」「何度も訪れて、前とどこが変わったか感じて

ほしい」と話していた。

　そこで、5月末に再び女川町を訪れたのだが、2カ月

たっても町並みは大きくは変わっていなかった。復興を

成し遂げるにはもう少し年月が必要だろう。ただ、工事は

なお続けられていたし、現地の方の懸命に取り組む姿

勢は変わっていないように見えた。

　だから、遠くない将来、「復興した」という声が聞けるか

もしれないと感じたし、そうなってほしいと願っている。こ

れからも町が復興へ向かう様子を、足を運んで自分の目

で見続けていきたいと思った。

　私が3月のツアーに参加して心に残っているのが、現

地で町づくりに尽力されている方が口にされていた、「誰

かのためではなく、自分の夢のために、志を持った人間

になってほしい」という言葉だ。

　「志」とは、心に決めた目標のこと。私はツアーを契機

に、自分の将来について考えることができた。それを頭に

描きながら、この経験を良いステップとして、これから自分

が何か誇れるようなことをしていけるように、大学生活で

努力していく。心に決めた。

　最後に、皆さんは被災地支援についてどういう思いを

お持ちだろうか。

　これまでに支援をしてきたという人、何かしたいとは思

うけれど行動できずにいた人もいるかもしれない。もとも

と後者だった私が偉そうに言えることではないが、まずは

「被災地について知る」ことが大切だと思っている。

　震災時何があったのかを学んで、機会があれば現地

に足を運んでみて、実情を知ってほしいと思う。このコラ

ムを見て、少しでも関心を持っていただけたのなら幸い

である。

学内配布場所一覧

中大生が作る中大生のための情報誌『HAKUMON Chuo』は、
各キャンパスの以下の場所で配布しています。
ぜひ手に取って読んでみてください。

●多摩キャンパス
　各学部・大学院事務室
　学生部
　図書館
　グリーンテラス
　キャリアセンター
　学友会
　国際センター
　生協２階
　入学センター
　炎の塔

●後楽園キャンパス
　理工学部事務室
　生協
　ビジネススクール事務室

●市ヶ谷キャンパス
　ロースクール事務室

●市ヶ谷田町キャンパス
　総合インフォメーションカウンター
　アカウンティングスクール事務室

●駿河台記念館
　駿河台記念館1階ロビー

2014夏号

後、NPO「阪神高齢者・障害者支

援ネットワーク」などを立ち上げ、災害

看護活動に力を注いできた。

　2011年東日本大震災では、気

仙沼市内で２番目に世帯数の多

い仮設住宅で、365日24時間体制

の見守りボランティア活動を行って

いた。

　新潟中越地震、トルコ、中国・四

川、ハイチなど国内外で被災地支援

を展開していた。

　中央大学被災地支援学生団体

「はまらいんや」が活動する、気仙沼

市面瀬中学校仮設住宅で、学生た

ちのボランティア活動を指導・支えてく

ださったNPO日本ホスピス・在宅ケア

研究会副理事長の黒田裕子さんが

９月24日、肝臓がんのため死去した。

73歳だった。

　黒田さんは、兵庫県宝塚市立病

院の副総婦長として1995年阪神大

震災時、被災者救援にあたり、その

む現場を変えていく勇気と志を受け取りました。

　それら学生の著しい成長ぶりが認められ、2013年４月

ボランティア活動を継続していくために「ボランティアステー

ション（2014年４月センターに改称）」が誕生しました。

　黒田さんから言葉をいただくことができた学生は今日ま

で延べ100人以上になります。今では面瀬の方から「中央

大の学生さん」として信頼してもらい、本音を吐露していた

だけたり、地域の行事に呼ばれたり、つながりが深まって

います。

　黒田さんがこの３年間で与えてくださったものを育て、次

代につなげていけるように、学生たちと共に活動に努めて

いきます。

　ご冥福を心よりお祈り申し上げます。

（ボランティアセンター　コーディネーター　松本真理子）

　黒田さんとの出会いがなければ、中央大学に「ボラン

ティアセンター」は生まれなかったといっても過言ではあり

ません。

　2011年、大学の体制がままならない状態で学生たちの

活動先を探していた時、受け入れてくださったのが黒田さ

んたちでした。

　失敗の許されない現場で、気持ちはあっても何も知らな

い学生たちを、黒田さんは時に厳しく叱り、時に学生自身

の良さを気付かせ、彼らの将来のために情熱を注いでく

れました。

　それは学生たちにとって「どんな大人よりも真剣に自分

に言葉をかけてくれた人」であり、活動を通して学生たち

は状況から課題を察知する気付きの力を得、相手の力を

引き出すコミュニケーション力を高め、制度の狭間で苦し

　「黒田さんに教えていただいた、『被災者である前に一

人の人間であることを忘れない』という基本姿勢を常に

忘れず、後輩にもしっかりと引き継いでいきます。数々の

貴重な学びを誠にありがとうございました」

手塚文裕（はまらいんや代表・法学部2年） 

　「相手に何かしてあげられると思ったら大間違い。相

手に寄り添い、気持ちを分かろうとする自分がいるという

ことが、相手にとって大事なことなのだと、教えていただき

ました」　

大和田茉穂（法学部３年）

　「黒田さんは私たちに『次の社会を担う者の一人』とし

て多くの学びをくださいました。志半ばでご逝去された先

生の思いを感じながら、震災後の３年間に学んだことを、

仲間とともにこれからの人生と社会に生かしたいと思い

ます。ご冥福をお祈りいたします」

宮崎汐里（文学部４年）

　「ボランティアとして人と向き合う上で、『対被災者』で

はなく、その人の暮らし、背負うもの、これまでの生きざま

を受け止め、一人の人間として寄り添うように向き合う姿

勢を黒田さんのすべてから学ばせて頂きました」　　

喜久里彩芳（法学部４年）

　「時に叱られ、時に励まされ、大きな愛情で私たちを包

みこんでくださった黒田さん。被災地のため、昼夜をおか

ず奔走するそのお姿を忘れることができません。そんな黒

田さんの熱い思いを自分の中で再び目覚めさせ、精いっ

ぱい職務に励んでいきます」

白倉隆之介（前はまらいんや代表、2013年度卒、総務省）

　「黒田さんは『仮設住民の力』であり続け、若い学生

には『人が人に向き合うとはどういうことか』インスパイア

する存在でした。命が尽きる最後の夏まで中大生を可愛

がり対峙してくださったこと、感謝します」

中澤秀雄（法学部教授）

阪神大震災の被災者支援

中大生にはボランティア活動教える

中大法科大学院から合格者
■大学院別合格者数

①早稲田大学法科大学院　　　172人

②中央大学法科大学院　　　　164人

③東京大学法科大学院　　　　158人

④慶應義塾大学法科大学院　　150人

⑤京都大学法科大学院　　　　130人

人164

黒田裕子さん死去  73歳

司法試験合格者発表

評伝 黒田裕子さんが遺したもの

黒田さん追悼コメント

（注）合格者100人以上の大学院。全国の合格者は1,647人。

平成26年の司法試験合格者が９月９日、
法務省から発表された。
中央大学法科大学院は164人の合格者だった。
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後、NPO「阪神高齢者・障害者支

援ネットワーク」などを立ち上げ、災害

看護活動に力を注いできた。

　2011年東日本大震災では、気

仙沼市内で２番目に世帯数の多

い仮設住宅で、365日24時間体制

の見守りボランティア活動を行って

いた。

　新潟中越地震、トルコ、中国・四

川、ハイチなど国内外で被災地支援

を展開していた。

　中央大学被災地支援学生団体

「はまらいんや」が活動する、気仙沼

市面瀬中学校仮設住宅で、学生た

ちのボランティア活動を指導・支えてく

ださったNPO日本ホスピス・在宅ケア

研究会副理事長の黒田裕子さんが

９月24日、肝臓がんのため死去した。

73歳だった。

　黒田さんは、兵庫県宝塚市立病

院の副総婦長として1995年阪神大

震災時、被災者救援にあたり、その

む現場を変えていく勇気と志を受け取りました。

　それら学生の著しい成長ぶりが認められ、2013年４月

ボランティア活動を継続していくために「ボランティアステー

ション（2014年４月センターに改称）」が誕生しました。

　黒田さんから言葉をいただくことができた学生は今日ま

で延べ100人以上になります。今では面瀬の方から「中央

大の学生さん」として信頼してもらい、本音を吐露していた

だけたり、地域の行事に呼ばれたり、つながりが深まって

います。

　黒田さんがこの３年間で与えてくださったものを育て、次

代につなげていけるように、学生たちと共に活動に努めて

いきます。

　ご冥福を心よりお祈り申し上げます。

（ボランティアセンター　コーディネーター　松本真理子）

　黒田さんとの出会いがなければ、中央大学に「ボラン

ティアセンター」は生まれなかったといっても過言ではあり

ません。

　2011年、大学の体制がままならない状態で学生たちの

活動先を探していた時、受け入れてくださったのが黒田さ

んたちでした。

　失敗の許されない現場で、気持ちはあっても何も知らな

い学生たちを、黒田さんは時に厳しく叱り、時に学生自身

の良さを気付かせ、彼らの将来のために情熱を注いでく

れました。

　それは学生たちにとって「どんな大人よりも真剣に自分

に言葉をかけてくれた人」であり、活動を通して学生たち

は状況から課題を察知する気付きの力を得、相手の力を

引き出すコミュニケーション力を高め、制度の狭間で苦し

　「黒田さんに教えていただいた、『被災者である前に一

人の人間であることを忘れない』という基本姿勢を常に

忘れず、後輩にもしっかりと引き継いでいきます。数々の

貴重な学びを誠にありがとうございました」

手塚文裕（はまらいんや代表・法学部2年） 

　「相手に何かしてあげられると思ったら大間違い。相

手に寄り添い、気持ちを分かろうとする自分がいるという

ことが、相手にとって大事なことなのだと、教えていただき

ました」　

大和田茉穂（法学部３年）

　「黒田さんは私たちに『次の社会を担う者の一人』とし

て多くの学びをくださいました。志半ばでご逝去された先

生の思いを感じながら、震災後の３年間に学んだことを、

仲間とともにこれからの人生と社会に生かしたいと思い

ます。ご冥福をお祈りいたします」

宮崎汐里（文学部４年）

　「ボランティアとして人と向き合う上で、『対被災者』で

はなく、その人の暮らし、背負うもの、これまでの生きざま

を受け止め、一人の人間として寄り添うように向き合う姿

勢を黒田さんのすべてから学ばせて頂きました」　　

喜久里彩芳（法学部４年）

　「時に叱られ、時に励まされ、大きな愛情で私たちを包

みこんでくださった黒田さん。被災地のため、昼夜をおか

ず奔走するそのお姿を忘れることができません。そんな黒

田さんの熱い思いを自分の中で再び目覚めさせ、精いっ

ぱい職務に励んでいきます」

白倉隆之介（前はまらいんや代表、2013年度卒、総務省）

　「黒田さんは『仮設住民の力』であり続け、若い学生

には『人が人に向き合うとはどういうことか』インスパイア

する存在でした。命が尽きる最後の夏まで中大生を可愛

がり対峙してくださったこと、感謝します」

中澤秀雄（法学部教授）

阪神大震災の被災者支援

中大生にはボランティア活動教える

中大法科大学院から合格者
■大学院別合格者数

①早稲田大学法科大学院　　　172人

②中央大学法科大学院　　　　164人

③東京大学法科大学院　　　　158人

④慶應義塾大学法科大学院　　150人

⑤京都大学法科大学院　　　　130人

人164

黒田裕子さん死去  73歳

司法試験合格者発表

評伝 黒田裕子さんが遺したもの

黒田さん追悼コメント
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資

料

編
仙台市
●

女川町

省点である。

　人前で発表する、伝えることは容

易ではない。現地で学んだことを整

理して発信できなければ意味がない

ことを痛感した。

　今回学んだことを自分の糧とし、

反省すべき点は反省して、私自身の

成長につなげていきたい。

　そもそもインターンシップとは、端的

に言えば「就業体験」である。では

「働く」とはどういうことか。高橋社長

が話してくださった。

　「働くことは喜びに繋がる。つまら

ないと思って仕事をしても感動は生

まれない」

　数年後、私は社会に出て働く。仕

事を面白いと思い、感動を生み出せ

る社会人を目指したい。

めた同社は、震災直後から町の司

令塔としての役割を果たした。

　インターンでは、復興を目指す高橋

正典社長や多くの社員に、町や会

社への思いを詳しく聞かせていただ

いた。実際の作業の体験、工場内の

見学、魚市場へも同行させてもらっ

た。忙しい最中、時間を割いてくだ

さった方々には感謝の気持ちでいっ

ぱいだ。

　印象に強く残ったのは、高政が地

域貢献を重視していることである。

購入した放射能測定器を周辺企

業に貸し出し、震災直後は避難

所にかまぼこを毎日届けた。

　「目先の利益ばかりを見てい

ると足元をすくわれる」「私たち

は女川町に生かされている」

という言葉を重く受け止めた。

　企業が永続するために必

要なのは、利益だけではな

いと学んだ。

●

　大学内での、このイン

ターンに関する報告会で

のこと。説明すべきことが

抜けていたり、言いたい

ことが言葉で表現できなかったり、納

得できる内容ではなかった。私の反

　初日は石巻市や女川町を見て回

り、2日目～5日目までが企業でのイン

ターン。最終日は報告会。他大学の

学生を含めた参加者全員で、それぞ

れの企業を訪問した内容、感想を発

表する。

　お世話になった高政は、1937（昭

和12）年に創業された女川町随一

の企業である。東日本大震災で、町

は地震と津波により壊滅的な被害を

受けた。被害を最小限度に食い止

【被災地レポート】

インターン最終日の報告会で使用した模造紙

復興支援 宮城県女川町
かまぼこ会社
インターン体験記

学生記者　中村亮士（商学部２年）

人材育成、市民生活の質の向上、
地域の発展などを目的とし、加盟す
る大学間や大学と市民・企業・行政
などと連携した取り組みを推進する
機関。学都仙台コンソーシアム（協
会、連合）と呼ぶ。被災地の高等教
育機関や県内の自冶体などと協力
して、地域に貢献できる人材を育成
することで、大震災からの復興に寄
与する。

■復興大学

2011.3.11Close up

域貢献を重

購入した放

業に貸し

所にかま

　「目先

ると足元

は女川

という

企

要な

いと

タ

の

抜

ことが言葉で

得できる内容

受 被害 最小限 食

インターン最終日の報告会で使用した模造紙

宮城県牡鹿郡女川町にある、かまぼこ製造会社『高政』で、

復興大学（別稿参照）が主催するプログラム「復興支援インターン（就業体験）」に参加した。

大学２年、夏休みの出来事だ。
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草のみどり

5

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日

皆
さ
ん
は
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た

時
、
何
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
学
校

の
授
業
、
仕
事
、
買
い
物
な
ど
ご
く
当

た
り
前
の
時
を
過
ご
し
て
い
た
は
ず
だ
。

私
は
あ
の
時
高
校
二
年
生
。
部
活
を
終

え
て
友
達
と
別
れ
、
駅
へ
向
か
う
途
中

だ
っ
た
。
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
歩
い
て

い
る
と
、
突
然
強
烈
な
揺
れ
に
襲
わ
れ

た
。
電
柱
は
し
な
り
、
地
面
の
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
は
割
れ
た
。
私
は
音
楽
を
止
め
、

灯
油
を
載
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
倒

れ
な
い
よ
う
に
支
え
て
い
る
お

じ
さ
ん
を
手
伝
っ
た
。
そ
の
日

か
ら
数
日
は
電
気
が
使
え
ず
、

親
戚
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
。
通

電
し
て
か
ら
、
こ
の
地
震
が
ど

れ
ほ
ど
大
き
な
被
害
だ
っ
た
の

か
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
た
が
、

同
じ
日
本
、
そ
れ
も
地
元
・
岩

手
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
だ
と

は
到
底
思
え
な
か
っ
た
。
私
が

暮
ら
す
街
は
内
陸
部
で
、
被
害

は
小
さ
い
方
だ
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
こ
の
先
の
生
活
が
不
安
だ

っ
た
。
だ
が
そ
ん
な
不
安
も
時

が
た
つ
に
つ
れ
薄
れ
、
ニ
ュ
ー

ス
で
流
れ
る
震
災
の
映
像
は
他
人
事
で
、

何
と
な
く
震
災
を
理
解
し
た
よ
う
な
気

に
な
っ
て
、
大
学
受
験
生
と
い
う
日
常

に
戻
っ
て
い
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
た
き
っ
か
け

震
災
か
ら
三
年
が
過
ぎ
、
大
学
三
年

生
に
な
っ
た
。
将
来
を
考
え
る
と
、
私

は
岩
手
の
た
め
に
働
き
た
い
と
漠
然
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
高
校
生
の
頃
は

地
元
を
好
き
で
は
な
か
っ
た
。
遊
び
場

は
な
い
、
流
行
の
も
の
は
そ
ろ
っ
て
い

な
い
、
好
き
な
バ
ン
ド
の
ツ
ア
ー
も
な

ぜ
か
岩
手
だ
け
来
な
い
。
早
く
上
京
し

た
か
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
東
京
暮

ら
し
を
始
め
て
み
る
と
、
帰
省
の
折
に

は
「
岩
手
が
落
ち
着
く
。
岩
手
も
良
い

じ
ゃ
ん
」
と
感
じ
た
。
流
れ
る
時
間
の

穏
や
か
さ
や
、
方
言
の
温
か
さ
、
自
然

が
多
い
と
こ
ろ
な
ど
、
東
京
に
は
な
い

良
さ
に
気
付
い
た
。「
こ
の
土
地
を
も
っ

と
良
く
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
わ

き
上
が
っ
た
。
そ
ん
な
時
中
央
大
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、
被
災
企
業

で
イ
ン
タ
ー
ン
を
す
る
「
復
興
支
援
イ

ン
タ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
た
。
将
来
自
分
が
岩
手
で
働
く

う
え
で
、
被
災
地
で
頑
張
っ
て
い
る
企

横
倒
し
の
ビ
ル

震
災
の
風
化
を
防
ぐ
た
め
に

経
済
学
部
公
共
・
環
境
経
済
学
科
三
年

　

田
村

　
恒
介
︵
岩
手
県
立
花
巻
北
高
校
︶

石巻・女川で復興支援に参加！
水産加工会社へのインターンで

ボランティアセンターから

6

業
に
行
く
と
い
う
経
験
は
こ
の
先
役
に

立
つ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
と
、

ニ
ュ
ー
ス
で
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
被

災
地
を
し
っ
か
り
こ
の
目
で
見
て
、
自

分
の
中
に
と
ど
め
て
こ
よ
う
と
い
う
二

つ
の
思
い
か
ら
、
私
は
参
加
す
る
こ
と

に
決
め
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
て
み
て

私
が
お
世
話
に
な
っ
た
企
業
は
、
宮

城
県
女
川
町
の
水
産
加
工
会
社
㈱
岡
清

だ
。
女
川
町
の
沖
の
海
は
黒
潮
と
親
潮

が
ぶ
つ
か
る
、
全
国
で
も
有
数
の
漁
場

だ
。
そ
の
豊
富
な
水
産
資
源
を
生
か
し
、

震
災
前
は
「
魚
屋
」
だ
っ
た
岡
清
は
、

現
在
は
海
産
物
を
全
国
に
発
送
し
た
り
、

食
堂
を
建
て
取
れ
立
て
の
魚
を
使
っ
た

料
理
を
提
供
し
た
り
、
海
産
物
を
加
工

し
て
販
売
し
た
り
と
そ
の
業
務
形
態
は

多
岐
に
及
ぶ
。

イ
ン
タ
ー
ン
期
間
は
四
日
間
。
私
を

含
め
て
三
人
の
中
大
生
が
、
水
産
加
工

品
に
使
う
ホ
タ
テ
の
殻
む
き
や
箱
詰
め
、

食
堂
の
お
手
伝
い
な
ど
を
経
験
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。
初
め
は
緊
張
し

て
い
た
私
も
、
職
場
の
皆
さ

ん
が
明
る
く
話
し
掛
け
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
楽
し
く

仕
事
を
こ
な
す
こ
と
が
出
来

た
。社

長
の
息
子
の
岡
芳
彦
氏

は
「
震
災
前
は
飲
食
業
や
加

工
品
の
販
売
な
ん
て
必
要
な

か
っ
た
ん
だ
よ
、
極
端
な
話
、

商
品
を
卸
し
て
い
れ
ば
生
活

は
出
来
た
。
で
も
震
災
で
魚

が
取
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
こ
の
ま
ま
じ
ゃ

駄
目
に
な
る
と
思
っ
た
。
だ

か
ら
加
工
業
も
や
る
こ
と
で

安
定
し
た
利
益
を
得
て
、
職
場
を
作
り

た
い
」
と
言
う
。
岡
清
の
加
工
品
は

「
ホ
タ
テ
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
漬
け
」、

「
た
こ
の
や
わ
ら
か
煮
」、「
あ
ん
こ
う

の
と
も
あ
え
」
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
で
い
る
。
宮
城
県
農
林
水
産
部
長

賞
を
受
賞
し
た
「
た
こ
の
や
わ
ら
か

煮
」
は
、
専
務
が
自
費
で
ス
ペ
イ
ン
に

視
察
に
行
き
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て

生
ま
れ
た
ヒ
ッ
ト
商
品
だ
。
あ
ま
り
の

お
い
し
さ
に
、
後
日
、
私
は
実
家
へ
届

け
た
。
父
も
母
も
「
お
い
し
く
食
べ

た
」
と
メ
ー
ル
に
あ
っ
た
。
こ
の
イ
ン

タ
ー
ン
に
行
か
な
け
れ
ば
出
会
う
こ
と

が
な
か
っ
た
海
の
幸
や
岡
清
の
方
々
と

の
つ
な
が
り
を
し
み
じ
み
感
じ
た
。

女
川
と
自
分
自
身
の
こ
れ
か
ら

こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て
、
私
は

被
災
地
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
の
復

興
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
見
る
こ
と

が
出
来
た
。

岡
清
の
従
業
員
の
方
に
震
災
当
時
の

こ
と
を
尋
ね
る
と
「
今
で
は
考
え
ら
れ

な
い
く
ら
い
町
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
っ

た
」「
こ
の
先
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
い

う
不
安
し
か
な
か
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
た
。
皆
神
妙
な
面
持
ち
だ
っ
た
。
し

か
し
続
け
て
「
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
も
の
は
し
よ
う
が
な
い
。︵
会
社
の

復
活
も
町
の
復
興
も
︶
や
る
し
か
な
い

ん
だ
」
と
力
強
く
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
私

は
、
復
興
に
向
け
て
今
出
来
る
こ
と
を

精
い
っ
ぱ
い
や
ろ
う
と
い
う
女
川
の
人

の
強
さ
を
感
じ
た
。
一
緒
に
イ
ン
タ
ー

ン
に
参
加
し
た
仲
間
も
同
じ
こ
と
を
感

じ
た
と
い
う
。「
目
先
の
利
益
よ
り
も
女

川
の
地
に
足
を
着
け
て
動
く
こ
と
の
方

が
大
切
、
女
川
を
捨
て
て
別
の
仕
事
を

す
る
よ
う
で
は
意
味
が
な
い
。
と
い
う

社
員
の
女
川
に
対
す
る
強
い
思
い
が
企

業
と
町
の
復
興
の
力
に
な
っ
て
い
る
」

︵
土
屋
桃
子
・
経
済
学
部
二
年
︶、「
岡

清
の
社
員
は
皆
さ
ん
、
女
川
の
こ
と
が

大
好
き
。
女
川
を
好
き
だ
か
ら
、
復
興

の
た
め
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い
」︵
中
村

祐
貴
・
理
工
学
部
一
年
︶。女
川
町
長
の

須
田
善
明
氏
と
お
話
し
す
る
機
会
も
あ

っ
た
。「
私
の
子
供
た
ち
よ
り
も
後
の
世

代
が
女
川
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し

て
い
た
。
町
長
は
四
三
歳
。
彼
を
始
め

と
す
る
若
い
世
代
が
、
女
川
を
愛
し
積

極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
私
は
行
政
側
か
ら
ま
ち
づ
く

り
に
か
か
わ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
た
が
、

岡
清
で
作
業
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こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
体
験
を
通
し
「
ま

ち
づ
く
り
は
企
業
側
か
ら
で
も
出
来

る
」
と
学
ん
だ
。
就
活
が
間
も
な
く
始

ま
る
が
、
も
う
少
し
じ
っ
く
り
考
え
て
、

自
分
の
将
来
を
決
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。こ

の
イ
ン
タ
ー
ン
で
、
よ
う
や
く
私

は
震
災
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
見
る
こ

と
が
出
来
た
。
そ
し
て
、
今
回
で
生
ま

れ
た
女
川
と
の
つ
な
が
り
を
、
こ
れ
か

ら
も
な
く
す
こ
と
な
く
続
け
て
い
き
た

い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
勧
め

学
生
の
中
に
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

か
や
っ
て
み
た
い
け
ど
⋮
⋮
」
と
思
っ

て
は
い
て
も
、
な
か
な
か
次
の
一
歩
が

踏
み
出
せ
な
い
と
い
う
人
も
い
る
だ
ろ

う
。
け
れ
ど
も
行
き
た
い
と
思
っ
た
ら

そ
れ
が
答
え
な
の
だ
か
ら
、
自
分
の
直

感
に
従
う
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
意
外

と
何
と
か
な
る
。

ま
た
、
震
災
か
ら
三
年
半
が
過
ぎ
、

自
分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
な
い
の
で

は
⋮
⋮
な
ど
と
思
っ
て
い
る
方

々
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、
女

川
の
海
の
幸
を
ぜ
ひ
食
べ
て
い

た
だ
き
た
い
。Yahoo!

シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
で
「
あ
が
い
ん
女
川
」

と
検
索
し
て
い
た
だ
く
と
、
岡

清
だ
け
で
は
な
く
、
女
川
の
企

業
の
人
た
ち
が
丹
精
込
め
て
作

っ
た
商
品
を
購
入
出
来
る
。
何

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
が
女
川

町
の
た
め
に
な
る
の
で
は
な
い
。

そ
こ
で
作
ら
れ
た
商
品
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
、
お

い
し
そ
う
だ
と
思
っ
た
ら
買
っ

て
食
べ
て
み
る
こ
と
。
そ
れ
も

十
分
に
震
災
の
風
化
を
防
ぐ
手

段
の
一
つ
に
な
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

女
川
町
の
人
た
ち
は
、
被
災
地
と
呼

ば
れ
る
の
を
あ
ま
り
良
く
は
思
っ
て
い

な
か
っ
た
。
被
災
地
と
い
う
視
点
で
は

な
く
、
宮
城
県
女
川
町
と
い
う
一
つ
の

町
と
し
て
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
た
。
今
回
の
記
事
も
、

そ
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
筆
を
執
っ
た
。

被
災
地
を
自
分
の
目
で

あ
る
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

か
ら
一
通
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
石
巻

・
女
川
復
興
支
援
イ
ン
タ
ー
ン
の
説
明

会
の
お
知
ら
せ
で
、
説
明
会
が
そ
の
日

に
行
わ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
行
動
。「
女
川
町

？
被
災
地
？
⋮
⋮
今
日
説
明
会
だ
！
」。

行
こ
う
か
ど
う
か
迷
い
は
な
く
、
も
と

も
と
漠
然
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が

あ
っ
た
私
は
、
行
っ
て
み
て
話
を
聞
く

だ
け
で
も
良
い
か
と
軽
い
気
持
ち
で
説

明
会
に
行
っ
た
。

つ
た
な
い
文
章
だ
が
、
少
し
で
も
興
味

が
わ
い
た
ら
調
べ
た
り
、
商
品
を
見
て

も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
。
最
後
に
こ
の

場
を
借
り
て
、
今
回
お
世
話
に
な
っ
た

岡
清
の
皆
さ
ん
や
、
中
央
大
学
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
感
謝
を

申
し
上
げ
て
こ
の
記
事
を
終
え
た
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

説
明
会
が
終
わ
っ
た
後
、
携
帯
で
女

川
町
の
こ
と
を
調
べ
て
み
た
。
自
分
が

想
像
し
て
い
た
以
上
に
、
甚
大
な
被
害

を
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
受
け
て
い

た
。「
震
災
か
ら
三
年
半
、
今
こ
こ
の
町

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」。新
聞

を
読
む
こ
と
が
好
き
だ
が
、
被
災
地
の

記
事
を
見
る
こ
と
が
最
近
、
め
っ
ぽ
う

減
っ
て
き
た
。

「
被
災
地
が
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
、
ど
の
く
ら
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん

で
い
る
の
か
、
他
人
の
情
報
を
聞
く
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
の
目
で
見
て
知
り

た
い
」。そ
の
一
心
で
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ

岡
清
に
て

地
域
経
済
の
知
識
も
必
要
に

経
済
学
部
国
際
経
済
学
科
一
年

平
澤
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ー
ト
に
自
分
の
思
い
を
書
き
連
ね
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
の
当
選
結
果
を
知
り
、
一

緒
に
参
加
す
る
方
々
と
挨
拶
を
交
わ
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
日
が
近
付
く
に
し

た
が
っ
て
う
れ
し
さ
が
込
み
上
げ
、
同

時
に
緊
張
感
に
襲
わ
れ
た
。

震
災
特
需
薄
れ
新
た
な
路
線

イ
ン
タ
ー
ン
先
の
㈱
髙
政
は
現
在
、

女
川
町
に
唯
一
存
在
す
る
、
か
ま
ぼ
こ

を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
会
社
で
あ
る
。

髙
政
で
は
、
そ
の
日
取
れ
た
魚
を
次
の

日
に
は
す
り
身
に
加
工
、
か
ま
ぼ
こ
を

製
造
す
る
た
め
、
新
鮮
な
魚
の
味
と
風

味
が
か
ま
ぼ
こ
に
残
り
、
食
べ
る
と
一

気
に
口
の
中
に
広
が
る
。
製
品
も
多
様

で
、
季
節
限
定
商
品
や
デ
ザ
ー
ト
感
覚

で
食
べ
ら
れ
る
か
ま
ぼ
こ
な
ど
、
従
来

の
か
ま
ぼ
こ
の
概
念
を
超
え
、
新
し
い

か
ま
ぼ
こ
を
提
供
し
て
い
る
。

震
災
後
、
髙
政
で
は
「
震
災
特
需
」

と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
は
、

以
前
か
ら
髙
政
の
か
ま
ぼ
こ
を
愛
食
し

て
い
る
方
に
加
え
、
復
興
を
応
援
す
る

各
地
方
の
方
々
が
次
々
と
髙
政
の

か
ま
ぼ
こ
を
購
入
し
た
結
果
、
震

災
当
時
の
売
り
上
げ
は
減
る
ど
こ

ろ
か
、
上
昇
傾
向
で
あ
っ
た
と
い

う
現
象
だ
っ
た
。
私
は
震
災
後
の

企
業
に
つ
い
て
、
風
評
被
害
や
震

災
に
よ
る
損
害
で
売
り
上
げ
は
減

る
一
方
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
な
⋮
⋮

と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
予
想
を
し

て
い
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
現
象

が
起
き
た
の
が
と
て
も
意
外
だ
っ

た
し
、
新
た
な
発
見
だ
っ
た
。

し
か
し
、
震
災
か
ら
三
年
半
た

っ
た
今
、
震
災
特
需
は
当
時
に
比

べ
薄
れ
、
ギ
フ
ト
の
売
り
上
げ
も

伸
び
悩
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、

髙
政
は
新
し
い
路
線
に
進
出

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
自
社

の
子
会
社
と
、
低
価
格
で
高

品
質
な
商
品
を
提
供
す
る
セ

ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
「
セ
ブ
ン

プ
レ
ミ
ア
ム
」
が
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
て
、
か
ま
ぼ
こ

を
コ
ン
ビ
ニ
で
販
売
し
て
い

る
の
だ
。

こ
れ
に
よ
り
高
級
で
ギ
フ

ト
商
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

髙
政
の
か
ま
ぼ
こ
を
色
々
な

人
が
手
軽
に
楽
し
む
こ
と
が

出
来
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方

々
に
食
べ
て
も
ら
え
る
た
め
、
更
な
る

顧
客
獲
得
に
つ
な
が
る
。

経
済
学
部
生
と
し
て
、
こ
の
イ
ン
タ

ー
ン
を
通
じ
て
、
普
段
大
学
で
聞
い
て

い
る
経
済
の
話
が
実
際
に
起
こ
っ
て
い

る
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
た
こ
と
で
、

学
び
得
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

髙
政
の
社
員
の
方
々
以
外
に
、
女
川

町
の
須
田
善
明
町
長
や
ほ
か
の
水
産
加

工
会
社
の
方
に
も
お
会
い
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
初
め
て
お
会
い
し
て
最
初
は

緊
張
し
た
が
、
次
第
に
会
話
を
交
わ
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

女
川
町
で
世
代
交
代
進
む

女
川
町
に
は
特
徴
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、

女
川
町
の
「
世
代
交
代
」
を
意
図
的
に

進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
「
二
〇
ー
三
〇
年
後
の
女
川
町
」

を
担
う
、
三
〇
ー
四
〇
代
を
ま
ち
づ
く

り
の
中
心
に
置
き
、「
還
暦
を
迎
え
た
方

々
に
は
舞
台
の
袖
か
ら
温
か
く
見
守
っ

て
も
ら
う
」
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
に

よ
り
、
意
見
の
衝
突
を
和
ら
げ
る
こ
と

が
出
来
る
。
震
災
で
町
の
約
八
割
が
津

波
に
よ
っ
て
流
さ
れ
破
壊
さ
れ
た
女
川

髙
政
の
工
場

髙
政
イ
ン
タ
ー
ン
の
漁
港
で
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
き
っ
か
け

私
が
被
災
地
支
援
学
生
団
体
「
は
ま

ぎ
く
の
つ
ぼ
み
」
の
一
員
と
し
て
活
動

を
始
め
て
か
ら
、
も
う
約
二
年
が
た
ち

ま
し
た
。「
は
ま
ぎ
く
の
つ
ぼ
み
」
は
、

中
央
大
学
の
中
で
、
唯
一
岩
手
県
で
活

動
し
て
い
る
被
災
地
支
援
学
生
団
体
で

す
。
あ
の
震
災
が
起
き
た
時
、
私
は
高

校
二
年
生
で
し
た
。
私
は
校
舎
の
四
階

に
い
た
の
で
す
が
、
あ
の
時
の
揺
れ
は

今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

私
の
通
っ
て
い
た
高
校
は
東
京
に
あ
り

ま
す
が
、
震
源
は
東
京
で
は
な
い
か
と

思
う
ほ
ど
で
し
た
。
東
京
は
震
度
五
弱

程
度
で
し
た
の
で
、
東
北
に
比
べ
れ
ば

全
然
小
さ
い
揺
れ
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も

私
に
と
っ
て
は
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
大

き
さ
で
し
た
。
震
源

が
東
北
の
沖
合
だ
と

分
か
っ
て
、
ま
ず
心

配
だ
っ
た
の
は
岩
手

に
住
む
祖
母
と
親
戚

で
し
た
。
た
だ
岩
手

と
い
っ
て
も
花
巻
市

と
い
う
内
陸
の
町
で

し
た
の
で
、
揺
れ
は

か
な
り
大
き
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
幸
い

全
員
無
事
で
し
た
。

そ
の
後
田
舎
に
帰
省

し
た
時
、
家
に
亀
裂

が
入
っ
て
い
て
、
揺

れ
の
大
き
さ
を
物
語

っ
て
い
ま
し
た
。

私
が
生
ま
れ
た
の
は
花
巻
市
で
す
。

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
な
ら
、
岩

手
に
携
わ
り
た
い
と
思
い
団
体
に
入
り

ま
し
た
。
私
た
ち
の
団
体
は
岩
手
県
宮

古
市
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
三

年
六
月
、
初
め
て
現
地
に
行
っ
た
時
は

衝
撃
で
し
た
。
何
も
な
い
の
で
す
。
す

べ
て
が
津
波
に
流
さ
れ
た
の
で
す
。
鉄

の
水
門
が
津
波
で
壊
さ
れ
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
や
列
車
の
レ
ー
ル
は
グ
ニ
ャ
グ
ニ

ャ
に
折
れ
曲
が
り
、
海
岸
沿
い
の
建
物

は
廃
墟
と
化
し
て
い
ま
し
た
。
理
屈
と

し
て
は
津
波
に
や
ら
れ
た
と
理
解
で
き

る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
想
像
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
帰
っ
て
か
ら
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
津
波
の
動
画
を
見
ま
し
た
。

あ
ぜ
ん
と
し
ま
し
た
。
自
分
が
遊
ん
だ

こ
と
の
あ
る
砂
浜
が
一
瞬
で
濁
流
に
の

み
込
ま
れ
て
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
別

の
動
画
で
は
、
が
れ
き
の
中
か
ら
腕
だ

け
が
見
え
た
り
、
家
の
階
段
で
座
っ
た

状
態
で
ご
年
配
の
女
性
が
亡
く
な
っ
て

い
た
り
と
、
本
当
に
凄
惨
な
光
景
で
し

た
。
と
に
か
く
、
も
う
私
の
知
っ
て
い

る
岩
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
被

災
者
の
方
々
や
、
発
生
当
時
復
興
に
当

た
ら
れ
た
方
々
の
お
気
持
ち
は
、
察
す

は
ま
ぎ
く
の
つ
ぼ
み
集
合
写
真

岩手県宮古市で多彩な活動

佐藤 耕太
（私立八王子学園八王子高校）

被災地支援学生団体「はまぎくのつぼみ」代表　
法学部政治学科２年

中
央大

学

Vol
.1

ボラン
ティア

センタ
ー

だより
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る
に
余
り
あ
り
ま
す
。
変
わ
り
果
て
た

岩
手
の
姿
を
見
て
、
岩
手
の
復
興
に
携

わ
り
、
そ
し
て
岩
手
に
ず
っ
と
寄
り
添

う
、
私
は
そ
う
誓
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
も
そ
の
気
持
ち
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。

活
動
内
容

「
は
ま
ぎ
く
の
つ
ぼ
み
」
は
、
大
き

く
分
け
て
五
つ
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

①
学
童
に
お
け
る
学
習
支
援
と
遊
び
②

仮
設
住
宅
で
の
ご
年
配
の
方
々
と
の
交

流
③
田
老
町
の
防
潮
堤
と
ま
ち
づ
く
り

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
④
宮
古
市
役
所

の
訪
問
⑤
中
大
生
協
に
お
け
る
岩
手

︵
東
北
︶
復
興
支
援
物
産
展
で
す
。
私

た
ち
の
団
体
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
今
日
風
化

が
進
む
中
で
、
被
災
し
た
方
々
の
孤
独

感
や
焦
燥
感
は
増
す
ば
か
り
で
す
。
そ

う
し
た
中
で
、
現
地
に
通
い
続
け
、
被

災
し
た
方
々
と
交
流
を
続
け
る
こ
と
は

非
常
に
大
切
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
①
に
つ
い

て
は
、
前
記
の
活
動
に
加

え
、
現
在
、
新
し
い
活
動

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
つ
い
て
は
後
述
し
ま

す
。
②
の
活
動
で
は
、
手

芸
を
し
な
が
ら
ご
年
配
の

方
々
と
会
話
を
し
ま
す
。

と
は
い
っ
て
も
私
た
ち
が

何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
で
き

る
は
ず
は
な
い
の
で
、
色 

々
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
傾
聴
に
徹
し

て
い
ま
す
。
現
在
通
っ
て

い
る
仮
設
住
宅
か
ら
最
後

の
一
人
の
方
が
移
住
さ
れ

か
ら
撮
影
さ
れ
た
津
波
の
映
像
を
見
ま

す
。
④
の
活
動
で
は
、
復
興
を
担
当
さ

れ
て
い
る
職
員
で
あ
り
中
大
Ｏ
Ｂ
の
方 

々
に
、
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
の
復
興

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
③
④
の
活
動
は
、
被
災

地
の
正
確
な
情
報
と
知
識
を
把
握
し
た

う
え
で
、
自
主
的
な
学
習
を
す
る
必
要

る
ま
で
、
通
い
続

け
る
こ
と
が
最
低

限
の
目
標
で
す
。

③
の
活
動
で
は
、

実
際
に
被
災
し

「
語
り
部
」
活
動

を
さ
れ
て
い
る
方

に
ガ
イ
ド
を
し
て

い
た
だ
き
、
田
老

町
の
津
波
と
被
害

の
歴
史
や
、
そ
れ

を
生
か
し
た
防
災

に
特
化
し
た
ま
ち

づ
く
り
、
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
犠

牲
を
出
し
て
し
ま

っ
た
三
・
一
一
の

経
験
な
ど
の
お
話

を
伺
い
、
そ
の
後

田
老
観
光
ホ
テ
ル

性
を
団
体
メ
ン
バ
ー
に
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。
⑤
の
活
動

を
し
て
い
る
目
的
は
主
に
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
被
災

地
支
援
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ

は
、
団
体
メ
ン
バ
ー
の
活
動
へ
の
参
加

率
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
団
体
の
メ
ン

津
波
で
壊
れ
た
防
潮
堤
（
宮
古
市
、
二
〇
一
三
年
八
月
撮
影
）

中
大
生
協
で
岩
手
復
興
支
援
物
産
展
を
開
催
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バ
ー
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
バ
イ
ト
を

し
て
い
る
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し

た
が
っ
て
被
災
地
に
行
け
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
時
に
、
大
学

で
参
加
で
き
る
活
動
が
あ
る
こ
と
は
非

常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
二
つ
挙

げ
ま
す
。
一
つ
目
は
、「
正
常
化
の
偏

見
」
に
つ
い
て
で
す
。「
正
常
化
の
偏

見
」
と
は
、
異
常
な
事
態
に
直
面
し
て

い
な
が
ら
、「
大
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な

い
に
違
い
な
い
」「
自
分
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
」
と
思
い
込
み
、
危
険
や
脅
威
を
軽

視
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。︵
デ
ジ
タ
ル

大
辞
泉
参
照
︶
被
災
地
で
も
、
こ
の
正

常
化
の
偏
見
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
田
老
町
は
過
去
に
二
度
の

大
津
波
を
経
験
し
、
甚
大
な
被
害
を
被

っ
て
き
ま
し
た
。
つ
ら
い
経
験
を
糧
に

し
て
、
田
老
は
防
災
の
町
と
な
り
ま
し

た
。
津
波
が
来
た
時
の
こ
と
を
想
定
し

て
、
逃
げ
や
す
く
、
避
難
し
た
後
に
皆

が
合
流
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
、
町
の

至
る
所
に
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
無
論
課

題
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ソ
フ
ト
面

が
来
る
と
予
想
し
て
、
す
ぐ
に
避
難
を

開
始
す
る
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
頭
と

体
に
染
み
込
ま
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
私
は
考
え
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

地
震
が
起
き
た
時
、
無
意
識
の
う
ち
に

避
難
行
動
を
開
始
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
一
連
の
流
れ
を
頭
に
染

み
込
ま
せ
る
手
段
と
し
て
、「
津
波
対
策

い
ろ
は
カ
ル
タ
」
や
、
田
畑
ヨ
シ
さ
ん

の
紙
芝
居
「
つ
な
み
」
な
ど
が
あ
り
ま

で
も
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
た
り
、

家
族
で
過
去
の
教
訓
が
伝
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
田
老

に
お
い
て
で
さ
え
、
逃
げ
な
い

で
、
あ
る
い
は
一
度
避
難
し
た

の
に
、
物
を
取
り
に
自
宅
に
戻

っ
て
、
結
果
津
波
に
の
み
込
ま

れ
て
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
方
が
い
ま
し
た
。
今
と
な

っ
て
は
伺
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た

の
に
逃
げ
な
か
っ
た
人
々
に
は
、

正
常
化
の
偏
見
が
起
き
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
正

常
化
の
偏
見
は
人
間
の
さ
が
で

す
の
で
、
克
服
す
る
の
は
非
常

に
難
し
い
で
し
ょ
う
。
や
は
り

地
震
が
起
き
る
と
同
時
に
津
波

す
。
津
波
の
恐
怖
を
し
っ
か
り
と
イ
メ

ー
ジ
し
た
う
え
で
、
避
難
訓
練
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
味
を
帯
び
た
訓

練
と
な
り
、
一
つ
一
つ
の
動
作
が
体
に

浸
透
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

二
つ
目
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
己

満
足
に
終
わ
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
一
年
生
の
時
の
私
は
、
現

地
の
学
童
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
仮
設
住
宅
の

子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ

ご
年
配
の
方
々
と
の
交
流
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町
で
、
未
来
を
背
負
う
三
〇
―
四
〇
代

の
方
々
を
中
心
に
、「
こ
れ
か
ら
ど
う
や

っ
て
町
を
良
く
す
る
か
」
と
い
う
課
題

に
つ
い
て
議
論
し
、
そ
の
様
子
を
私
た

ち
に
教
え
て
く
れ
た
こ
と
は
、
普
段
の

学
生
生
活
で
は
な
か
な
か
機
会
の
な
い
、

地
域
の
問
題
に
触
れ
た
瞬
間
で
あ
り
、

女
川
町
の
よ
う
に
、
地
域
に
は
そ
の
地

域
特
有
の
問
題
・
課
題
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
認
識
出
来
た
。

も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
女
川
町

に
い
る
人
は
本
当
に
女
川
町
を
愛
し
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

髙
政
の
社
長
で
あ
る
高
橋
正
典
氏
も

そ
の
う
ち
の
一
人
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
の

最
終
日
に
「
町
の
課
題
」
に
つ
い
て
話

し
て
く
れ
た
。
女
川
町
で
は
、
町
に
お

店
や
住
宅
な
ど
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
町
外
へ
の
人
口
流
出
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
打
開
策
と
し
て
、
町
外

・
県
外
の
人
た
ち
を
こ
の
町
に
呼
ぶ
た

め
に
、
盛
ん
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
り

す
る
こ
と
で
「
女
川
町
」
と
い
う
町
を

知
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
私
は
今
ま
で
自
分

の
故
郷
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
高
橋
正
典
氏
の
話

を
聞
い
て
、「
女
川
町
で
学
ん
だ
こ

と
か
ら
自
分
の
故
郷
で
何
か
生
か

せ
る
こ
と
は
な
い
か
な
」
と
、
真

剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

課
題
に
直
面
し
貴
重
な
体
験

イ
ン
タ
ー
ン
を
通
じ
て
自
分
の

課
題
に
直
面
し
た
。
私
は
自
分
の

意
見
ば
か
り
優
先
し
て
し
ま
い
、

ほ
か
の
人
と
自
分
の
意
見
を
比
べ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
合
わ

せ
て
最
善
策
を
見
い
だ
す
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
実
際
に
イ
ン
タ

ー
ン
生
と
し
て
活
動
し
た
四
日
間
で
は
、

毎
回
活
動
後
に
、
そ
の
日
の
反
省
や
企

業
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
時
間
が

設
け
て
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー

ン
最
終
日
の
報
告
会
に
向
け
グ
ル
︱
プ

内
で
話
し
合
っ
た
り
、
自
分
と
行
っ
た

企
業
が
違
う
他
大
学
の
学
生
た
ち
と
情

報
交
換
を
す
る
の
で
あ
る
。

聞
い
て
い
る
と
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ

企
業
の
課
題
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
絞

り
出
し
、
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
い
、

活
発
に
発
言
し
て
い
た
。
私
は
全
く
発

言
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は

な
か
っ
た
が
、
自
分
が
思
っ
た
こ
と
を

言
っ
て
終
わ
り
で
、
み
ん
な
の
意
見
を

混
合
さ
せ
て
意
見
を
作
り
出
す
こ
と
が

出
来
ず
、
周
り
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
よ
く
図
れ
な
か
っ
た
。

更
に
、
私
は
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
前
に
、

自
分
な
り
に
町
の
こ
と
や
企
業
に
つ
い

て
調
べ
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
最

終
日
の
報
告
会
で
、
女
川
町
の
今
後
の

課
題
や
企
業
に
つ
い
て
考
え
る
に
は
、

被
災
の
情
報
を
認
識
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
財
政
や
地
域
経
済
の
知
識
も
あ
る

程
度
必
要
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
。

た
だ
裏
付
け
の
な
い
ア
イ
デ
ア
を
提
案

す
る
だ
け
で
は
、
企
業
側
か
ら
見
た
ら

「
良
い
ア
イ
デ
ア
だ
け
ど
、
採
算
が
合

う
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
、
ぼ
ん
や
り

と
し
た
」
提
案
と
な
り
、
も
し
か
し
た

ら
学
生
の
自
己
満
足
で
提
案
が
終
わ
っ

て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
報
告
会
の
お
か
げ
で
、
自
分
が

こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
の
中
で
も
っ
と

地
域
経
済
に
つ
い
て
勉
強
し
、
地
域
や

そ
こ
に
あ
る
企
業
に
深
く
か
か
わ
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
一
つ
の
指
標
が
出
来

た
。こ

の
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
、
単
に
女
川

町
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
存

在
す
る
企
業
の
実
情
を
知
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
に
加
え
、
自
分
自
身
の
こ
れ

か
ら
の
課
題
や
学
ぶ
べ
き
も
の
を
考
え

る
こ
と
が
出
来
た
。
今
ま
で
に
な
い
貴

重
な
体
験
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
石
巻
・
女
川
復
興
支
援
イ

ン
タ
ー
ン
へ
の
参
加
の
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
中
央
大
学
・
東
北
学
院
大

学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
、

髙
政
の
皆
さ
ん
、
資
金
援
助
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
や
復
興

庁
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
中
央
大
学
か
ら

共
に
参
加
し
た
五
人
の
メ
ン
バ
ー
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
本
当
に
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

髙
政
の
社
長
と
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足
元
で
す
ぐ
で
き
る
こ
と
か
ら

～
今
日
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る
、
地
域

貢
献
活
動
～

そ
の
よ
う
な
謳
い
文
句
に
惹
か
れ
て

私
は
、
二
〇
一
三
年
五
月
一
八
日
㈯
に

中
央
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主

催
の
第
一
回
目
の
「
中
央
大
学
ク
リ
ー

ン
作
戦
二
〇
一
三
～
春
の
陣
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
当
初
、
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
セ
ン
タ
ー
が
案
内
し
て
い
た

「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
の
チ
ラ
シ
が
目
に

留
ま
り
、「
自
分
の
足
元
で
、
自
分
が
今

す
ぐ
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み

る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
な
」
と
考

え
、
応
募
し
ま
し
た
。

活
動
当
日
に
集
ま
っ
た
参
加
者
は
一

一
人
、
留
学
生
や
学
部
学
年
が
異
な
る

学
生
が
い
ま
し
た
。
そ
の
日
初
め
て
顔

を
合
わ
せ
る
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
で
し
た

が
、
自
己
紹
介
を
終
え
た
ら
、
早
速
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
外
に
出
て
ゴ
ミ
拾
い
を

始
め
ま
し
た
。
活
動
ル
ー
ト
は
、
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
か
ら
野
猿
街
道
に
向

か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
坂
を
下
る
と
い
う
も

の
で
す
。
あ
た
り
は
畑
が
点
在
す
る
、

比
較
的
の
ど
か
な
風
景
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
私
は
、
中

大
生
は
ゴ
ミ
捨
て

マ
ナ
ー
を
し
っ
か

り
と
守
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
だ
ろ

う
し
、
地
域
の
方

々
が
定
期
的
に
ゴ

ミ
拾
い
を
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
お

か
げ
で
、
そ
れ
ほ

ど
ゴ
ミ
は
落
ち
て

い
な
い
だ
ろ
う
と

想
像
し
て
い
ま
し

た
。

予
想
を
は
る
か

に
超
え
る
ゴ
ミ

し
か
し
一
歩
校

門
を
出
る
と
、
道

路
の
側
溝
、
マ
ン
ホ
ー
ル
、
信
号
機
の

下
、
地
元
の
方
が
管
理
す
る
畑
の
中
に

ま
で
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
予
想
を
は
る
か
に
超

え
る
量
の
ゴ
ミ
が
落
ち
て
お
り
、
二
時

間
後
に
は
参
加
者
全
員
の
ゴ
ミ
袋
が
満

杯
に
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
る
と
、「
中
央
大
学

の
学
生
さ
ん
？
偉
い
わ
ね
え
」
と
ご
近

所
の
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ

ま
し
た
。「
そ
う
で
す
。
け
っ
こ
う
ゴ
ミ

が
落
ち
て
い
ま
す
ね
」
と
答
え
る
と
、

「
私
も
い
つ
も
拾
っ
て
い
る
け
ど
、
切

り
が
な
い
の
よ
⋮
⋮
」
と
歩
き
タ
バ
コ

や
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
た
食
べ
物
の
容
器

を
ポ
イ
捨
て
す
る
人
が
い
て
、
風
が
強

い
時
は
自
宅
に
ゴ
ミ
が
溜
ま
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
な
ど
の
、
実
情
を
伺
い
ま
し

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
ゴ
ミ
拾
い

クリーン作戦で学んだこと

松本 修
文学部人文社会学科社会情報学専攻４年
（私立川越東高校）

中
央大

学

ボラン
ティア

センタ
ー

だより

Vol
.2
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た
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、
学
生
だ
け
で

は
な
く
、
教
職
員
の
方
々
、
更
に
は
隣

の
明
星
大
学
の
学
生
ま
で
も
が
駆
け
付

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
活
動
の
輪
が

徐
々
に
広
が
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

思
い
が
変
化
し
卒
論
の
テ
ー
マ
に
も

ク
リ
ー
ン
作
戦
へ
の
参
加
を
契
機
と

た
。
私
は
驚
き
で
、
シ
ョ
ッ
ク
を
隠
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し

た
ポ
イ
捨
て
の
現
状
や
地
域
の
方
々
の

苦
情
の
声
を
、
よ
り
多
く
の
中
大
生
に

知
っ
て
ほ
し
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

告
知
活
動
で
参
加
者
が
徐
々
に
増
加

ゴ
ミ
の
多
さ
に
課
題
意
識
を
持
っ
た

の
は
、
私
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
活
動
後

の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は

「
も
っ
と
こ

の
活
動
に
参

加
す
る
人
が

増
え
て
ほ
し

い
」「
こ
れ
か

ら
も
活
動
を

続
け
た
い
」

と
い
う
声
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
声
を

受
け
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
、

定
期
的
に
ク

リ
ー
ン
作
戦

を
今
後
ど
う

し
て
い
く
か

と
い
う
話
し

合
い
が
な
さ

れ
る
よ
う
に

な
り
、
私
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
ど
う
し
た

ら
よ
り
多
く
の
学
生
に

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
知
っ

て
も
ら
え
る
か
？
」「
い

つ
に
実
施
す
れ
ば
参
加

し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う

か
？
」
な
ど
、
ゴ
ミ
拾

い
活
動
に
意
義
を
感
じ

る
メ
ン
バ
ー
と
日
々
話

し
合
い
を
重
ね
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、

多
く
の
方
々
に
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
工
夫
と
し

て
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
の

ポ
ス
タ
ー
作
製
、
昼
休

み
を
利
用
し
た
ゴ
ミ
拾

い
活
動
︵
ク
リ
ー
ン
作
戦
ミ
ニ
ッ
ツ
︶、

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
告
知
活
動
な
ど
を

企
画
・
提
案
し
、
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

二
〇
一
三
年
一
一
月
一
八
人
、
二
〇

一
四
年
六
月
二
〇
人
、
二
〇
一
四
年
一

一
月
二
七
人
と
、
参
加
者
は
徐
々
に
増

え
て
い
き
ま
し
た
。

昨
年
一
一
月
、
年
内
最
後
に
行
わ
れ 駅

周
辺
は
特
に
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
多
い

集
合
写
真
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
二
日
）
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し
て
、
私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

す
る
思
い
に
も
徐
々
に
変
化
が
起
こ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
大
学
が
主
催
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
町

内
会
や
自
治
体
が
催
す
イ
ベ
ン
ト
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
、
活
動
を

企
画
・
運
営
さ
れ
て
い
る
方
々
の
思
い

を
知
り
た
い
、
少
し
で
も
そ
の
イ
ベ
ン

ト
や
地
域
へ
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
い
、
多
種
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
意
欲
的
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
立
川
市
の
団

地
自
治
会
や
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
市
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
の
手
伝
い
等
で
す
。
多
様
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
、
自
分
自
身
で
も
力
に
な

れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ

と
、
イ
ベ
ン
ト
の

裏
側
で
は
多
く
の

方
々
が
無
償
の
努

力
を
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
た
こ
と
を
、

身
を
も
っ
て
体
感

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

そ
し
て
卒
業
論

文
執
筆
時
期
に
入

る
と
、
一
昨
年

︵
二
〇
一
三
年
︶

か
ら
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
に

な
っ
た
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
始
め
と
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
私
の
学
生

生
活
の
中
で
大
き

な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
る
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は

「
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
と

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ゼ
ミ
で
指
導

い
た
だ
い
て
い
る
新
原
道
信
・
文
学
部

教
授
は
、「
卒
業
論
文
は
人
生
の
背
骨
と

な
る
も
の
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
は
私
の
大
学
生
活

の
中
で
＂
柱
＂
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ

は
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
卒
業
論
文
と

し
て
執
筆
す
る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

単
純
だ
が
奥
深
い
ゴ
ミ
拾
い

私
は
こ
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し

た
方
が
「
捨
て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
の
多

さ
に
驚
い
た
」「
地
域
の
方
の
声
を
聞
く

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
中
大
生
に

こ
の
現
状
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
よ
う
な
、
ポ
イ
捨
て
の
現
状
や
地
域

の
方
の
苦
情
を
肌
で
感
じ
、「
当
事
者
意

識
」
を
持
つ
こ
と
に
一
つ
の
活
動
の
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自

分
自
身
も
、
ゴ
ミ
袋
に
入
り
き
ら
な
い

ほ
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
後
は
、「
こ
ん
な

自
分
で
も
社
会
や
地
域
に
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
や
り

が
い
や
達
成
感
を
抱
き
、
ま
す
ま
す
活

動
へ
の
参
加
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
中
大
生
に
ク
リ
ー

ン
作
戦
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
大
学
周

辺
の
ゴ
ミ
捨
て
の
現
状
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
「
当
事
者
意
識
」
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
中
大

生
も
大
学
周
辺
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
々
に
も
心
地
良
く
、
よ
り
良
い
地

域
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

私
の
学
生
生
活
は
残
り
わ
ず
か
と
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
短
い
期
間
の

中
で
、
自
身
が
こ
の
活
動
を
通
じ
て
学

ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
得
た
こ
と

等
を
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
担
っ
て
い
く

後
輩
た
ち
に
伝
承
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
ゴ
ミ
拾
い
」
と
い
う
単
純
だ
け
れ

ど
も
奥
深
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
自

分
の
足
元
か
ら
取
り
組
む
「
中
央
大
学

ク
リ
ー
ン
作
戦
」。

こ
の
活
動
が
、
学
生
た
ち
の
手
に
よ

っ
て
持
続
的
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ

と
で
、
学
生
と
大
学
、
そ
し
て
地
域
の

間
に
よ
り
良
い
関
係
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
で
す
。

ゴ
ミ
拾
い
の
様
子

2015年02月号_草のみどり283号.indb   11 2015/02/10   14:38:23

2015年2月号（283号）

18

宮
古
市
社
会
福
祉
大
会
で
表
彰
さ
れ
る

ご
年
配
の
方
々
と
話
す
こ
と
が
で
き
た

か
ら
、
震
災
に
関
す
る
自
分
の
知
識
が

増
え
た
か
ら
、
満
足
し
て
い
た
の
で
す
。

で
も
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
は
全
部
私
に

と
っ
て
の
利
益
な
の
で
す
。
自
分
本
位

の
活
動
を
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
で

は
い
け
な
い
と
思
い
、
で
は
被
災
し
た

方
々
に
と
っ
て
の
利
益
と
は
何
な
の
か
、

ま
た
必
要
な
も
の
は
何
な
の
か
を
考
え

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
今
も
考
え
て
い
る

途
中
で
す
が
、
活
動
に
少
し
ず
つ
変
化

を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
自
分
た
ち

の
行
動
が
、
被
災
地
や
被
災
し
た
方
々

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
熟
慮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
地
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
活
動
を
構
成
し
、
そ
の
活
動

が
現
地
の
人
々
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な

る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現

地
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
正
確
な

情
報
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
次
に
自
主

学
習
で
そ
の
詳
細
と
社
会
的
な
背
景
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
最
後
に
活
動
が

将
来
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
え
た
う

え
で
活
動
を
組
み
立
て
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

宮
古
市
社
会
福
祉
大
会
で
の
表
彰

「
は
ま
ぎ
く
の
つ
ぼ
み
」
は
、
昨
年

の
一
一
月
一

六
日
に
開
催

さ
れ
た
第
九

回
宮
古
市
社

会
福
祉
大
会

に
て
、
活
動

の
継
続
性
を

評
価
し
て
い

た
だ
き
、
大

会
長
感
謝
状

を
拝
受
し
ま

し
た
。
こ
れ

も
大
学
や
現

地
で
、
当
団

体
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
の

ご
支
援
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
度
の
受
賞
は
私
ど
も

に
と
っ
て
大
変
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
こ
の
賞
に
恥
じ
な
い
活
動
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
の
目
標

今
後
の
目
標
も
幾
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

一
つ
挙
げ
る
と
、
私
が
昨
年
一
年
間
、

ゼ
ミ
を
通
し
て
学
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
い
う
議
論
の
方
法
を
、
極
力
簡
単

に
し
て
学
童
の
子
ど
も
た
ち
に
実
践
さ

せ
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
、
既
存
の
考
え
方
や
ル
ー
ル
に
疑
い

を
持
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
教
え
ら
れ

た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
暗
記
す
る
の
で
は

な
く
、
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
、
と
一

歩
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
ほ
し
い
の
で

す
。
復
興
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

一
〇
年
後
、
一
五
年
後
に
は
、
今
の
子

ど
も
た
ち
の
世
代
が
復
興
の
中
心
を
担

う
で
し
ょ
う
。
震
災
前
に
戻
す
の
で
は

な
く
、
よ
り
震
災
に
強
い
ま
ち
を
つ
く

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
の
時
に
既

存
の
制
度
で
十
分
な
の
か
、
先
人
た
ち

か
ら
受
け
継
ぐ
べ
き
知
識
で
、
見
落
と

し
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
の
か
、

も
っ
と
工
夫
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。
ま
た
私
が
学

ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
他
の
人

の
意
見
を
、
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、

良
い
点
を
探
し
て
積
極
的
に
認
め
ま
す
。

だ
か
ら
、
萎
縮
す
る
こ
と
な
く
、
自
然

と
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
続
け
て
い
る

と
、
い
つ
の
間
に
か
自
発
的
に
発
言
を

す
る
姿
勢
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。

今
の
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
る
頃

に
は
、
社
会
は
暗
記
型
か
ら
思
考
型
に

大
幅
に
シ
フ
ト
し
、
よ
り
高
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
が
必
要
と
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
大
学
入
試
の
制

度
改
革
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
や
、

公
務
員
や
民
間
の
採
用
活
動
で
、
面
接

の
比
重
が
重
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か

ら
も
予
測
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
い
う
社
会
に
お
い
て
、
物

事
を
一
か
ら
考
え
る
姿
勢
や
他
人
の
意

見
を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
自
発
的
に
発
言
す
る
姿
勢
は
、

必
ず
彼
ら
の
強
み
と
な
り
ま
す
。
ま
だ

模
索
段
階
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
や
学

童
の
職
員
さ
ん
な
ど
と
相
談
し
つ
つ
、

実
践
し
て
い
き
ま
す
。

2015年01月号_草のみどり282号.indb   18 2015/01/14   12:53:54

13．メディア掲載



─ 93 ─

資

料

編

16

大
学
生
活
は
激
動
の
慌
た
だ
し
い
四

年
間
で
あ
っ
た
。
常
に
考
え
、
常
に
行

動
し
、
失
敗
し
な
が
ら
も
止
ま
る
こ
と

な
く
進
み
続
け
て
い
た
。
こ
の
四
年
間

に
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
に
訪
れ
、
貴
重
な
経
験
を
し

た
。
特
に
自
分
に
大
き
く
影
響

を
与
え
た
の
は
被
災
地
支
援
学

生
団
体
と
国
際
保
健
ゼ
ミ
の
活

動
で
あ
る
。
こ
の
体
験
で
多
く

の
価
値
観
が
得
ら
れ
た
。

自
分
は
震
災
が
あ
っ
た
二
〇

一
一
年
に
入
学
を
し
た
。
被
災

地
に
関
連
す
る
授
業
も
行
わ
れ
、

関
心
は
あ
る
も
の
の
授
業
や
バ

イ
ト
の
大
学
生
活
で
「
い
っ
ぱ

い
い
っ
ぱ
い
」
だ
っ
た
。
初
め

て
被
災
地
を
訪
れ
た
の
は
二
〇

一
二
年
の
春
、
雪
景
色
の
中
で

見
た
被
災
地
は
見
た
こ
と
も
な

い
日
本
だ
っ
た
。
が
れ
き
処
理

は
、
ひ
ど
く
体
力
を
使
う
仕
事

だ
っ
た
。
男
数
人
で
や
っ
と
の

思
い
で
が
れ
き
の
束
を
軽
ト
ラ

ッ
ク
に
積
み
込
み
、
指
定
の
集

積
場
に
持
っ
て
い
く
。
す
る
と
自
分
が

運
ん
だ
が
れ
き
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
砂
の

よ
う
に
思
え
る
よ
う
な
ほ
ど
の
が
れ
き

の
山
が
そ
び
え
立
っ
て
い
た
。「
ま
だ
ま

だ
復
興
は
終
わ
ら
な
い
」。そ
う
感
じ
た

瞬
間
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
被
災
地
支
援
の
学
生
団
体

「
チ
ー
ム
次
元
」
が
設
立
さ
れ
、
ほ
か

の
学
生
を
引
率
し
な
が
ら
何
度
も
足
し

げ
く
通
っ
た
。
訪
れ
る
度
に
奇
麗
に
な

る
被
災
地
と
減
っ
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
時
間
と
共
に
減
っ
て
い
く
の
は
が

れ
き
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ

これまでの活動を振り返って
2012年４月から大学学生部が公認する「中央大学被災地支援学生団体」が誕生

しました。宮城県気仙沼市面瀬地区では「はまらいんや」（コミュニティ支援）と
「面瀬学習支援」（小学生の学習支援）、大島では「チーム次元」（漁業支援）、岩手県
宮古市では「はまぎくのつぼみ」（コミュニティ支援・学習支援）が、現在も継続
的に活動を行っています。

中
央大

学

ボラン
ティア

センタ
ー

だより

Vol
.3

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
筆
者
左
端
）

が
れ
き
の
山
（
二
〇
一
一
年
夏
、
大
島
）

人
の
た
め
に
活
動
し
た
四
年
間

総
合
政
策
学
部
政
策
科
学
科
四
年

鈴
木

　貴
士	

（
チ
ー
ム
次
元
）

	

（
私
立
中
央
大
学
高
校
）

2015年03月号_草のみどり284号.indb   16 2015/03/13   17:21:36

17

水
質
に
問
題
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
ら
そ
の
水
を
飲
む
人
の
中
で
も
腹
痛

に
な
る
人
は
多
く
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。自

分
の
当
初
の
予
想
で
は
水
を
飲
ん

で
腹
痛
に
な
る
人
か
ら
の
声
は
上
水
道

へ
の
不
満
や
、
文
句
で
あ
り
水
質
の
改

善
が
必
要
に
な
る
べ
き
だ
と
い
う
結
論

に
な
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
驚

く
こ
と
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
不
満
の

声
は
一
つ
も
出
な
か
っ
た
。「
お
な
か
が

痛
く
な
る
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
自

分
は
こ
の
水
で
満
足
し
て
い
る
」「
子
供

に
は
一
度
沸
騰
を
し
て
か
ら
飲
ま
せ
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
」「
自
分
は
こ
の

水
で
生
き
て
き
た
か
ら
特
に
不
便
さ
は

感
じ
て
き
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
っ
た

声
が
多
く
、
妥
協
も
あ
る
が
現
状
の
水

質
に
満
足
し
て
い
る
人
ば
か
り
で
あ
っ

た
。こ

の
調
査
か
ら
、
自
分
た
ち
日
本
人

の
基
準
で
測
っ
た
タ
イ
の
水
質
は
確
か

に
悪
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
あ
く
ま
で

も
こ
れ
は
日
本
の
視
点
で
あ
り
タ
イ
で

生
き
て
い
る
人
た
ち
に
同
じ
水
質
を
求

め
る
こ
と
は
筋
違
い
な
の
で
は
と
感
じ

た
。
日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
や
支
援
が
ハ
コ
モ
ノ
で
あ
る
、
本

ィ
ア
が
出
来
る
が
れ
き
撤
去
作
業
は
な

く
な
り
、
活
動
は
支
援
物
資
の
整
理
や

漁
師
さ
ん
の
仕
事
再
開
の
た
め
の
お
手

伝
い
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。
同
時
に

被
災
地
に
訪
れ
る
こ
と
で
当
た
り
前
に

あ
っ
た
目
に
見
え
る
作
業
が
な
く
な
り
、

自
分
た
ち
の
思
い
や
方
針
を
基
に
活
動

を
行
う
時
期
と
な
っ
た
。「
ど
う
し
て
被

災
地
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
」、団
体

メ
ン
バ
ー
に
尋
ね
て
も
は
っ
き
り
と
答

え
ら
れ
る
メ
ン
バ
ー
の
方
が
少
な
か
っ

た
。
自
分
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
悩
み
な

が
ら
活
動
は
続
け
た
が
、
作
業
は
変
化

し
続
け
、
自
分
た
ち
が
本
当
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
、
活
動
は
役
に
た
っ
て

い
る
の
か
不
安
を
抱
え
て
い
た
。

そ
ん
な
時
に
支
え
て
も
ら
っ
た
の
が

被
災
地
の
方
た
ち
だ
っ
た
。「
来
て
く
れ

る
だ
け
で
あ
り
が
た
い
」「
自
分
た
ち
の

出
来
る
範
囲
で
活
動
を
行
え
ば
良
い
」

と
。
自
分
た
ち
が
訪
れ
て
い
る
気
仙
沼

大
島
の
方
は
震
災
に
よ
り
島
が
孤
立
し
、

住
民
だ
け
で
消
火
活
動
や
物
資

の
運
搬
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
て
い
た
。

出
来
る
人
が
出
来
る
時
に
出
来

る
だ
け
の
こ
と
を
す
る
と
い
っ

た
自
助
活
動
を
し
て
い
た
方
た

ち
だ
け
に
言
葉
に
説
得
力
や
重

み
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
文
化
祭

で
の
出
店
や
物
産
展
、
写
真
展

の
参
加
な
ど
東
京
で
出
来
る
活

動
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
刻
々
と
今
で
も
ニ
ー
ズ

は
変
化
す
る
中
で
、
自
分
た
ち

が
ど
ん
な
支
援
を
す
る
べ
き
な

の
か
、
何
が
被
災
地
の
た
め
に

な
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
答
え

は
今
で
も
ず
っ
と
探
し
続
け
て

い
る
。

国
際
保
健
を
学
ぶ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
の
ゼ
ミ
で

は
、
研
究
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

よ
っ
て
学
業
以
上
の
学
び
を
得
ら
れ
た
。

二
年
生
で
学
ん
だ
初
め
て
の
研
究
テ
ー

マ
は
「
水
の
衛
生
状
況
」
で
あ
り
、
タ

イ
の
山
岳
を
訪
れ
て
水
質
調
査
と
そ
の

水
を
飲
む
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

っ
た
。「
タ
イ
の
水
で
日
本
人
は
お
な
か

を
壊
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
を
よ

く
聞
い
て
い
た
の
で
そ
の
原
因
を
調
べ

て
み
た
と
こ
ろ
、
上
水
道
の
整
備
に
不

備
が
あ
る
と
い
う
先
行
研
究
が
見
付
か

っ
た
た
め
そ
の
事
実
確
認
を
行
っ
た
。

タ
イ
を
訪
れ
て
行
っ
た
科
学
的
調
査
の

結
果
、
山
岳
部
の
小
学
校
や
村
の
水
の

大
島
で
の
漁
業
支
援

フ
ィ
リ
ピ
ン
調
査
風
景
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当
に
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
と
言
わ
れ

て
し
ま
う
の
は
、
支
援
に
こ
の
視
点
が

足
り
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
無
論

こ
れ
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
と
思
う
が

こ
の
視
点
を
自
分
が
得
て
か
ら
支
援
に

つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
年

次
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
行
っ
た
地
雷
被
害

者
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
調
査
、
四

年
次
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
行
っ
た
台
風
被

災
者
の
生
活
改
善
の
た
め
に
行
わ
れ
た

自
発
的
・
多
発
的
な
取
り
組
み
の
調
査

も
、
支
援
の
あ
る
べ
き
姿
と
い
う
自
分

の
疑
問
か
ら
、
逆
に
「
何
が
弱
者
を
支

え
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
の
答
え
を
探

し
続
け
た
。

こ
の
大
学
生
活
で
取
り
組
ん
だ
被
災

地
支
援
、
国
際
保
健
を
通
し
て
「
支

援
」
に
つ
い
て
考
え
続
け
た
。
全
く
別

の
分
野
を
扱
う
二
つ
の
活
動
で
あ
り
、

ど
ち
ら
も
苦
労
し
な
が
ら
挫
折
し
悩
み

続
け
て
い
た
が
、
実
は
同
じ
一
つ
の
答

え
を
探
し
続
け
て
い
た
。
自
分
は
先
進

国
で
生
ま
れ
、
両
親
に
大
学
に
進
学
さ

せ
て
も
ら
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
や
経

験
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
ん
な
自

分
が
被
災
地
や
発
展
途
上
国
に
行
っ
て

多
く
の
人
と
出
会
い
見
て
感
じ
て
悩
ん

だ
経
験
を
周
り
や
社
会
へ
必
ず
還
元
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

ま
ず
は
自
分
が
自
立
し
、「
支
援
」
に
対

し
て
答
え
を
探
し
な
が
ら
行
動
し
続
け

た
い
。

こ
れ
か
ら
社
会
人
と
な
る
う
え
で
今

ま
で
支
え
て
も
ら
っ
た
両
親
に
こ
の
場

を
借
り
て
感
謝
の
意
を
伝
え
た
い
。
そ

し
て
共
に
研
究
し
た
仲
間
や
支
え
て
も

ら
っ
た
た
く
さ
ん
の
人
、
御
指
導
い
た

だ
い
た
教
授
、
出
会
っ
た
す
べ
て
の
人

に
感
謝
し
ま
す
。
本
当
に
充
実
し
た
四

年
間
で
し
た
。

三
カ
月
に
わ
た
っ
て
宮
城
県
気
仙
沼
市

内
の
仮
設
住
宅
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

私
は
、「
は
ま
ら
い
ん
や
」
と
い
う
被

災
地
支
援
学
生
団
体
に
所
属
し
、
三
年

動
を
行
っ
て
き
た
。

震
災
の
年
に
大
学
に
入
学

し
た
私
は
、
学
生
の
被
災
地

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
発
に
行

わ
れ
る
中
、「
自
分
も
何
か
し

な
き
ゃ
」「
自
分
の
目
で
被
災

地
を
見
て
み
た
い
」
と
思
う

半
面
、「
自
分
が
行
っ
て
現
地

で
出
来
る
こ
と
は
あ
る
の
だ

ろ
う
か
」
と
も
考
え
て
し
ま

い
、
な
か
な
か
一
歩
を
踏
み

出
せ
な
い
で
い
た
。

そ
ん
な
時
、
所
属
し
て
い

た
演
習
ゼ
ミ
の
教
授
か
ら
、

気
仙
沼
市
内
の
仮
設
住
宅
の

集
会
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
話
が
あ
っ
た
。「
人
と
触
れ
合
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ら
自
分
に
も
出
来
る
か

も
」、そ
ん
な
気
持
ち
で
二
〇
一
一
年
一

二
月
、
人
生
初
の
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
た
。

活
動
の
拠
点
で
あ
る
気
仙
沼
市
立
面

瀬
中
学
校
仮
設
住
宅
は
、
神
戸
を
本
拠

地
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
避
難
所
時
代
か
ら

入
り
、
看
護
師
ス
タ
ッ
フ
が
二
四
時
間

三
六
五
日
、
集
会
所
に
常
駐
し
て
見
守

り
支
援
体
制
を
築
い
て
い
る
場
所
で
あ

っ
た
。「
仮
設
住
宅
で
孤
立
死
を
作
ら
な

い
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
震
災
に
よ

っ
て
長
年
暮
ら
し
て
き
た
地
域
を
解
体

さ
れ
た
住
民
た
ち
が
、
仮
設
内
で
ま
た

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
互

い
を
支
え
合
え
る
よ
う
支
援
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

私
た
ち
「
は
ま
ら
い
ん
や
」
は
、「
住

民
の
方
の
今
日
を
生
き
き
る
力
に
な

る
」
を
活
動
理
念
と
し
、
経
験
豊
か
な

現
地
の
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
下
で
、
集

会
所
を
訪
れ
る
住
民
の
方
と
の
お
話
や
、

住
宅
を
訪
問
し
て
日
々
の
暮
ら
し
の
状

現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と

仮
設
住
宅
で
人
々
と
触
れ
合
う

法
学
部
政
治
学
科
四
年

喜
久
里

彩
芳	

（
は
ま
ら
い
ん
や
）

	

（
東
京
都
立
日
比
谷
高
校
）
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況
を
伺
う
こ
と
を
主
な
活
動
と
し
て
い

る
。
朝
・
夕
に
は
学
生
・
ス
タ
ッ
フ
全

員
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
、
一
日
の
行
動
内
容
、
反
省
、

気
付
き
を
一
人
一
人
発
表
し
、
共
有
し

合
い
な
が
ら
学
び
を
深
め
て
き
た
。

初
め
て
被
災
地
を
訪
れ
た
時
の
こ
と

を
思
い
返
し
て
み
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
よ
う
！
と
意
気
込
ん
で
い
た
も
の

の
、
い
ざ
住
民
の
方
を
前
に
し
た
時
、

私
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

に
つ
ま
ず
き
、
ど
の
よ
う
に
言
葉
を
掛

け
て
良
い
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。「
何
の
専
門
技
術
も
持
た
な
い
自

分
が
被
災
地
に
来
て
も
、
出
来
る
こ
と

は
や
は
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。
自
分

と
過
ご
す
時
間
が
、
住
民
の
方
の
負
担

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」。そ
ん

な
ふ
う
に
思
い
悩
ん
で
い
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
現
地
の
ス
タ
ッ

フ
に
掛
け
て
い
た
だ
い
た
言
葉
が
、
自

分
の
気
持
ち
を
一
歩
前
に
動
か
し
て
く

れ
た
。
そ
れ
は
、「
相
手
は
﹃
被
災
者
﹄

で
あ
る
前
に
、﹃
一
人
の
人
間
﹄
で
あ

る
」「
そ
の
方
の
悲
し
み
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
理
解
す
る
こ
と
な
ど
決
し
て
出
来

な
い
。
理
解
出
来
な
い
こ
と
を
分
か
っ

た
う
え
で
、﹃
あ
な
た
を
受
け
止
め
よ
う

と
す
る
自
分
が
こ
こ
に
い
る
こ
と
﹄
を

示
し
、
相
手
の
心
に
寄
り
添
い
な
さ

い
」
と
い
う
言
葉
だ
。

振
り
返
れ
ば
、
私
は
、
自
分
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
無

意
識
に
「
相
手
は
心
に
傷
を
負
っ
た

﹃
被
災
者
﹄
で
、
自
分
は
彼
ら
に
何
か

を
し
て
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、

「
何
か
を
し
て
あ
げ
な
き
ゃ
」
と
い
う

思
い
が
先
走
っ
て
、
住
民
一
人
一
人
と

向
き
合
う
こ
と
が
出
来
ず
、
何
も
出
来

な
い
自
分
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
分
か

ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

被
災
の
事
実
だ
け
を

見
て
相
手
と
の
か
か
わ

り
方
を
考
え
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
人
の
こ
れ

ま
で
の
人
生
を
尊
重
し
、

暮
ら
し
の
全
体
に
ま
で

目
を
向
け
る
必
要
が
あ

る
し
、
言
葉
面
だ
け
で

は
な
く
、
表
情
や
身
ぶ

り
手
ぶ
り
か
ら
気
持
ち

を
読
み
取
る
こ
と
も
重

要
だ
と
学
ん
だ
。

自
分
が
被
災
者
に

「
何
か
を
し
て
あ
げ
る

で
活
動
を
し
て
い
る
仮
設
住
宅
に
は
、

今
な
お
多
く
の
人
が
住
宅
再
建
に
至
ら

ず
、
生
活
を
続
け
て
い
る
。

今
、
仮
設
住
宅
に
暮
ら
す
住
民
の
方

た
ち
は
、
笑
顔
で
日
々
を
生
き
よ
う
と

し
な
が
ら
も
、
長
く
続
く
仮
設
住
宅
の

暮
ら
し
で
の
疲
弊
や
将
来
の
不
安
、
そ

し
て
社
会
か
ら
の
見
放
さ
れ
感
を
抱
い

て
い
る
と
感
じ
る
。
東
京
で
被
災
地
の

現
状
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
め
っ
き
り
減

っ
た
が
、
今
な
お
被
災
地
で
は
、
心
に

寄
り
添
う
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
暮
ら
す
仮
設
住
宅

存
在
」
だ
と
認
識
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

だ
け
で
上
か
ら
目
線
の
気
持
ち
の
押
し

付
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
人
と
真
に
向

き
合
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
相
手
と
同
じ
目
線
に
立
っ
て
、
気

持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
四
年
、

気
仙
沼
の
様
子
は
変
わ
っ
た
と
も
変
わ

ら
な
い
と
も
言
え
る
。
活
動
当
初
は
、

至
る
所
に
が
れ
き
の
山
や
、
倒
壊
し
た

建
物
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
が
、
今
で

は
が
れ
き
の
山
は
な
く
な
り
、
新
し
い

建
物
も
建
て
ら
れ
始
め
て
い
る
。
一
方

面
瀬
中
学
校
仮
設
住
宅
と
集
会
所

夏
に
共
に
活
動
し
た
福
岡
女
学
院
看
護
大
学
の
メ
ン
バ
ー
と
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は
、
そ
れ
だ
け
で
一
つ
の
地
域
社
会
で

あ
る
と
捉
え
ら
れ
、
仮
設
で
起
き
る
問

題
は
、
ほ
か
の
地
域
で
も
当
て
は
ま
る

問
題
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、「
独
居
高
齢
者
」「
在
宅
介
護
」「
障
害

者
福
祉
」「
生
活
保
護
」
等
々
、
授
業
で

社
会
問
題
と
し
て
学
ぶ
キ
ー
ワ
ー
ド
の

数
々
も
、
実
際
に
こ
う
し
た
課
題
を
抱

え
る
住
民
の
方
々
と
か
か
わ
り
を
持
ち
、

そ
の
暮
ら
し
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
、
具
体
的
な
想
像
力
と
当
事
者
意

識
を
持
っ
て
、
課
題
に
目
を
向
け
、
考

え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
人
々
の
生
活
を
制
度
作
り
を

通
し
て
支
え
る
仕
事
、
加
え
て
気
仙
沼

の
よ
う
な
一
地
域
を
守
る
仕
事
が
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
公

務
員
と
い
う
立
場
で
地
方
に
関
す
る
施

策
を
行
い
た
い
と
い
う
、
自
分
の
進
路

選
択
に
も
つ
な
が
っ
た
。

私
自
身
、
三
年
前
は
大
学
卒
業
間
近

ま
で
こ
の
活
動
を
し
て
い
る
と
は
思
っ

て
も
み
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
活
動

を
続
け
て
き
た
の
は
、
気
仙
沼
を
訪
れ

る
度
、
現
場
に
し
か
な
い
学
び
を
得
る

こ
と
が
出
来
た
か
ら
、
そ
し
て
何
よ
り
、

い
つ
も
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
住
民

の
皆
さ
ん
の
「
ま
た
来
て
ね
」
と
う
い

う
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
自

分
に
と
っ
て
掛
け
替
え
の
な
い
経
験
と

な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
巡
り
合
わ
せ
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

人
に
感
謝
し
た
い
。
そ
し
て
春
か
ら
は
、

現
場
と
当
事
者
に
視
点
を
向
け
ら
れ
る

公
務
員
と
し
て
、
日
々
成
長
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

じ
き
に
生
徒
は
食
堂
へ
集
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
つ
か
の
間
の
休
息
と
思
い
の
ん

き
に
将
棋
を
指
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
情
報
が
入
っ
て
く
る
に
つ
れ
、
こ
れ

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
一
五
時

ち
ょ
っ
と
前
、
私
は
高
校
で
翌
日
の
入

試
の
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
と

は
強
い
も
の
で
大
し
て
揺
れ
ま
せ
ん
。

し
た
（
大
学
側
か
ら
募
集
が
か
か
っ
た

た
め
で
す
）。こ
の
時
は
田
ん
ぼ
に
流
れ

着
い
た
被
災
物
（
が
れ
き
）
を
取
り
除

く
こ
と
が
主
な
仕
事
で
、
お
茶
わ
ん
や

家
の
柱
な
ど
を
拾
い
上
げ
る
度
に
そ
の

向
こ
う
に
あ
っ
た
生
活
が
見
え
ま
し
た
。

我
々
の
生
活
の
も
ろ
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と

見
せ
付
け
ら
れ
、
復
興
と
い
う
途
方
も

な
い
仕
事
に
ぼ
う
ぜ
ん
と
し
た
あ
の
体

験
は
、
不
謹
慎
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
貴

重
な
も
の
で
し
た
。
そ
の
年
の
冬
休
み

に
も
募
集
が
か
か
っ
た
の
で
参
加
し
、

春
休
み
は
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い

は
将
棋
な
ど
指
し
て
い
る
場

合
で
は
な
い
と
気
付
き
ま
す
。

と
は
い
え
私
は
ま
だ
受
験
生
。

大
学
生
に
な
っ
た
ら
暇
な
の

だ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一

つ
く
ら
い
せ
ね
ば
な
る
ま
い
、

と
思
っ
た
の
は
こ
の
時
で
し

た
。入

試
が
終
わ
っ
て
か
ら
大

学
が
始
ま
る
ま
で
の
間
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
行
こ
う
、
と

思
っ
て
実
行
出
来
る
ほ
ど
行

動
力
の
あ
る
人
間
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
初
め
て
被
災

地
を
訪
れ
た
の
は
夏
休
み
で

た
と
こ
ろ
に
、
冬
の
活
動
で
知
り
合
っ

た
友
人
か
ら
電
話
が
。「
学
習
支
援
、
や

ら
な
い
？
」。

渡
り
に
船
、
と
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

「
被
災
地
の
子
供
た
ち
が
ど
こ
か
大
人

に
遠
慮
し
て
い
る
節
が
あ
る
よ
う
な
の

で
、
遠
慮
せ
ず
活
動
出
来
る
空
間
を
作

ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」。企
画
意
図
を
こ
う

説
明
さ
れ
て
参
加
し
た
も
の
で
す
か
ら
、

さ
ぞ
や
神
妙
な
面
持
ち
の
小
学
生
が
ぞ

ろ
ぞ
ろ
い
る
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思

っ
て
い
た
ら
こ
れ
が
甚
だ
見
当
違
い
。

学
生
を
何
か
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
た
ぐ
い

自
治
会
館
で
子
供
の
宿
題
サ
ポ
ー
ト

子
供
の
学
習
支
援
を
通
じ
学
ぶ

文
学
部
人
文
社
会
学
科
哲
学
専
攻
四
年

澤
木

　良
將	

（
面
瀬
学
習
支
援
）

	

（
私
立
穎
明
館
高
校
）
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と
勘
違
い
し
て
い
る
節
が
あ
る
し
、
こ

お
り
鬼
で
は
凍
ら
な
い
。
凍
っ
た
と
思

っ
た
ら
「
自
然
解
凍
～
」。永
遠
に
終
わ

ら
な
い
追
い
掛
け
っ
こ
三
対
二
〇
（
初

期
は
学
生
三
人
な
ど
当
た
り
前
で
し

た
）。
も
ち
ろ
ん
お
勉
強
も
教
え
ま
す
。

子
供
た
ち
に
交
じ
っ
て
座
っ
て
、
雑
談

も
し
な
が
ら
宿
題
を
見
る
の
で
す
。
こ

れ
が
、
い
ま
私
が
所
属
し
て
い
る
「
面

瀬
学
習
支
援
」
の
始
ま
り
で
し
た
。

理
念
等
々
硬
い
話
は
や
め
て
お
き
ま

す
。
目
に
指
が
入
っ
て
痛
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
あ
あ
ま
た
彼
ら
に
会

い
た
い
な
と
い
う
思
い
か
ら
つ
い
つ
い

卒
業
ま
で
こ
の
活
動
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
子
供
た
ち
は
相
変
わ
ら
ず
元
気

で
す
し
、
一
人
一
人
見
れ
ば
成
長
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
初
め
い
い
子
だ
っ
た
子

が
悪
ふ
ざ
け
を
す
る
よ
う
に
も
な
り
ま

し
た
。
楽
し
く
話
し
て
い
る
中
で
「
教

科
書
は
？
」
と
聞
い
た
ら
「
海
の
中
」

と
答
え
ら
れ
は
っ
と
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

さ
て
、
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
到

底
書
き
き
れ
な
い
の
で
、
こ

こ
で
は
私
が
特
に
衝
撃
を
受

け
た
二
つ
の
こ
と
に
つ
い
て

記
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。一

つ
目
は
、
自
分
の
中
で

震
災
が
風
化
し
て
い
た
こ
と

で
す
。
そ
れ
に
気
付
い
た
の

は
二
〇
一
三
年
冬
の
活
動
で

し
た
。
私
は
春
夏
冬
休
み
に

は
欠
か
さ
ず
気
仙
沼
へ
足
を

運
ん
で
い
ま
し
た
か
ら
、
震

災
を
忘
れ
て
な
ど
い
な
い
ぞ

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
し

か
し
、
活
動
の
一
環
で
リ
ア

ス
ア
ー
ク
美
術
館
の
常
設
展
（
今
も
や

っ
て
い
ま
す
）「
東
日
本
大
震
災
の
記
録

と
津
波
の
災
害
史
」
を
見
学
し
地
震
直

後
の
写
真
な
ど
を
見
た
時
、
そ
の
瞬
間

0

0

0

0

が
あ
っ
た
の
だ

0

0

0

0

0

0

と
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
人
が
い
た
の
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
思
い
出
し

ま
し
た
。
荒
れ
果
て
た
商
店
、
基
礎
だ

け
残
っ
た
土
地
、
街
灯
の
な
い
道
路
は

単
な
る
日
常
風
景
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

何
た
る
傲
慢
！
忘
れ
る
と
は
こ
う
い
う

こ
と
か
と
恐
ろ
し
く
な
っ
た
あ
の
感
じ

を
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
自
分
の
将
来
（
ひ
い
て

は
、
日
本
の
未
来
）
に
光
を
見
付
け
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
二
〇
一
四
年
（
つ

ま
り
四
年
生
の
）
六
月
の
こ
と
で
し
た
。

私
は
そ
れ
ま
で
将
来
に
つ
い
て
お
決
ま

り
の
暗
い
未
来
予
想
図
し
か
描
け
な
か

っ
た
の
で
、
や
り
た
い
こ
と
な
ど
特
に

あ
る
は
ず
も
な
く
就
活
は
連
戦
連
敗
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
れ
ば
就
活
に

有
利
、
な
ど
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
活
動
の
事
前
勉

強
会
で
気
仙
沼
を
巡
っ
た
時
に
紹
介
さ

れ
た
一
冊
の
本
に
感
化
さ
れ
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
な
ら
取
り
組
み
た
い
ぞ
と
思

え
た
の
で
す
。
今
で
は
、
感
化
さ
れ
る

べ
き
地
盤
が
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
気
仙
沼
で
、
た
ま
た
ま
飲

み
屋
で
知
り
合
っ
た
お
っ
ち
ゃ
ん
の
船

に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
わ
か
め
の
間
引
き

体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
店
で

「
今
朝
そ
こ
で
揚
が
っ
た
魚
」
を
食
べ

た
り
、
学
習
支
援
の
中
で
そ
の
土
地
の

自
然
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
そ
こ
に
住

む
人
た
ち
の
つ
な
が
り
を
感
じ
た
り
し

た
こ
と
を
通
じ
て
、
い
わ
ゆ
る
＂
田

舎
＂
を
持
た
な
い
私
は
漠
然
と
「
い
い

な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

事
前
勉
強
会
で
色
々
と
案
内
し
て
い
た

だ
い
た
地
域
の
方
の
「
町
を
興
そ
う
と

い
う
時
に
、
よ
そ
か
ら
持
っ
て
き
た
も

の
で
は
結
局
う
ま
く
い
か
な
い
。
だ
か

ら
あ
る
も
の
で
勝
負
し
な
き
ゃ
い
け
な

い
」「
気
仙
沼
と
い
え
ば
海
だ
け
ど
、
実

は
山
も
あ
る
」
と
い
っ
た
言
葉
が
引
き

金
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
は
こ
れ

を
訴
え
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
会
社
に

内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
、

シ
ン
ド
イ
け
れ
ど
も
実
り
の
多
い
投
資

で
し
た
。
私
が
曲
が
り
な
り
に
も
四
年

間
続
け
ら
れ
た
の
は
裏
で
表
で
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
す
べ
て
の
方
々
に
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
供
と
「
昔
豆
腐
作
り
」
に
挑
戦

2015年03月号_草のみどり284号.indb   21 2015/03/13   17:21:36
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白門三七会広報誌

１．大学関係広報誌
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2．新聞記事・広報誌等

三陸新報　2014/８/16

三陸新報　2014/11/18 三陸新報　2014/11/20

13．メディア掲載
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三陸新報　2014/11/22 三陸新報　2014/11/25

三陸新報　2014/11/28 三陸新報　2014/11/29

２．新聞記事・広報誌等
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－ 12－

まち活　通信　vol.7
－みんなで実践するまちづくり活動情報－ 

2015年１月 
女川町まちづくり推進協議会事務局 

「女川町のむかしとみらい」
参加者：16名
※「記憶の街ワークショップin女川」の詳細は、４ページをご覧ください。

　27日のまちカフェでは、模型の一部を囲みながら、“むかし”のことを記録していく中で感

じたことや、“みらい”に残したいことなどについて、大学生を交えて意見交換を行いました。

参加者：28名
　今回の発表会は、高政・岡清・マルキチ阿
部商店など学生インターンを受け入れた企業
をはじめ、チーム女川と親交のある多くのみ
なさんが参加しました。
　活動発表では、スタディツアーの企画、初
めて女川を訪れた学生の感想、インターン事
業から学んだことなどが発表され、学生から
は「町民のつながりを感じた」「世界経済を
もっと勉強しようと思った」などの感想が聞
かれました。
　また、学生からは今後の女川町PR活動に
あたって外から求められているニーズが発表
され、それに対して参加者は町の情報を提供
するなど、活発な意見交換が行われました。

まちカフェ×大学コラボ企画で活性化！
　11月・12月の“まちカフェ”は、町外からの若い視点で語り合う場として、大学生との意見

交換会、活動発表会を開催しました。

まちカフェ×記憶の街ワークショップin女川　　 11月27日

むかしを記録していく中で感じたこと みらいに残し、活用したいこと

中央大学ボランティアセンター「チーム女川」活動発表会
まち活×中央大学「チーム女川」コラボ企画 　12月6日

○中央大学１、２年生の学生たちが中心となり、震災後数回にわたり女川町でボラン

ティア活動やインターン事業に取り組んでいます。

○東京でも、物産展やサンマ提供に駆けつけてお手伝いをしたり、大学祭での「秋刀魚

のすり身汁」販売や女川写真展の開催など、女川町のPRに取り組んでいます。

中央大学ボランティアセンター「チーム女川」の紹介

◆「海とまち・海と人との近さ、

リアス式海岸の風景」などの

自然景観

◆「近所づきあいや人の温かさ」

などのコミュニティ

◆「女川の資源を活用できる学

部がある大学を作って、若い

世代を招き入れてはどうか」

などの提案

みなと祭りの復活が女川
らしさの復活につながる。

海と山に囲まれた女川の
地形は独特の資源である。

地域の情報に詳しい方が
多くいて、人と人のとの
つながりを感じた。

これからも女川に
通い続けます！

外からの支援を常
に受け入れられる
体制が必要。

ぜひ多くのことを学んで、
教訓を伝えてほしい。

私たちが大好きな
女川を伝えたい！

女川広報誌　2014年1月号

雑誌　東京ボランティア・市民活動情報センター発行「ネットワーク」　331号

２．新聞記事・広報誌等
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３．メディア放送

（１）テレビ放送
年　月　日 放送局／番組名 内　容

2014年6月14、15日 MYJ:COM
／ウィークリーニュースひの

ボランティアセンター1周年記念
シンポジウム

2014年８月30日、31日 MYJ:COM
／ウィークリーニュースひの 地域防災講座「DIG」

2014年11月10日 MYJ:COM
／デイリーひの 地域防災講座「HUG」

2014年11月15日、16日 MYJ:COM
／ウィークリーニュースひの 地域防災講座「HUG」

2014年11月15日、16日 MYJ:COM
／ウィークリーニュースひの 減災ウォークラリー

2015年2月26日、
3月5日、10日

MYJ:COM
／デイリーひの

大学生ボランティアパネル展
＠イオン多摩平の森

2015年3月7日、８日、
14日、15日

MYJ:COM
／ウィークリーニュースひの

大学生ボランティアパネル展
＠イオン多摩平の森

（２）ラジオ放送
年　月　日 放送局／番組名 内　容

2015年2月24日 仙台シティエフエムラジオ3 国連防災世界会議での復興支援イン
ターンの報告

2015年2月26日 NHK仙台／ゴジだっちゃ！ 中央大学の被災地支援の取り組み紹介

2015年3月14日 K−MIX（FM 静岡）
／サタデーモーニングロミロミ チーム女川の活動

13．メディア掲載
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14．作成物掲載

１．刊行物

2013年度ボランティアセンター報告書 2014年度被災地支援ネットワーク学生団体紹介冊子

ボランティアセンターリーフレット

2013年度

中央大学
ボランティアステーション報告書

中央大学
ボランティアセンター
被災地支援ネットワーク学生団体 紹介冊子

２０１４年度版２０１４年度版

1.
2.
3.
4.
5.
6.

目 次

はまぎくのつぼみ
はまらいんや
面瀬学習支援
チーム次元
和みの輪
ボランティアセンター企画

発行者
発行日

中央大学ボランティアセンター
2014年4月1日

★ボランティアセンター企画の詳細は、公式webページ、C plus、掲示板で確認してください。また、センターでは適宜ボランティア情
報をメール発信しています。センターからのメールを受け取りたい方は、ボランティアメーリングリストへの登録をしましょう。
登録を希望する人は、１．氏名　２．学籍番号　３．登録するメールアドレス を本文に入力し、メール送信してください。
送信先：ボランティアセンター アドレス chuo_volunteer@tamajs.chuo-u.ac.jp

※登録するメールアドレスは、必ずセンターからのメールを受信できるように設定してください。

「中央大学ボランティアセンター」は、今年度から始まります！
　そこで一緒に中大ボラセンを作ってくれる学生スタッフを募集します。
　中大生のボランティア活動が充実するようにサポートすることが、学生スタッフの役割です。例えば、中大生のボランティ
ア活動の情報発信を行う「広報スタッフ」やボランティアに関する勉強会や講演会を企画する「企画スタッフ」など、あなた
の興味や特技をボラセンで生かしてみませんか？
　詳しくは、ボランティアセンターに直接問い合わせしてください。

ボラセンを盛り上げる仲間になりませんか？
「ボランティアセンター学生スタッフ」大募集

　「被災地のボランティアに関心はあるけれ
ど、いきなり活動を始めるには少し勇気が必
要…」そんな新入生のために「被災地スタデ
ィーツアー」を５月に実施します。東日本大震
災で被災した地域を訪れ、自分の目で確かめ
ることで、これから復興支援ボランティア活
動を始めるにあたり、自分自身に何ができる
のかを考えるためのツアーです。
◎募集情報はボランティアメーリングリストな
どで流します。

【実施予定日：５月下旬、金曜夜～日曜夜
募集人数：２５名を予定】

新入生、集まれ！
「被災地スタディーツアー＠宮城県女川町」参加者を募集

昨年から始まった、
大学構内や周辺のゴミを拾う活動
「中央大学クリーン作戦」。
　「ゴミを拾うことで目に見えて地域がきれい
になっていく手応えが感じられる」「一緒にゴ
ミを拾うことで仲間と達成感が味わえる」な
ど、ゴミ拾いの楽しさが口コミで広がり、少しず
つ仲間が増えてきています。学年学部を超え
た学生との出会いや地域の方と仲良くなれ
ることも魅力です。
◎開催日時の情報はボランティアメーリング
リストやfacebookで流します。

身近なところで気軽にボランティアはじめてみませんか？
ゴミ拾い活動「中央大学クリーン作戦」の参加者を募集

【実施予定日：年数回実施、不定期で昼休みも実施】

パンフ_0310_CS4.indd   7 2014/03/12   18:33:38

ボランティアセンターには、専門のコーディネーターがいます。
ボランティア情報の提供をはじめ、ボランティアの心得や活動
に対する不安など何でも相談に応じます。コーディネーターに
会いに来てください。不在の場合もあるので、メール・Telで確
認をしてから来てくださいね！

ボランティアを
してみたい人

ボランティアセンターで

１．コーディネーターに相談してみよう！

学内外のボランティア情報をいち早くお届けします。
登録を希望する方は、ボランティアセンターアドレス
（chuo_volunteer@tamajs.chuo-u.ac.jp）まで
１．氏名　２．学籍番号　３．登録するアドレスをご連絡ください。
※登録するアドレスは、大学からのメール（～@tamajs.chuo-
u.ac.jp）が必ず届くように設定してください。

２．メーリングリストに登録しよう！

情報はこんなところにあるよ！

３．自分で情報を探してみよう！

ボランティアを始める前には、必ずボランティア保険に入りま
しょう。ボランティアセンターや近隣の社会福祉協議会で加
入受付を行っています。

４．必ずボランティア保険に加入しよう！

掲示板 facebook ラック

メーリングリスト インターネット 学生課の
イベント案内

  震災復興ボランティア
東日本大震災の被災地の一刻も早い復興
を願い、学生ボランティアによる支援を行っ
ています。被災地支援ボランティアを行う
学生への活動費補助、ボランティアセンタ
ー主催のプログラムを実施しています。また
、東北学院大学を拠点校におく「大学間連
携災害ボランティアネットワーク」にも加盟
しています。
※活動費補助は主に学員からの支援金を使用しています。

＜被災地支援学生団体ネットワーク登録団体＞ ※2013年度　 ▲

はまぎくのつぼみ（岩手県宮古市／生活支援）　 ▲

はまらいんや（宮城県気仙沼市面瀬／仮設コミュニティ支援）　 ▲

面瀬学習支援（宮城県気仙沼市面瀬／学習支援）　 ▲

チーム次元（宮城県気仙沼市大島／漁業支援）　 ▲

和みの輪（福島県相馬市／イベント運営、コニュニティ支援）

＜ボランティアセンター企画の実績＞
　2013年　5月 「新入生対象　被災地スタディーツアー」（宮城県女川町）
　2013年　8、9月 「夏の東北ボランティア」（岩手県大槌町、宮城県女川町）
　2014年　3月 「春季ボランティア」（岩手県宮古市、宮城県気仙沼市、女川町）

  ボランティア力UP講座
ボランティア活動がより充実するための、
スキルアップ講座を実施しています。
＜実績＞　 ▲

「ボランティアマナー講座」　 ▲

「リーダー育成講座」

  災害リーダー・防災リーダー育成
災害時に学生が自分の命を守
り、周囲の助けとなることができ
る実技講座を実施しています。
＜実績＞　 ▲

「災害救援ボランティア講座」　 ▲

「上級救命講習講座」　 ▲

「AED利用講習会」

  学内ボランティア
ボランティア初心者の人にお
勧めの企画を実施しています。
＜実績＞　 ▲

クリーン作戦～学内や近隣地域
 での清掃活動～

  地域ボランティア
近隣の社会福祉協議会や団体などのボランティア情報を提供
しています。

  ボランティアセンタールーム
ボランティアセンタールームは、主に学生間のミーティングで使
用しています。昼休みには、その日集まった学生とコーディネー
ターとで自由に語り合う「ランチミーティング」も催しています。
ルームには、関連書籍や過去
の新聞記事、DVDがあり、活
動に役立てることができます。
ルームを利用したい場合は、
ボランティアセンターまでお越
しください。

できることいろいろ

多摩モノレール　中央大学・明星大学駅 直結

京王線　多摩動物公園駅下車 徒歩10分

ボランティア
センター

6号館地下1階

中央大学・
明星大学駅

アクセス

問い合わせ

　開室時間／月～金　9：00～17：00

中央大学ボランティアセンター

ボランティア
センターで
できること？

中央大学
ボランティア
センター

中央大学
ボランティア
センター

中央大学
ボランティア
センター

社会貢献
の場

学び
の場

創造
の場

成長
の場

實
地
應
用
の
「
場
」
へ
飛
び
だ
そ
う
！

Address／〒192-0393 

 　東京都八王子市東中野742-1
 　6号館地下1階　学生課内

 　Tel／042-674-3487

 　Fax／042-674-3469

Mail／chuo_volunteer@tamajs.chuo-u.ac.jp

Web／http://www.chuo-u.ac.jp/usr/volunteer/

2014.4.1

１．刊行物
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2．ポスタ—・チラシ

10/21～28  

【問合せ】 

中央大学ボランティアセンター 
東京都八王子市東中野742-1 6号館地下1階 学生課内 
TEL 042-674-3487 FAX 042-674-3469 
◎アクセス 多摩モノレール 中央大学・明星大学駅直結 

【活動報告会】 
 
今年の夏に被災地支援に行った学生による報告会を会場内で行います。 
 
≪実施日≫ ※各日12：40～13：10  
 10/22（水） チーム女川（女川町）、チーム次元（気仙沼市大島） 
 10/23（木） はまらいんや（気仙沼市）、面瀬学習支援（気仙沼市） 
 10/24（金） 石巻女川復興支援インターン、はまぎくのつぼみ（宮古市） 

10:00～17:00 ※21日14時～、28日13時まで 

中央大学ボランティアセンター主催 

中央図書館１階展示スペース 
    （中央大学多摩キャンパス図書館） 

≪行  き  先≫ 宮城県女川町※死亡者行方不明者率、住居倒壊率が被災地内最大の町 

≪宿   泊≫ エル・ファロ （2日目） 
≪参  加  費≫ 7,000円＋期間中の食費等（25日朝食以外は実費）※予定 
≪交通手段≫ 貸切バス 中央大学多摩キャンパス ⇔ 女川 
≪集   合≫ 5月23日（金）21：00 中央大学11号館前集合 

【主催・問い合わせ】 中央大学学生課ボランティアセンター（多摩キャンパス6号館地下１階）TEL 042-674-3487  
公式web http://www.chuo-u.ac.jp/chuo-u/volunteer/index_j.html  facebook http://on.fb.me/10L23Xe 

 

５月２３日（金）～２５日（日） 
2泊3日（※1日目バス車中泊） 

募集人数 

25名 

★エントリー方法★ 
 

STEP１ ≪事前説明会≫に参加 
     ◎多摩キャンパス  4月18日（金）12：40～ 6号館2階 6203教室 
     ◎後楽園キャンパス 4月17日（木）12：15～ 5号館1階 5138教室 
 

STEP２ ≪エントリー≫【4月28日（月）17：00〆切】 
     下記書類をボランティアステーションへ提出。 
      ・エントリーシート（説明会、学生課、webにて） 
      ・履修登録のチェックリスト（C plusで） 
 

STEP３ ≪選考結果発表≫4月30日（水）12：00 掲示板・Web・Facebookで発表 

★参加条件★ 
 

・本学学部学生（新入生を優先しますが、２年生以上もエントリーを受け付けます。） 
・事前研修・事後研修に必ず出席できる方 ※日程は後日、参加者へお知らせします。 
・「保証人の承諾書」が提出できる方 
・ボランティア保険に加入すること 

新
入
生
の
た
め
の
被
災
地
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
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中央大学ボランティアセンター1周年記念シンポジウム 被災地スタディーツアー

東日本大震災被災地支援大学生ボランティアパネル展ボランティア写真展2014

問い合わせ先 
 中央大学ボランティアセンター 042-674-3487（平日9時～17時） 

３月５日（木）～３月１１日（水） 
イオンモール多摩平の森 ３階エスカレーター脇 

中央大学 

東京薬科大学 

明星大学 

実践女子大学 

被災地支援活動報告会 
地域防災力ＵＰイベント 

（避難所運営ゲーム） 

 五小避難所運営 
      マニュアル発表     

（五小防災会より発表） 

 日時 ３月８日(日) 
  １３時３０分～１５時３０分 
  イオンホール（３階） 
  参加無料 
  事前申込不要 

問い合わせ先 
 中央大学ボランティアセンター 042-674-3487

東日本大震災 
被災地支援 
大学生ボランティア 
活動報告パネル展 

お知らせ 

JR豊田駅北口より 
徒歩3分 

日野市ボランティア 
   ・センター 

必見！ 

2014 年6月14日［土］
13：00 ～16：30
中央大学 9 号館 クレセントホールにて
≪１部≫基調講演 
≪２部≫パネルディスカッション

参加費
無料

地域のみなさまへ
2013年 4月1日、中央大学に「ボランティアセンター」が開設されました。
ボランティアセンターの使命の１つは、
学生ボランティアを通じて地域のみなさまとつながり“わがまちを元気に”することです。
そこで設立1周年を記念して、地域のみなさまと一緒に、
学生ボランティアの力をわがまちの力に生かす方法を、考えてみる場を開いてみることにしました。
ひとりでも多くの方にお会いし“わがまち”を熱く楽しく語り合うことができれば幸いです。

中央大学ボランティアセンターより

  学生だって
 地域の

力
～災害支援から日常の支え合いへ、
学生ボランティアの力とわがまちの防災力UP～

中
央
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
立
１
周
年
記
念
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ン
ポ
ジ
ウ
ム
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